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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次








プロローグ


一章　旅の始まり

二章　英雄の娘

三章　石の都と神様の課題

四章　秘密の花園

五章　なりゆき神様とへたれ英雄

六章　本当の強さ、本物の勇気



エピローグ

あとがき




電子書籍２巻購入大感謝特典「アイドル＆アイドル・コロッセオ！」



























[image: プロローグ]




　その少女は英えい雄ゆうの娘むすめと呼ばれていた。

　比類なき力を持ち、悪あく竜りゆうさえも倒たおしてのけた、救国の英雄グレイムヴァルク。

　誰だれもがその名を称たたえる男の遺児は、次代の英雄として期待され、母親ゆずりの端たん整せいな顔立ちから、理想の少女としても国民から愛されていた。

「……はぁ」

　英雄の娘、リーゼベル・フォン・ヴェルトハイム。

　銀色の長い髪かみ。青水すい晶しようのような澄すんだ瞳ひとみ。北国バルトロアの血が流れる少女の肌はだは、深山に積もった雪のように白く、近づくことさえ躊躇ためらわれるほど、静せい謐ひつな気配をまとっていた。

「……ふぅ」

　真夏にあっても、リーゼベルの周囲は涼すずやかな空気が流れているようだ。

　少女の吐と息いきは白く煙けむっているようにも感じられ、それが彼女の神秘性を引き立てる。

「リーゼベル様、聞きましたか？　辺境の村に現れた、神を騙かたる魔ま法ほう使つかいの噂うわさを」

「……いいえ」

　英雄の娘でなければ、雪の精とも呼ばれるリーゼベルは、豪ごう奢しやな箱馬車の中で、物もの憂うげに何度もため息を漏もらす。それを見かねた従者は、気分転てん換かんにでもと思ったのか、流行はやりの噂を話し始めた。

「何でも、一風変わった魔法を使う東洋人だそうで、よほどうまく立ち回ったのか、村人からは神と崇あがめられているそうです。それだけなら問題はなかったのですが、増長したのか、よりにもよってその魔法使いは、迷めい宮きゆうを破は壊かいしてしまったそうなのです！　冒ぼう険けん者ギルドの幹部たちは怒いかり心頭で、すぐさまその魔法使いに召しよう喚かん状を送ったそうですよ」

「そう……」

「好き勝手にふるまう魔法使いなど、害悪にしかなりませんからね。ギルドの老人たちは、魔法使いの首根っこを押さえて、うまく管理するつもりなのでしょうが……そういえば、その村、この近くにあるそうですよ。もしかすると、道中でばったり出くわすかもしれませんね」

「……ふうん」

　気もそぞろに返事をするリーゼベルに、従者は話題を間ま違ちがえたのだと、心の中で慌あわてていた。英雄の娘に、取るに足らない魔法使いの話などするべきではなかった。彼女には、もっと大物の話を──たとえば、王都付近に現れた地竜や、地中海を荒あらすクラーケンの話をするべきだった。

　それが、英雄の娘に相応ふさわしい話題だ。従者はそう思っていたのだが──。

（迷宮を破壊する魔法使い。神にも間違えられる、大魔法使い）

　彼の予想に反して、リーゼベルは件くだんの魔法使いのことを考えていた。

（強固な造りの迷宮を、魔法一つで破壊する。私にもそのような力があれば、どんなによかっただろう）

　英雄の娘にかけられた期待は、重く、大きい。

　偉い大だいな父親を超こえることを求められた少女は、その重責に鬱うつ々うつとしながらも、心の中では熱い闘とう志しを燃やしていた。

（強くなりたい。お父様の娘として、誇ほこれるほど、強く）

　英雄の卵は、未来に思いを馳はせて、強くあろうと決意を新たにした。

　そんな彼女が、噂されていた魔法使いと出会い──彼に弟子でし入りするのは、もう少し先の話である。
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　八月の空は高く、青く、どこまでも澄んでいる。

　視界いっぱいに広がる夏空は、無限の広がりを感じさせ、人の心を浮うき立たせる。

　否いや応おうなしに気分を盛り上げる夏の太陽に、人々は負けじと笑え顔がおを見せて、汗あせを噴ふき出させながら仕事や遊びに大いに励はげむ。

　地中海から暖かな風が吹ふき込むここ、サウスリア王国でも、人々は他ほかの季節にはない解放感を味わっていた。

「まいどどうもー！」

「また寄ってくださいね、ユート様！」

　長なが靴ぐつのような形のサウスリア王国。

　剣けんと魔法が支配する、ファンタジックな並へい行こう世界のイタリアに、なぜか日本の高校生が紛まぎれ込んでいた。

「暑い……」

　容よう赦しやなく照りつける太陽を細目でにらみながら、丘おかを登っている細身の少年。上こう月づき悠ゆう斗とという名を持つ彼は、元々、この世界の人間ではない。

　地球の日本、現代社会で生まれ育った平へい凡ぼんな男子高校生。何の因果か異世界に召喚された少年は、現在、ディルカ村で神として祀まつられていた。

「ユートさま、何かお気に召めすものはありましたか？」

「あー、アルマ。村の道具屋な、思ったよりいいものがあったよ」

「それはよろしゅうございました！」

　豊かな胸の前で両手を合わせ、夏の太陽にも負けない笑顔を見せる少女。

　薄うす桃もも色いろで、肩かたの部分がざっくり開いた小こ袖そでと、ミニスカートのような桜色の袴はかま。そんな一風変わった巫女みこ服を着た少女の名は、アルマ＝アニータ＝コルテーゼ。サウスリア王国のディルカ村で、村の神事の一いつ切さいを取り仕切っている《巫女》だ。

　今は悠斗に仕えている彼女は、どこか誇らしげに微笑ほほえみながら、村の中央、宿屋や道具屋、村長の家がある広場を見つめた。

「アルソーさんのお店は、神さまへのお供え物を扱あつかっていますからね。きっとユートさまも気に入ってくださると思いました」

「神様じゃないって」

「あっ、そうでした。ユートさまが神さまということは、ないしょでしたね！」

　ブラウンの瞳を輝かがやかせ、薄うす茶ちや色いろの長い髪をそよ風で揺ゆらすアルマ。悠斗の言葉にハッとした可か憐れんな巫女は、両手で口を覆おおって、うかがうように悠斗に目を向けた。

「内ない緒しよとか、そういうことでもなくてだな……まあ、いいや」

　説得が面めん倒どう臭くさくなったのか、悠斗は口を閉じて丘の上の家に向かった。アルマはお口にチャックをしたまま、いそいそと彼の後ろについていった。




　ディルカ村東部の丘の上には、石造りの立派な神しん殿でんが建っている。その脇わきにある二階建ての一いつ軒けん家やが、異世界に来てからの悠斗の家だ。ここで悠斗は、巫女であるアルマと、もう一人の少女とともに暮らしている。

「おかえりなさいませ」

「ああ、ただいま」

　家に帰ってきた悠斗を、涼やかな声が出で迎むかえた。

　アルマとは対照的に、長なが袖そでのメイド服で、極力、肌の露ろ出しゆつを抑おさえている小こ柄がらな少女。

　肩にかかる長さにそろえられた黒くろ髪かみ。染しみ一つない白い肌。妖あやしく光る真しん紅くの瞳。

　整った顔立ちに加え、色しき彩さいのコントラストも美しいこの小さな《メイド》こそ、悠斗のもう一人の同居人、ルナリエッタだ。

「外は暑かったでしょう。お風ふ呂ろを沸わかしておきましたので、昼食の前に、汗を流してきてください」

「おっ、気が利きくな。助かる。ありがとうな、ルナ」

「いえ、これがメイドの仕事ですから。ささ、こちらがタオルと着き替がえです」

　神に不自由をさせないために、村長が雇やとった流れのメイド。ルナリエッタという名前の他は、出身も、年ねん齢れいも不明な謎なぞの少女。腕うでは確かであるために、家事に関しては悠斗も大いに頼たよりにしているのだが──。

「……『はーれるや♪』。裏には『神は死んだ！』、か。何だこのシャツ？」

「素す敵てきでしょう？」

「おちょくってるのか、からかってるのか、どっちだ？」

　人形のように表情の変化に乏とぼしいくせに、時々、こうやって茶目っ気を見せる。

　土地を転々とし、そのたびに主人を変えてきた『流れのメイド』だと本人は言うが、実は何かをやらかして、『流されたメイド』なのではなかろうか。

　悠斗はルナリエッタと暮らすうちに、おぼろげな予想を確信に変えつつあった。

「タオルだけもらっとく。どうせこうなると思ったから、シャツは道具屋で買ってきた」

「そんな、せっかく夜なべして刺し繡しゆうしましたのに」

「その労力を、もっと別のことに活いかせよ、お前は……」

　自分の肩ほどの背せ丈たけしかない、小さなメイドに軽くチョップを喰らわせて、悠斗はタオルだけを持って浴室に向かった。

「お、お背中お流ししましょうか？」

「お前はお前で、いい加減学べっ！」

　そして、頰ほおを赤く染めながら、浴室までついてこようとするアルマにもチョップを入れて、悠斗は軽くため息を吐はいた。




　ディルカ村は、比ひ較かく的てき王都に近い位置にありながらも、一いつ般ぱん的には田舎いなかと見なされている。村を囲む深い森。開けた場所には田畑と放牧地。宿屋や食堂はあるものの、都会の人間なら鼻で笑うほどに何もない。
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　歓かん楽らく街がない、娯ご楽らく施し設せつがない、女性と遊べる店がない、夜通し騒さわげる場所もない。ないない尽づくしのディルカ村であったが、唯ゆい一いつ、食べ物だけは都会にも負けていなかった。

　新しん鮮せんな野菜や牛の乳、森で獲とれた動物の肉と、大きく育った川魚。そこに野草や木の実、それらを加工した香こう辛しん料りようなどが加わって、ディルカ村の食事は、王都のものに引けをとらないほど、豊かな味に満ちている。

「おかわりっ！」

　素材がいいのか、それとも味付けがよかったのか。村の子どもたちは好き嫌きらいなく何でも食べて、そのうえ、何度も元気よくおかわりをする。

「ふふっ、クーちゃんはいつも元気ね」

「どうぞ。お肉は多めに入れておきました」

「ありがとー！」

　悠斗の家の居間で、自分の顔ほどもある大きなパンにかぶりついている幼女もそうだ。

　ふわふわと広がるベビーブロンドの髪かみ。夏空にも負けない青く透すき通った瞳ひとみと、十歳児相応の小さな体。頭の上にぴょこんと立ち上がった犬耳と、ふさふさとした、やはり犬のようなしっぽ。

　かぼちゃパンツと、ポンチョのようなワンピースがよく似合っている女の子。

　彼女の名前は、クーティア＝フレーニ。村人からはクーちゃんの名前で親しまれている彼女は、ディルカ村で暮らしている犬いぬ獣じゆう人じんの子どもである。

「うまいか？」

「わんっ！」

「そーか、そりゃよかった」

　ひょんなことから悠斗と知り合い、ちょくちょく彼の家に遊びに来るようになったクーティアは、この日はなんと、食しよく卓たくまでともに囲んでいた。

『わんわんっ！』

「おっ、スフレはもう食べ終わったか。早いな」

『わんっ！』

　悠斗の足元で、真っ白な毛並みの子犬がちょこんと座り、満足そうに鼻の頭をなめている。

　犬獣人の少女クーティア。その愛犬、スフレ。

　この調子でいけば、近いうちに彼女らもこの家に引っ越こしてきそうだ。そんな予感が脳のう裏りをよぎり、悠斗は苦く笑しようしながら、じゃれてくるスフレの頭をなでた。




「さて、いよいよ明日あした出発ってことになったが……みんな、準備はできているか？」

　ルナリエッタが淹いれた食後のお茶を一口飲んで、悠斗がおもむろに口を開いた。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。荷物はもうまとめました」

「私も準備はできております」

　余よ裕ゆうたっぷりにうなずくアルマとルナリエッタ。

「おばさんからの手紙も、ちゃんと持ってるよ！」

　ポシェットから取り出した手紙を掲かかげ、にっこりと笑うクーティア。

「よし、大丈夫そうだな……は～」

　少女たちの返事を聞き終えた悠斗は、腕を組み、うんうんとうなずいて──そのままため息を吐いて、深く、深く、うなだれてしまった。

「諦あきらめが悪いですよ、ご主人様」

「いや、だってさぁ。魔ま物ものを倒たおしたのに怒おこられるって、何か納なつ得とくがいかなくないか？」

　テーブルに頰をつけて、ぶつくさと文句を言う悠斗。

「いいんですよ、嫌いやなら冒ぼう険けん者ギルドに出頭しなくても。まあ、その場合、もれなく犯罪者、危険人物の仲間入りですけどね」

「うぐっ」

　この期ごに及およんでしぶとく食い下がる主人をバッサリと斬きり捨てて、ルナリエッタは冷たいハーブティーに口をつけた。

　その隣となりでは、アルマが困ったように苦笑いをしている。

「は～、王都に出頭か。まあ、なるようになるか」

　出頭などと、物ぶつ騒そうな言葉が飛び出してきた。悠斗は何か大それたことをしでかしてしまったのだろうか──いや、そうではない。

　今の悠斗には《マジック・ルーラー》としての強大な力が備わっているが、彼は決して犯罪には手を染めなかった。力に任せて、あらゆる望みを叶かなえることもできただろうが、悠斗は驚おどろくほど謙けん虚きよに過ごしていた。

　手始めに雨を降らせた後は、滞たい在ざいしている村のために魔ま法ほうを使った。弱った草木を蘇よみがえらせて、腰こしを痛めた老人たちも治ち療りようした。つい先日など、村の地下に巣食った魔物を倒してのけた。

　ディルカ村の救世主と呼んで差し支つかえのない大だい活かつ躍やく。彼の多大なる貢こう献けんを、村人たちは深く感謝していた。

　しかし、一方で、悠斗は冒険者たちに深い恨うらみを買っていた。

　ディルカ村の地下に潜ひそんでいた強力な魔物《渇かわきの王》。土地や生き物から生命力を奪うばっていくこの怖ろしい魔物は、少しの間も放ほうっておけるものではない。

　悠斗はそう判断して、可か及きゆう的てき速すみやかにこれを退治したのだが……この際、勢いあまって、地下迷めい宮きゆうを壊こわしてしまったのが悪かった。

　村人たちは、生活圏けんから不気味な迷宮がなくなったことを大いに喜んだが、逆に冒険者たちは悠斗の行動を非難した。

　魔物や迷宮を飯の種とする冒険者たちにとって、新たに見つかった迷宮は宝の山であり、手つかずのフロンティアでもあった。

　その貴重な新迷宮を、たった一晩で崩ほう壊かいさせられたのだ。怒いかりを収めろというのも、難しい話であった。

　ボス・モンスターを倒すのはいいが、迷宮の核かく、ダンジョン・コアは傷つけない。そうすれば、迷宮は魔物や宝を生み続け、冒険者たちに無限の恵めぐみを与あたえてくれる。

　そんな常識も知らず、渇きの王ごとダンジョン・コアを砕くだいてしまった悠斗を、冒険者は──冒険者ギルドは許さなかった。

　地下迷宮消しよう滅めつから四日。

　恐おそるべき早さで王都から届けられた召しよう喚かん状には、意外にも悠斗を糾きゆう弾だんする言葉はなく、冒険者ギルド本部に出頭するよう、簡潔な指示のみが記されていた。

　それがかえって怖ろしく、悠斗はサウスリアの王都ロマリアに向かうため、ここ一週間、様々な準備を行っていた。

　馬車の手配に、水や保存食の調達。地図の確かく認にんや、街で気をつけることのレクチャー。

　それに、宿しゆく泊はく先も決めなければならなかった。幸いにも、クーティアの伯母おばが王都で宿屋を経営しているとのことだったので、今回はそこに泊とまることにした。

「王都ではクーティアのおばさんの家にお世話になるんだよな？」

「うん！　プティおばさんが、部屋を貸してくれるって」

　伝でん書しよ鳩ばとを飛ばし、帰ってきた返事には、歓かん迎げいするとの旨むねが記されていた。それどころか、村の恩人である悠斗からは金は取れないと、タダで泊めてくれるという。

「よかったですね、ご主人様。宿代が浮うきますよ」

「ゲス顔は止やめろっ！」

　もちろん、悠斗は宿代を払はらうつもりだった。

　正体不明の異世界の都など、根は小心者の悠斗にとっては魔ま境きように等しい。

　知り合いの宿というだけでもありがたく、それを無む償しようで借りようなど、悠斗にとっては考えられないことだった。

「馬車もＯＫ、荷物もＯＫ、地図もＯＫ、宿もＯＫ。はあ、予定通りの出発か」

「クーちゃんは、王都は初めてなんだよね？」

「うん。でも、お母さんから話は聞いてた！」

「サウスリアは街かい道どう沿いも発達していますからね。王都までの道中も、それなりに楽しめると思いますよ」

『わんっ！　わんわんっ！』

　王都ロマリアに呼ばれた悠斗。

　彼の世話をするためについていく、巫女みこのアルマと、メイドのルナリエッタ。

　そこに、伯母さんに会いに行くという名目で同行するクーティア。

「一体、どうなることやら……」

　見み目め麗うるわしい少女たちは、旅行だ、観光だと喜んでいるが、悠斗はとてもそのような気分にはなれなかった。
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　サウスリア王国は、古くから交通の要所として栄えている。

　大陸から地中海へ。地中海から大陸へ。陸と海とを繫つなげて広がる交こう通つう網もうは、この長なが靴ぐつのような形の国がロマリア帝てい国こくと呼ばれていた頃ころから、施し政せい者の手によってよく整備されていた。

　街道や海路は、国家にとっての血管だ。金や物、人や家か畜ちくを円えん滑かつに流通させるには、決して管理を怠おこたってはならない。陸路であれば平たく均ならし、場所によっては石を敷しく。海路であれば、風や潮流を記録して、よりよい道を海うな原ばらに探す。

　盗とう賊ぞく、海かい賊ぞくが出たならこれを討とう伐ばつし、魔物が荒あらせばたちまち直す。そうすることで初めて、旅人、商人たちは安心して道を行けるようになり、国家に富を運んで来るのだ。

「おっ、何か、国道っぽいところに出たな」

「コクドー？　街道のことですか？」

「ああ、そうか。こういうのは街道って呼ぶんだったな」

　さて、早朝に村を出た悠斗たちは、昼を前にしてロマリア街道に差しかかっていた。

　とはいっても、末まつ端たんも末端、人通りのない辺へん鄙ぴな道であるのだが……このような場所にも石が敷かれ、そこに陥かん没ぼつや摩ま耗もうが見られないのは、流石さすがというところだった。

「村からここまで、道があるようでなかったからな……馬車のサスペンションも利きいてないし、腰と尻しりが砕けるかと思った」

「かみさま、だいじょうぶ？」

　心配そうな顔をしたクーティアに腰をさすられながら、悠斗は馬車の幌ほろの中から、これまで通ってきた道を見た。

　はるか遠くに見える森と、そこから続く、ゆるやかな傾けい斜しやのある大草原。その中を縫ぬうように、人や馬、車輪によって踏ふみ固められた道が、ぐねぐねとのたうつ蛇へびのように続いていた。

「どうせ整備するなら、村まで続けてほしいよな」

「国内にはあちらこちらに村がありますからね。そこまで街道を延ばしてしまえば、管理費用も含ふくめて、国庫が破たんしてしまいますよ」

「それもそうか……いたた」

　御ぎよ者しや台だいに座ったルナリエッタが、手た綱づなを巧たくみに操あやつって、栗くり毛げの馬を街道に沿って走らせ始めた。馬に引かれた馬車もそれに続き、ぴったりと並べられた石いし畳だたみの上を走っていく。すると、森や草原ではガタガタと揺ゆれていた荷台がうそのように鎮しずまって、腰をさすっていた悠斗を驚かせた。

「おっ、急に揺れなくなったな」

「よかったですね、ユートさま」

「お馬さん、はやくなったよ！」

『わんわんっ！』

　それぞれ違ちがう理由で表情を明るくする悠斗たち。

　悠斗はようやく滑なめらかになった馬車の振しん動どうに、ほっと安あん堵どの息を吐はいた。我がことのように悠斗を心配していたアルマは、両手を合わせて喜んだ。クーティアは御者台に身を乗り出して、吹ふきつける風に犬耳をピクピクと動かしていた。

　そしてドＳメイドのルナリエッタは、

（ここで脇わき道みちに逸それたら、ご主人様、どんな顔をするかなぁ）

　などと、よからぬ想像に可か憐れんな笑え顔がおを咲さかせていた。




　ディルカ村から西南に数百キロ。

　サウスリア中部、西海岸が一望できる位置に、王都ロマリアは築かれている。

　幸いにして、村の近くまでロマリア街道の分枝が続いているため、馬を走らせればわずか二日で王都へ行くことができる。富ふ裕ゆう層が使う飛ひ竜りゆうや竜りゆう籠かごを使えば、半日もかからない距きよ離りだ。同じサウスリア中部にあって、ロマリアとディルカ村は、ご近所さんと言っていいほど距離的に近しい存在だった。

「もう昼か。あっという間だな」

「ですねぇ」

　街道の脇わきに馬車を停とめて、悠斗たちは昼食の準備を始めていた。

　二日で王都へたどり着く馬も、重たい荷台を引かせれば、たちまち足取りが鈍にぶくなる。こうなると、王都までは三日や四日、馬の体力次し第だいでは、五日、六日はかかってしまう。

　頑がん強きような体を持つマウンテン・ホースや、飛ひ翔しようや軽量化の魔法を操るペガサスならば、荷台など気にせず裸はだかの馬より速く走るのだが、ないものねだりをしても仕方がない。

　ディルカ村にいるのは、ごくごく平均的な能力を持つ馬のみ。時には農耕も手伝わせているため、足あし腰こし、体力は申し分ないのだが、それは常識的な馬の能力の域を出ない。

　鞭むちで叩たたいたところで限界以上の力は出ないし、そのように雑に扱あつかっては、後々、体力が続かない。先のことを考えると、馬に無理をさせることは得策ではなく、こうして適度に休きゆう憩けいを挟はさむのが正解だった。

「ほら、お飲みー」

　近くの木につないだ馬に、クーティアが革袋ぶくろに注いだ水を差し出す。

　やはりのどが渇いていたのか、栗毛の馬はがぶがぶと音を立てて水を飲み、その様子をクーティアがうれしそうに見つめていた。

「いや、しかし、絶景だな」

　布袋からパンとハムを取り出しながら、悠斗が手でひさしを作り、はるか遠くの山々を見やる。

　平原の中を横切る街道。遠くでは並走するかのように、緑に覆おおわれた山脈が続く。その巨きよ大だいな存在感に、悠斗は実寸以上に自分がちっぽけな生き物であると錯さつ覚かくし、そのくせ奇き妙みような爽そう快かい感かんを味わっていた。

「この辺りは、中部サウスリア百景にも選ばれている穴場ですよ！」

「道理で」

　木々もなければ岩もない。川もなければ、建物もない。一いつ切さいの遮しや蔽へい物がなく、どこまでも広がる視界の中に、ぬっと大きな山が現れる。

　そのスケールたるや、繊せん細さいな感性を持っていない悠斗の心をも震ふるわせるほどであり、旅の道程を大いに彩いろどるものであった。

「スープができましたよ」

「おっ、じゃあ、飯にするか。おーい、クーティア！　こっちこーい！」

「はーい！」

　朝からずっと馬車の中にいて、窮きゆう屈くつな思いをしていたのだろう。広々とした平原を、スフレとともに走り回っていたクーティアは、ゴム鞠まりのように元気に弾はずんで駆かけてくる。

「はい、どうぞ」

「ユートさま、はい、お水です」

「おお、すまんな」

　息せき切って飛んできたクーティアが、悠斗の隣となりにぽすんと座った後、一行は昼食をとり始めた。

　そのままかぶりつくには少し大きいパンを、ナイフで平たく切って、その間にハムとチーズを挟む。出立の際、村人たちに渡わたされた夏野菜は、塩漬づけされた羊肉とともに煮に込こんで、具だくさんのスープにする。

　旅の途と中ちゆうは、ろくな食事がとれないこともままあるが、悠斗たちの旅はまだ始まったばかりである。まるでピクニックにでも来たかのような料理を、悠斗たちは大自然の中で味わっていた。

「なんか気持ちいいところだなー。飯も美味うまく感じるし、旅ってのも悪くはないな」

「でしょう？」

「何でお前がドヤ顔になるんだよ」

　得意げに胸を張るメイドにはそう言いながらも、悠斗は悪い気はしていなかった。

　高層ビルが隙すき間まなく立ち並ぶ、狭せまく、窮屈な都会で育った悠斗。

　彼にとって、視界いっぱいに広がる大自然というものは、まさしく感動的なものであり、檻おりから解き放たれたかのような解放感すらもたらすものだった。

「こんにちはー！」

「ああー、お昼かいー？　いいねえー」

　主街道に比べれば細枝のような道だが、人がまったく通らないわけではない。

　西からはディルカ村へ向かう冒ぼう険けん者たちが。

　東からは王都へ向かう旅人や行商人たちが。

　それぞれ徒歩や馬車でやってきて、そのたびにクーティアは彼らに声をかけた。

「こんにちはー！」

　食事の手を止め、立ち上がり、大きく手を振ふるクーティア。道行く人たちは、小さな犬いぬ獣じゆう人じんの可愛かわいらしい姿に頰ほおをゆるめ、愛あい想そよく手を振り返した。

　旅の途中の、心温まる交流ではあるのだが……何度も何度もやられると、そばにいる者たちはどうにも落ち着かない。

「クーティア。通りがかった人全員に、声をかける必要はないんだぞ」

「わう？　そうなの？」

「そうなんだ」

「そうなんだー」

　悠斗はどうにも気き恥はずかしくて、ぴょんぴょんと飛び跳はねるクーティアをさとした。

　一いつ瞬しゆん、不思議そうな顔をした十歳児は、聞き分けがいいことに、素す直なおにうなずき、悠斗のあぐらの中に腰こしを下ろした。

「でも、あの人は、あっちから手をふってるよ？」

「まあ、そういう人もいるよ。そんな時は、遠えん慮りよせず……って、んん？」

　振り向き、見上げてくるクーティアが、小さな指を遠くに向けた。

　どこまでも友好的なわんこの頭をなでながら、悠斗はその指の先を追った。

　なるほど、確かに、街かい道どうの先では誰だれかが手を振っている。両手を振り上げ、オーバーにも見えるほどの勢いで宙をかいている。

　──どこか様子がおかしい。

　挨あい拶さつをするには遠すぎて、どこか鬼き気き迫せまって見える。御者台から転がるように飛び出して、馬車を置き去りにしてこちらに駆けてくる壮そう年ねんの男性は、何かに追われているようにも見えた。

「……魔ま物ものかっ！」

　追われているようではない。追われているのだ。

　街道に捨て置かれた馬車の向こうから、四匹ひきの猿さるが姿を現した。腕うでばかりが発達し、手で地面を蹴けるような、異様な動作で迫り来る魔物たち。

　魔ま猿えんフォレスト・バオブーは、歯をむき出しにして、耳に障さわる甲かん高だかい声を発しながら、男の背中に石を投げた。

「ああうっ!?」

　押し倒たおされるように、男が街道に倒れ込む。頭に巻いていたターバンが解ほどけ、白しら髪がの交じった総そう髪はつは、彼の心を表すように乱れていた。

「ユートさまっ！」

「ああ、任せろっ！」

　悠斗は空中にシステム・メニューを出現させる。タッチパッドにも似たそれの『アイテム欄らん』と表示された箇か所しよに触ふれ、悠斗はホログラムの板に手を突つっ込んだ。

「すぐに済むっ！」

　青く光るシステム・メニューから、ずるりと杖つえを引き抜ぬく悠斗。

　彼は、その古めかしい杖──『悠ゆう久きゆうの杖』を構え、平原から街道へ躍おどり出た。

「たぁ、助けてくださいひぃっ！」

「分かってる！」

　取り繕つくろう余よ裕ゆうもないのか、普ふ段だんは上品な紳しん士しであろう男は、恥はじも外聞もなく泣き叫さけび、悠斗に向かって手を伸のばした。しかし、その手は悠斗に届くこともなく、フォレスト・バオブーに引き戻もどされて──。

「ロック！」

　男の頭や体をがっしとつかみ、今にも引き千切ろうとしていた異形の猿たちが、ビクリと体を震わせた。

　彼らの頭には、赤い光点が浮うかんでいる。いつの間に、このようなものが付着したのか。フォレスト・バオブーたちは、恐おそる恐る、互たがいの額に指を伸ばした。

「【高速Ｍマジツク・Ｍミサイル】！　発射!!」

　そして、その指ごと、フォレスト・バオブーたちの頭は弾はじけ飛んだ。

　──街道には、静せい寂じやくが戻ってきた。

　悠久の杖に浮かんだ魔ま法ほう陣じんは消え、その杖もアイテム欄の中に消えていった。悠斗の頰を伝っていた汗あせは拭ぬぐわれ、強こわ張ばっていた彼の顔もゆるんだ。

　それに、壮年の男。街道にへたり込んだままの彼は、未いまだに五体満足のまま、この世で息を吸っている。

「……ふはっ!?」

　思い出したかのように、男は息を吐はき出し、そのまま体を縮めてせき込み始めた。

　涙なみだでにじんだ彼の視界には、サウスリアが誇ほこる街道の石いし畳だたみと、両りよう脇わきに広がる大平原。

　そして、心配そうに男に歩み寄ってくる、平へい凡ぼんそうな見た目の少年が映っていた。




　　　　‐３‐




　やがて街道には夜が訪おとずれていた。

　日に照らされて青々と輝かがやいていた草原は、今や夜のベールに包まれて、底なしの闇やみとなって横たわっている。石が敷しかれた街道も、五寸先は闇とばかりに黒く染まり、進行方向をあやふやにしていた。

　星明かりは柔やわらかく、月明かりは儚はかなく山野を照らしている。しかし、それは陽光と比べるとあまりに頼たよりなく、雲がかかれば容易に消えてしまうものだった。

　このような時間に道を急ぐ者はいない。夜は昼に比べて、あまりにも危険だ。暗いということはそれだけで脅きよう威いとなって、度たび々たび、人や馬に牙きばをむく。

　一部の魔物の活動が、夜になると活発になるという危険もあった。夜闇に紛まぎれて忍しのび寄る魔物は、昼のそれに比べて、獰どう猛もうかつ狡こう猾かつなものが多い。それらを警けい戒かいしながら闇の街道を行くことは、未経験者の想像以上に心身をすり減らせるものだった。

　以上の理由から、旅ゆく者たちは、夜は素直に足を止め、その身を休めることに専念する。悠斗たちがいるロマリア街道の分枝でも、見み渡わたせばあちらこちらに、焚たき木を燃やした明かりが見て取れた。

「昼間は大変だったなー」

　食事をとり、水とタオルで顔や体を拭ふいた悠斗たちは、焚たき火びを囲んで一息ついていた。

「まさか、白昼堂々と魔物が襲おそってくるなんてな」

「あれは驚おどろきましたね！」

「魔物の狩かり場以外には、魔物は出てこないはずじゃなかったのか？」

「世界に満ちる魔ま素そから生じる以上、理論上、魔物はどこにでも現れます。まあ、それでも、巣や迷めい宮きゆう……魔素が濃こい場所以外では、あまり見られないのは確かですね」

「ふーん」

　マグカップにたっぷりと注いだ、熱いお茶をちびちびと飲みながら、悠斗とアルマ、ルナリエッタは昼間のことを話していた。

　街道に現れた魔物のこと。助けた行商人のこと。悠斗が使った魔ま法ほうのこと。とりとめもない話をしているうちに、いつしかクーティアは船をこぎ、悠斗のあぐらの中で、スフレといっしょに眠ねむってしまった。
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「すぴー……すぴー……」

　可愛らしい寝ね息いきを立てるクーティアの頭をなでながら、悠斗はまだ、話を続ける。

「でも、運が悪かったよな、あの人も。フォレスト・バオブーみたいな、それなりに強い魔物に襲われたんだから」

「レベル55の、しかも群れで行動する魔物ですか。この辺りにいるような魔物ではありませんね。おそらく、この近くで生まれ、もっと魔素が濃い場所に移動しようとしていたのでしょう」

「それに運悪く出くわした、と。日ひ頃ごろの行いが悪かったのかね」

「そうなんでしょうね……でも、そのような者にも分け隔へだてなく救いの手を差し伸べられるユートさまは、やっぱり偉い大だいです！　きっとあの方は、今も畏い敬けいと感謝の念で胸がいっぱいですよ……！」

「冗じよう談だんで言ったんだけどなあ」

　苦く笑しようする悠斗と、淡たん々たんと話をするルナリエッタ。

　巫女みこであるアルマは、昼間の悠斗の活かつ躍やくに瞳ひとみを輝かせ、身み振ぶり手て振ぶりを交えて、興奮気味に頰を上気させる。

　そして、クーティアとスフレは、そのような騒さわぎも意に介かいさず、時々、ピクリ、ピクリと犬耳を動かすだけ。

　旅という非日常の中にいるが、これ以上なく落ち着ける時間だった。焚火を囲んで、みんなで語り合って、眠くなったらまぶたを閉じる。

　四人とも、このような体験は初めてだったが、まるで体に染しみついているかのように、ごく自然にくつろいでいた。

　もしかすると、自分たちの祖先は、こうやって夜を過ごしていたのだろうか。ふとそんな考えが頭に浮かぶほど、旅の夜は和なごやかなものだった。

「でも、かっこよかったですね、ユートさまの魔法。ろっく！　こーそくまじっく・みさいる！　ですか？　見み惚とれてしまいました」

「複数の標的を正確に射い貫ぬく魔ま弾だんですか。相変わらず、魔法だけは一級品ですね」

「だけは、ってなんだ、だけはって」

　キリリとした顔で右手を突き出すアルマ。

「ろっく！　ろっく！」とはしゃいでいる彼女の横で、悠斗はルナリエッタに軽くチョップを入れた。

「【フレイム・スロワー】に【マジック・チェーン】。【エレクトリック・ボルト】に【メタル・ストーム】。それに【エクス絶ターミ滅ネー光ション線】でしたか？　勇者にも勝まさるとも劣おとりませんね。人間にしては見事なものだと思いますよ」

「ん？　人間にしては？　どういう意味だ？」

「……いえ」

　珍めずらしく素す直なおにほめたかと思えば、珍しく言いよどむ。この変化も、旅の夜を包む空気がもたらしたものだろうか。わずかに顔をそらしたルナリエッタに、なおも悠斗は問いかけようとして──。

「当然ですよ！　だってユートさまは、神さまなんですから！」

「おわっ!?」

　すっかり出来上がったアルマが、微び妙みような空気を吹ふき散らした。

　ブラウンの瞳に焚き木の炎ほのおを映し、メラメラと燃え上がる気き炎えんを立ち昇のぼらせたアルマは、じっとしていられないとばかりに食料袋ぶくろの中を漁あさった。

「ほら、行商人の方も、お供え物としてこんなにいいものを！」

　笑え顔がおのアルマが取り出したのは、一ひと抱かかえの立派な生ハム。豚ぶたの後ろ脚あしの肉を塩しお漬づけにし、風ふう乾かん、熟成させた、サウスリア名産の加工食品だった。

　魔ま物ものから助けてもらったお礼として、行商人はあれやこれやと悠斗たちに渡わたしていたのだ。この生ハムも、そういった品の一つだ。

　しかし、今は生ハムよりも、悠斗は──。

「ほほう、生ハムですか。奮発したものですね」

「いや、ルナ、お前さ……」

　あからさまに話を逸そらそうとするルナリエッタに、悠斗はなおも手を伸ばす。

「お、美味おいしいです！　こんなに美味しい生ハム、私、食べたことがありません！」

「この焼き印。どうやらこれはパルミア産の生ハムのようですね。高級生ハムですよ」

「高級品！　あああぁぁ、思いがけず贅ぜい沢たくをしてしまった私を、どうかお許しください、神さま……！」

「お前らなぁ」

　微妙に気になる言葉の意味を、悠斗は問い質ただそうとしたのだが──生ハムを囲んで騒ぐ少女たちを見ているうちに、段々とその気は失うせていった。

　悠斗にも、話せていないこと、話せないことはたくさんある。

　違ちがう世界で暮らしていたこと。本当は大マジ魔法ツク・使ルーいラーなどではないこと。平凡な少年だったこと。自分の奇き妙みような身の上のこと。

　それらすべてを説明する気はなかったし、説明できる自信もなかった。異世界転移など、悠斗にもよく分かっていないことなのだ。アルマたちに話したところで、彼女らが理解できるとは限らないし、下手をすると狂きよう人じん扱あつかいされてしまうかもしれない。

　この世の中には、秘密にした方がいいことは確かにある。ルナリエッタが言いよどんだことも、そういった類たぐいの話なのだ。

　きっとそうに違いないと予想した悠斗は、あえて気になる言葉を、グッと胸の奥にしまい込むことにした。

「はあ。まあ、いいか。おい、ルナ。俺にも生ハム、切ってくれ」

「……かしこまりました」

「ユートさま、わ、私の罪は……!?」

「あー、許す許す。生ハムぐらい、いくらでも食え」

「ユートさま……！」

　ルナリエッタはわずかに動きを止めて、それから、何事もなかったかのように生ハムを取り分け始めた。

　生まれたての小こ鹿じかのように、ぷるぷると脚を震ふるわせていたアルマは、悠斗の言葉に感謝の祈いのりを捧ささげた。

　そして、悠斗は小さくため息を吐つき、困ったように笑いながらも、皿に取られた生ハムに手を伸のばした。

　薄うすい雲がわずかに途と切ぎれ、辺りは月明かりに照らされる。幻げん想そう的な光景の中、非日常的な夜を過ごす。この時間に起きたことは、すべては夢ゆめ幻まぼろしの出来事だ。ささいなことなど全部忘れて、また明日あしたから旅を続けよう。

　悠斗は夜空を見上げながら、そう考えていた。




　騒がしかった夜は明け、輝かがやく太陽に照らされた大平原。

　その中に線を引くように東西に走る街かい道どうを、一台の馬車が進んでいた。

「まさか、あれだけの量の肉がなくなるなんて……」

「もっとあればよかったのにね……」

「いや、そういうことじゃなくてだな」

　幌ほろの中、荷台の上に座る悠斗は、愕がく然ぜんとして、生ハムがあった場所を見つめていた。

　行商人がくれた生ハムは、かなりの大きさがあるものだった。命より大事なものはないと言わんばかりに行商人は奮発し、様々な品を感謝のしるしとして置いていった。その中にあっても、丸の生ハムは目を見張るほどのものであり、まるで金きん塊かいであるかのような特別な存在感を放っていた。

　これだけあれば、一か月は生ハムに困らない。悠斗にそう思わせるほど、生ハムはずっしりと重く大きいものであり、事実、一日一食、副食に出したとしても、長い間保もつだけの量があった。

　それを一晩で食べ散らかして、残る切れ端はしも朝食のスープに使ってしまった。生ハムは幸せな気分に浸ひたらせてくれたし、スープも味わい深いものだったが、さすがに丸々一つを一日足らずで喰らい尽つくすのは問題があった。

「ううう、贅沢は敵、贅沢は敵……質素倹けん約やくばんざい」

　荷台のすみでアルマが懺ざん悔げを捧げているが、今回は彼女の言う通りだった。

　美味しいから。面おも白しろいから。気持ちいいから。自分がしたいから。欲よく望ぼうのままに行動するのは、非常に楽で悩なやみもない。頭をからっぽにして好き勝手にふるまうことは、とても愉ゆ快かいで素す敵てきなことだ。

　だが、これから悠斗たちが向かう先は、この国の王都であり、誘ゆう惑わくに満ちた巨きよ大だい都市だ。

　何をするにも金がかかる都会では、自制心こそ求められる。欲望に身を任せてしまえば、間ま違ちがいなく破産する。学生が経験する範はん囲いではあるが、少なからず身に覚えがある悠斗は、生ハムの件を教訓とした。

「都会は誘惑に満ちているからな。俺が言うのもなんだが、もっと自制心を持とう」

「はい、ユートさま！」

「はーい！」

　アルマ、クーティアと一いつ緒しよに拳こぶしを突つき上げ、決意を表明する悠斗。

　ここは彼が慣れ親しんだ現代日本ではない。外国どころか、次元が異なるファンタジー世界なのだ。自分の常識を過信せず、決して欲望に溺おぼれず、警けい戒かい心しんを忘れずに行動しよう。クーティアのような幼おさな子ごを預かっていることも意識して、悠斗は弛たるんでいた自分に活を入れた。

「ご立派ですよ、ご主人様」

「いや、まだ口だけだって。行動で示さなくちゃな」

「そうですか。では、まず、あそこで試ためしてみましょうか」

「ん？　……おおっ!?」

　御ぎよ者しや台だいから声をかけてきたルナリエッタに答え、悠斗は幌の中からひょいと身を乗り出した。自分の後ろから顔を出した主人に、ルナリエッタは表情を変えることもなく、視線で前方を指し示す。

「あれは……！」

　丘おかを越こえ、下りに差しかかった悠斗たちの馬車。その前方には、思わず悠斗が目を見張るような、巨大な宿場町が広がっていた。
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　かつて栄えたロマリア帝てい国こくは、各地に速すみやかに軍勢を送るため、土地を均ならし、都市から都市へと石を敷しいた。

　幾いく千、幾万の軍人をまともな環かん境きようで休ませるために、街道に沿って宿場町を作り、必要に応じてその規模を大きくしていった。

　ロマリア帝国の領土と遺伝子を受け継つぐサウスリア王国では、それらの遺産を更さらなる形で洗練し、他に類を見ないほどの大街道を作り上げた。

　それがロマリア街道と呼ばれる長大な道路であり、その沿線にはロマリア帝国の時代に増して、いくつもの宿場町が築かれ、今もなお改築、区画拡張などが行われていた。

「すごいな……」

　北へ、南へ、人や物資を流していく大街道。

　いくつもの分枝と繫つながるロマリア街道は、まさしく国家の大動脈であり、そこにはこぶのように巨大な宿場町が点在していた。

「わー……人がいっぱいー……」

　悠ゆう斗ととクーティアが驚おどろくのも無理はない。溢あふれんばかりの人ごみと、山と積まれた小麦袋ぶくろ。それに加えて、大小様々な樽たる、木箱、袋ふくろ……ここが王都なのかと勘かん違ちがいしてしまいそうなほど、宿場町には人と物とが満ちていた。

「十だ！　これ以上はまからねえ！」

「九と、銀貨五枚。これならどうにかなるだろう。ええ？」

「銀貨は八枚にしろ。お前もうちの事情は知っているだろ」

　うるさいほどに、ざわめく声が聞こえる。

「何でこんなに小麦が高いのさ！」

「あんた、知らないのか？　北でベアー・マウスが麦畑を荒あらしたって」

「なめんじゃないよ！　それは三日で討とう伐ばつされたって、ここまで伝わってないとでも思ったのかい!?」

　大だい音おん声じようが、体に伝わる。

「はい、買った買った買った！　パミス・ゴーレムの胴どう体たいだ！　軽くて丈じよう夫ぶ、建材に最適、船を作れば海にも浮うくよ！」

「俺に売ってくれ！　丸ごと買うぞ！」

「俺だ！　俺にくれ！　誰だれよりも高く買う！」

「待て！　前に見たものより質が悪いぞ！　穴あきが多い！」

　宿場町が咆ほう哮こうを上げているように、音が大地を震ふるわせている。

　これがロマリア街道。これが国家の大動脈。

　石造りの建物こそ高くはないが、円形の町を二分する街道の太さと、その両りよう脇わきに積まれた数々の品、そして声を張り上げる人々の姿に、悠斗とクーティアはすっかり圧あつ倒とうされていた。

「ユートさまはこういった場所は初めてですか？」

「いや、似たようなところに暮らしてたけど……これほど活気があるのは初めてだな」

　人の数、流通する物の量、建物の数だけで言えば、悠斗が暮らしていた東京の方がはるかに上だろう。

　だが、活気だけならこの町の方が上を行く。てんでバラバラな雑音ではなく、一つの方向にまとめられた熱意と活気。それは、東京の雑ざつ踏とうに慣れた悠斗をして、「すごい」と言わしめるものだった。
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「町の中に入ったら、もう少し静かになりますよ」

「だね。でも、前に来た時より、人が多いな。何でだろ？」

「そういえばそうですね」

「収しゆう穫かく祭をするには、まだ早いし……」

　人の流れに沿って巧たくみに馬を操あやつり、町の西側へと向かうルナリエッタ。彼女の後ろから前方を見つめながら、アルマは人の多さに首を傾かしげる。

「こういうもんじゃないのか？」

「いえ、いつもはもうちょっと歩きやすいんです。こんなにじりじりとしか進まないなんて、少しおかしなことですね」

　悠斗たちが主街かい道どうに合流し、宿場町の中へ入って、もう十分も経たっている。

　だというのに、一行は未いまだに目的地の宿へたどり着けず、人ごみの中、じれったそうに馬を進ませている。ただでさえ人が多い宿場町に、なぜ、詰つめ込むように人が集まっているのだろうか。

「どこかで大きな魔ま物ものでも倒たおされたのかな……？」

　そう、アルマが呟つぶやいた時のことである。

　北の門から、大だい歓かん声せいが上がったのは。

「リーゼベル様だぁぁあああっ！」

「リーゼベル様がいらっしゃったぞぉぉぉーっ！」

　途と端たんに、宿場町の空気ががらりと変わった。

　誰も彼もが北門の方を向き、首を伸のばすようにして、じっと一点を見つめていた。ざっと数千人を超こえる群衆が、まばたきもせずに同じ方へ向いているのは、一種異様な光景だ。

　怯おびえたクーティアはしっぽを足の間に挟はさみ、さっと悠斗の懐ふところに潜もぐり込んだ。震えるスフレもそれに続いて、しっかり者のアルマでさえも、悠斗の服の袖そでをそっとつかんでいた。

「な、何が起こったのでしょう？」

「さ、さあ？」

　頼られた悠斗でさえも、数多くのギラギラと輝かがやく瞳ひとみに気け圧おされて、若じやつ干かん、腰こしが引けている。クーティアがとうとう涙なみだを浮かべたのも、仕方がないことではあった。

「ああ、英雄の娘が来ていたのですね」

「英雄の娘？」

　唯ゆい一いつ、平然としていたルナリエッタに聞き返し、悠斗は彼女が見つめる先を見た。

　宿場町の北門。不思議と人が集つどっておらず、ぽっかりと穴が開いたような空間を、一台の豪ごう奢しやな馬車が悠ゆう々ゆうと進んでいた。

「リーゼベル様ーっ！」

「英雄の娘ーっ!!」

　馬車の進行に合わせて、人ひと垣がきが左右に割れていく。何の障害もなくなった通りを、二頭のユニコーンに引かれた馬車が進む。ユニコーンに合わせた白い塗と装そうに、縁ふちを彩いろどるは金細工。光り輝く鱗りん粉ぷんを散らしているかのような煌きらびやかさで、しかし、その馬車には下げ卑びた部分は一いつ切さいなかった。

「おっ、あれが英雄の娘ってやつか」

「ええ、そうです」

　純白の箱馬車が悠斗たちのそばを通る際、窓からちらりと少女が見えた。

　長く伸ばした銀色の髪かみに、青水すい晶しようのように透すき通った瞳。姿勢よく、凛りんとした姿を一いつ瞬しゆん見せて、夢のように消えていく少女は、確かに、凡ぼん人じんとは明らかに違ちがう存在だった。

「はー、宝石みたいな女の子だったな」

「ですねぇ」

　ざわめきとともに、英雄の娘の馬車は、ゆっくりと町の西側へと消えていった。

　その後ろ姿を見送りながら、悠斗やアルマは放心したかのような声を漏もらした。

「リーゼベル・フォン・ヴェルトハイム。竜りゆうを倒した英えい雄ゆうの娘むすめであり、次代の英雄として期待されているサウスリアの宝物。バルトロア人である母の血が強く出たのか、あのようにサウスリアではあまり見かけない外見に育ち、それがかえって人気の秘ひ訣けつとなっているようです」

「なるほどな」

　最後まで表情を崩くずさず、淡たん々たんと英雄の娘について説明するルナリエッタ。彼女の話を聞きながら、悠斗はまた、英雄の娘が去っていった方へ目を向けていた。




　予想外の出来事によりすっかり到とう着ちやくが遅おくれてしまったが、まだ昼のうちには、悠斗たちは目的の宿屋に着くことができた。

「お客さんたちも英雄の娘目当てかな？　へっへ、会いに行くのは止やめときなよ。疲つかれるだけだし、第一、あの人たちは姿を隠かくして宿に泊とまるからね。どこに泊まっているのか、誰にも分からないんだよ」

　使用人に馬車を預け、宿に荷物を置いた悠斗たちは、観光がてら食べ歩きに行こうと、宿の玄げん関かんから出ていこうとした。

　その際、店主からかけられた声がそれだ。どこに行っても英雄の娘の話題一色で、悠斗は少しうんざりとしていた。

「何だかなー……関係のない俺たちまで、追っかけ扱あつかいされるのはどうなんだろう」

「まあ、仕方がないですよ。リーゼベルさまは、悪竜ベルゼイロスを倒した英雄の一人娘ですからね。否いや応おうなしに話題に上りますし、それに、あの宝石のような見た目！　人気が出るのも、当然といえば当然です」

「ふーん、そんなもんか……まあ、そんなもんなんだろうな」

　田舎いなか暮らしのアルマでさえも名前を知っていて、かつ、英雄の娘について熱く語っているのだ。リーゼベルはサウスリア王国の国民的アイドルであり、その人気は熱ねつ狂きよう的なものがある。

　あちらこちらからリーゼベルの名前が聞こえる宿場町を歩きながら、悠斗はそのことを実感していた。

「まあ、いいや。俺たちは英雄の娘より、王都行きのことを考えなくちゃな。今日はもう、ここに泊まっちゃうんだっけ？」

「はい、そうです。この宿場町を早朝のうちに発たてば、夕方には王都に着くことができるのです。また野宿をするよりかは、ベッドで眠ねむった方が疲れも取れると思いまして、勝手ながら宿の手配をさせていただきました」

「いや、それでいいよ。助かる。正直、風ふ呂ろには入りたかったしな」

　宿屋と同じ通りにある公衆浴場に目を向けて、悠斗はルナリエッタに礼を言った。

　野外で寝ね起おきするのは苦ではない。星空を天幕に、というのは、なかなかに素す晴ばらしい体験であった。しかし、旅のホコリを、濡ぬらしたタオルで拭ぬぐって済ますというのは、何やら落ち着かない気がしていた。

　幸いなことに、悠斗が転移した国は、地球ではイタリアに位置する王国だ。ローマ……ではなく、ロマリア帝てい国こくが遺のこした入浴文化は連綿と受け継つがれており、滞たい在ざいしていたディルカ村にも、宿屋や大きな家には浴室が備わっていた。

　ロマリア帝国の遺産である宿場町にも、当然、浴場は存在する。数多くの旅人たちを受け入れるため、そこかしこに公衆浴場がある。そして、それらの窓は、昼を前にしてもう湯気を立ち昇のぼらせていた。

「お風呂は、個人浴場を借りておきました。この町の公衆浴場はなかなか狭せま苦くるしいですからね。この町の知り合いに手紙を送って、予約を取ってもらいました」

「おおっ!?　何だ、お前……ゆ、有能すぎる。これがメイドか」

「ええ、これがメイドです」

　心なしか胸を張ったルナリエッタに、悠斗は称しよう賛さんを惜おしみなく送った。

　実は、悠斗は、公衆浴場というものを利用したことがなかった。修学旅行などで、大浴場に浸つかったことはあったが、あの時は気心が知れた学友たちしかいなかった。

　案外、人見知りをする悠斗は、誰だれとも知れない男たちに交ざって、裸ら体たいをさらして湯に浸かるということに、ほんの少しの抵てい抗こう感を持っていた。

　そこにルナリエッタの報告だ。自分の他ほかには誰もいない、どこまでもプライベートな浴場。誰の目も気にすることなく、ゆっくりと、思うがままにくつろげる風ふ呂ろ場ば。そこでなら、存分に旅の疲れを癒いやすことができるだろう。

「いやー、ルナって基本的に有能だよな。時々、いらんことするけど」

「してほしいのですか？」

「あー、すまんすまん！　もう、本当にありがとう！」

　人が多かったのは、大通りや、英雄の娘の周辺だけだったのか。

　だいぶ歩きやすくなった町を歩きながら、悠斗たちは個人浴場のこと、昼食のことなどを話し合っていた。
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「あー、よく食べた。ってか、食べすぎた。まだ腹いっぱいだもんな」

　その夜、悠斗はアルマたちと宿で別れ、一人、個人浴場へやってきていた。

　夕食の時間ではあるが、観光がてら、屋台で串くし焼やきやパンなどをつまんでいたため、腹はまったく空いていなかった。このまま、寝ねるまで何も食べなくても、特に問題はない。そう判断して、悠斗は腹をさすりさすり、教えられた道を歩いてきた。

「おお、ここがそうか」

　宿と同じ区画にある個人浴場は、ディルカ村、悠斗の家の浴室を二回りほど大きくしたようなものだった。

　受付で記帳を済ませ、連なる箱のような建物の一つに案内された悠斗は、脱だつ衣い所を抜ぬけ、浴室に入ったところでおっと声を上げる。

　石造りの部屋。床ゆかに埋うめ込まれた大きな湯船。部屋のすみに置かれた花か瓶びん。そこに活いけられた季節の花々。それらすべては、壁かべや天てん井じようの魔ま法ほう石によって淡あわく照らされ、立ち込める湯気の中、オレンジ色に染まって見える。

「湯加減は……あー、いいな。ちょうどいい。この、熱くもなく、温ぬるくもない感じがベストなんだよな」

　脱衣所で服を脱ぬいだ悠斗は、部屋のあちこちに視線を送りながら湯船に近づいた。そして、お湯の中にそっと手を入れて、満足そうに笑う。

「風ふ呂ろ桶おけは……何だこれ、金属か？　まあ、プラスチックとかなさそうだもんな」

　物もの珍めずらしさが手伝ってか、それとも旅先の解放感で浮うかれているのか、やけに独り言を口にしながら、悠斗は少し重たい風呂桶を持ち上げて、色々な角度から観察していた。

「はあ……やっぱり日本人は風呂だな」

　一つ一つ確かめていた悠斗も、とうとう、かけ湯をして、湯船の中に体を沈しずめた。座ると肩かたにもかかるお湯を、手ですくっては顔にかけて、そのまま両手で何度か顔を拭う悠斗。彼は天井を見上げたかと思うと、そのまま滑すべるように体を傾かたむけていき、やがて首まで風呂に浸かって大きく息を吐はいた。

「ルナは本当に、いい仕事をしてくれたよな」

　顔だけ出して、天井の灯あかりを見つめる悠斗。彼の脳のう裏りには、少しばかりクセがあるが、仕事に関しては間ま違ちがいのないメイドの顔が浮かんでいた。

　それと、もう一人──いや、二人。

　ディルカ村の巫女みこ、献けん身しん的な少女アルマと、無む邪じや気きな犬いぬ獣じゆう人じんの幼女、クーティア。なりゆき任せでここまで連れてきてしまったが、本当は、今回のことは悠斗一人で解決しなければならないことだった。

　ダンジョン・コアを破は壊かいしてしまったのは、怒いかりで我を忘れた悠斗だった。責があるとするのなら、それは悠斗一人のものであり、アルマやクーティア……ルナリエッタでさえ、付いてくる必要はどこにもなかった。

　それを、巫女だから、メイドだからと、同行するのを許してしまった。幼いクーティアでさえ、王都に親しん戚せきがいるからと、付いてくるのを止められなかった。

　これが、安全が保障された旅なら、まだいい。何も起きず、何の危険もなく、無事、ディルカ村に帰れるなら、悠斗はこのように悩なやむ必要もなかった。しかし、そうではないことは、昨日の行商人を見れば分かることだった。

　街かい道どうにも魔ま物ものは現れ、突とつ発ぱつ的に牙きばをむいてくる。魔物だけではない。広く、雑然とした都会に行けば、様々なトラブルが起きる可能性も出てくる。

　そういった予測ができていながら、あえて少女たちの同行を黙もく認にんしたのは──やはり、心細かったのだろう。

　今の悠斗はレベル１５０の《マジック・ルーラー》。ゲームのように、レベルやステータスが物を言う世界では、神のごとく絶対的な存在である。少なくとも、彼を害することができる人間は、世界中を見み渡わたしても、ほんの一ひと握にぎり。それこそ、勇者や聖女といった超ちよう常じよう的な存在でなければ、傷をつけることすら難しかった。

　だが、彼はその強さを、修しゆ行ぎようや鍛たん錬れんによって身につけたわけではない。ＶバーチヤルＲリアリテイゲームという遊びによって作り上げられた強さは、悠斗の心に何の影えい響きようも与あたえず、体ばかりが強くなった少年は、年相応の胆たん力りよくしか持ってはいなかった。

　そんな悠斗にとって、不可思議な世界の未知なる王都は、得体のしれない魔ま都とでしかなかった。不安が期待を上回る。だから、この世界をよく知る人に──ルナリエッタやアルマ、クーティアたちについてきてもらう。

　自分のことながら、情けないと悠斗は思った。同時に、彼女たちだけは、責任を持って守らなければならないと思った。

　それだけの能力が、今の悠斗にはある。気をしっかり持てば、誰にも負けない《マジック・ルーラー》になることができる。

「冒ぼう険けん者ギルドか……よし、頑がん張ばってみるか」

　どのような罰ばつを受けるか、まだ悠斗には分からない。

　しかし、今の自分の力を活かし、あらゆる問題をきちんと片づけてしまおう。

　そう、悠斗は決意を固めていた──。




「ご立派ですよ、ご主人様」

「いや、俺なんてまだまだ……ん？」

「どうかなさいましたか？」

「いや、え、ええ……はああああああっ!?」




　悠斗のすぐそば、広い湯船にちゃぷんと浸かり、惜しげもなく白い肌はだをさらしている少女がいた。

「って、おまっ、お前っ！　ちょっ!?」

「おかしなご主人様ですね」

「おかしなのはお前の方だっ！」

　慌あわてる悠斗を意にも介かいさず、マイペースで、頭に巻いたタオルのズレをちょいちょいと直している黒くろ髪かみの少女。

　オレンジ色の浴室の中で、紅あかい瞳ひとみを光らせる彼女の名は、ルナリエッタ。悠斗お付きのメイドであり、先ほど宿屋で別れた旅の仲間であり──何より、悠斗にとって、疑いようのないほど、異性であった。

「童どう貞ていでもあるまいに、なぜ、そこまで慌てるのですか？」

「ど、童貞っ!?　い、いや、俺は……」

「……まさか、そんなっ!?　ご主人様……童貞、なのですか？」

「わざとらしく絶望に染まった顔をするのは止やめろっ！」

　口元に手を当て、わなわなと震ふるえるルナリエッタにツッコミを入れ──ようとしたところで、悠斗は、自分が素すっ裸ぱだかであることを思い出した。

　ルナリエッタの紅い瞳が、【高速Ｍマジツク・Ｍミサイル】の照準のように、ヒュッと悠斗の下半身に向けられる。しかし、させじとばかりに悠斗がお湯を叩たたき、波は紋もんと飛沫しぶきで局部を隠かくしたことにより、ルナリエッタは小さく舌打ちをした。

「まあまあ、そう暴れずに。ゆっくり裸のつきあいといきましょう」

「……嫌いやだよ」

「旅の恥はじはかき捨てと申します」

「止めろよ、その胡う散さん臭くせええびす顔！」

　ここぞとばかりにころころと表情を変えるメイドに湯をかけて、悠斗は油断なく、じりじりと湯船の中を後退する。このまま、湯船の縁へりに置いてあるタオルをつかむ。それで大事なところを隠して、急いでこの場を離り脱だつする。

　それが最善の策であり、この場を切り抜ける必然の手段だ。時間を与えてはいけない。メイドが何かをしでかす前に、個人浴場を脱だつ出しゆつしなければならない。

（【ミルキー・ミスト】で、煙えん幕まくを張るか……!?）

　少女たちのために能力を活かそうとしていた悠斗が、いきなり、自分のためにスキルを使おうとした時──彼は、妙みようなものにぶつかった。




　大きい。

　柔やわらかい。

　マシュマロみたいだ。




　背中から伝わる奇き妙みような感覚に、悠斗は一いつ瞬しゆん、状じよう況きようも忘れて振ふり返ろうとする。

　が、その大きなマシュマロが肩に引っかかり、どうにもうまく体を回せない。

「ん？　何だ？」

　勢いをつけて、ぐるりと体を回転させる悠斗。彼の目の前で、大きな……それは大きなマシュマロが、ぶるんっ！　と揺ゆれた。それも、二つも。

「アル……マァ……!?」

「ひぅ……ぅぅ……ぅぅぅ」

　謎なぞのマシュマロちゃんの正体は、悠斗もよく知るアルマ嬢じようだった。

　──いや、そうではない。彼女は彼女であって彼女ではない。

　まず、服を着ていない。特とく徴ちよう的な巫女服を、今のアルマは着ていない。ならば、彼女は裸なのかというと、これもまた正しくはない。

　タオルを巻いている。アルマは体に、タオルを巻いている。

　おお、おお、何という貞てい淑しゆくさか。婚こん姻いん前の女性はむやみやたらと肌をさらさず、大事なところは決して見せない。巫女である前に、一人の女性として純潔を守るアルマは、称しよう賛さんに値あたいする人物であり──。

　──違ちがう。それもまた、違う。

　彼女が貞淑な女性であるというのなら、なぜ、彼女は浴室で男と肌を触ふれ合わせているのか。エトナ火山のごとくそびえ立ち、暴力的にタオルを押し上げているマシュマロを、なぜ、男に向かって差し出しているのか。

　分からなかった。童貞の悠斗には、分かるはずもなかった。

　ただ、アルマがかわいそうなほど顔を真っ赤にしていることと……後ろから、おそらく黒幕であろうメイドが迫せまりつつあることだけは、今の彼にもはっきりと分かった。

「お、お背中……」

「お流し、いたします」

　上こう月づき悠斗、17歳。

　彼は今、人生史上最大の危機を迎むかえていた。




　……が!!




「クーも、いっしょにおふろー！」

『わんっ！』

「なっ!?」

　いつの世も、救世主というものは現れるものである。

　ディルカ村が渇かつ水すいに襲おそわれた時、悠斗が光とともに現れたように。今、この場にも、唯ゆい一いつ無二の救世主が現れた。

「でかした、クーティア！　そ、そのまま！　そのまま二人を押さえていてくれっ！」

「えっ？　ユートさま！　ユートさまぁー!?」

「わんわんっ！」

　浴室に飛び込んできたクーティアが、勢いよく、湯船に飛び込んだ。

　実家の宿屋の大浴場でも、同じようなことをしているのだろう。慣れた動きでルナリエッタにまとわりついたクーティアは、上じよう機き嫌げんのまま、今度はアルマの胸に抱だきついた。

「きゃっ、クーちゃん？　あっ、タオルが！　タオルがっ！」

「わぅーん！」

「とんでもない夜だ……！」

　後ろから聞こえてくる嬌きよう声せいを振り切って、悠斗は走り、個人浴場を脱だつした。

　濡ぬれた体と、肌に貼はりつく服が気持ち悪かったが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　今、あの場に戻もどれば、きっと自分はおもちゃにされる。確信が悠斗の胸にはあった。

「お客さん？　若いのは結構なことですが、もう少し静かに……ね？」

「違いますぅーっ!!」

　にたりと笑う受付の男に否定の言葉を叩きつけ、悠斗は一人、宿への道を駆かけて行った。
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　宿に帰ってきた悠斗は、自室のベッドに仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　体はくたくた、髪かみはぼさぼさ、全身は雨に打たれたようにびしょ濡れで、床ゆかにはくっきりと濡れた足あし跡あとがついていた。

「あー……何だってあいつらは、人の背中を流したがるんだ」

　服と一いつ緒しよにつかんできたタオルで顔を覆おおい、乱暴にぐしゃぐしゃと水気を取り始める悠斗。布を通じてほのかにちらつく灯あかりは、個人浴場のものと同じオレンジ色のものであり、そのことが彼の心をざわつかせた。

「いかんいかん。変に考えちゃいかんぞ、うん。アルマは巫女みことして、ルナはメイドとして、俺の体を洗おうとしただけだ……って、それも十分変だけど、あまり深い意味はない、うん」

　体を起こし、適当に髪を拭ふいた悠斗は、じっとしているとすぐに浮うかんでくる少女たちの裸ら体たいをかき消すかのように、何度も首を振り、立ち上がって着き替がえを始めた。

「まったく、あんまりからかうなって、ルナには言っておかなくっちゃな」

　まだ頰ほおを赤くしたままの悠斗は、ぶつくさと呟つぶやきながら、部屋をうろうろした。

　相当に刺し激げきが強かったのか、悶もん々もんとした気持ちはいつになっても晴れず、その度たびに悠斗は唸うなり声を上げて、頭痛でもあるかのように額を押さえていた。

「あー、ダメだ。ちょっと頭を冷やしてこよう」

　最後にはベッドの上を転がっていた悠斗は、とても部屋にこもってはいられないとばかりに、力強くドアを開け、そのままの勢いで宿の階下へ駆け下りていった。




「はいよ、冷たいレモネード」

　この宿屋も、ディルカ村の『三匹びきの子犬亭てい』のように、一階部分を、食堂を兼かねる酒場にしていた。

　カウンターの後ろには、酒瓶びんがずらりと並ぶ大きな棚たながあり、その前には、ヒゲを生やしたバーテンが立っている。どちらかと言えば、酒場としての側面が強いのだろう。

　グラスを傾かたむけている客たちの中、悠斗もビールなどを注文しようとして……自分が雰ふん囲い気きに吞のまれていることを自覚して、苦く笑しようしながらレモネードを注文した。

（酒ってそんなに美味うまいのか？）

　先ほどはついつい、周りに合わせて酒を注文しようとした悠斗だが、彼はまだ、酒の美味さというものを知らなかった。

（まずいと思うんだけどな、俺は）

　美味そうにレモネードを飲みながら、悠斗は酒飲みたちを不思議そうに見つめていた。

　風ふ呂ろ場ばの件も合わせ、まだまだお子ちゃまな少年であった。

（……ん？）

　悠斗が二杯はい目のレモネードを飲んでいた時、彼はふと、気になる視線を感じた。

　最初はアルマやルナリエッタが帰ってきたのかと思ったが、そうではない。彼女らが自分を見つめるにしては、やけに剣けん吞のんな、刺とげ々とげしい視線を、悠斗は背中に感じていた。

（誰だれだ？）

　カウンターの端はしの席から、ゆっくりと酒場を眺ながめるように、さりげない動作で視線の主を探す悠斗。

　しかし、彼の動きに合わせるように物ぶつ騒そうな気配は消えてなくなり、何事もなかったかのように酒場は和なごやかに見えた。

（何だったんだ……？）

　もしかすると、気のせいだったのか。

　少し精神が過か敏びんになっているのかもしれない。悠斗はもう、今夜は早めに寝ねてしまうことにして、カウンターに料金分の銅貨を置いて、階上へと向かった。

　──彼の背中を、四つの瞳ひとみが、見つめていた。

　だが、それは新たに酒場へ入ってきた者へと向けられて、再び悠斗が視線に気がつくことはなかった。




　悠斗たちが選んだ宿は、四階建ての大きな宿だった。

　縦よりも横に広く、鳥が翼つばさを広げたようにも見える形から、『飛び立つ翼つばさ亭てい』と名付けられた宿は、デザインを優先した結果、やたらと内部構造が複雑だった。

「えっと、俺の部屋、俺の部屋、っと」

　階段を上がって、下りて、また上がって。

　翼の端の部分、二階の角部屋まで戻ってきた悠斗は、廊ろう下かの形などから判断し、自分の部屋の鍵かぎを取り出した。

「部屋番号ぐらい書いとけよな……ん？　あっ、くそっ！　建てつけまで悪い！」

　何も書かれていない、ややこしいドアに不満をぶつけながら、悠斗は鍵穴あなに差し込んだ鍵を回そうとして──引っかかりを感じ、すぐさま諦あきらめて、鍵を引き抜ぬいた。

「最初から、どーも引っかかると思ったんだ」

　摩ま耗もうした鍵を見つめ、それから、同じようなことになっているであろう鍵穴の内部を予想して、悠斗は小さくため息を吐ついた。

「まあ、いいや。戻るのも面めん倒どう臭くさい」

　宿屋の主人に、一言、文句を言うべきだ。

　だが、今夜の悠斗には、もう、そのような余力は残っていない。

　慣れていない馬車の旅、町での食べ歩き、風呂場での奇き襲しゆう。それらすべてが悠斗に耐たえがたい疲ひ労ろう感かんを覚えさせ、脚あしや腕うでの芯しんが火ほ照てってだるく感じる悠斗は、すぐにでもベッドに倒れ込み、泥どろのように眠ねむりたかった。

「【アンロック】」

　もう何もしたくない。歩きたくもない。

　そう考えた悠斗は横着をして、魔ま法ほうで部屋の鍵を開けた。彼の指先から小さな光が伝わって、間もなく、かちゃりと音を立てて開く鍵。簡単な鍵を開ける魔法を使った悠斗は、満足そうに微笑ほほえんで、部屋の中へと入っていった。

「はあー、疲つかれたなー」

　服を脱ぬぎ散らかしながら、悠斗はベッドに近づいていく。

　もはや、寝ね間ま着きを着るのも面倒臭い。シャツとパンツだけのだらしがない姿になって、悠斗はベッドに倒れ込んだ。

「うはー……寝るぞー、もう、寝るー」

　言っている間にも、悠斗は睡すい魔まに襲われていた。

　ぼやけていく思考、霞かすみがかっていく視界。驚おどろくほどスムーズに、悠斗は夢の国へと旅立とうとしていた。

「布ふ団とん……」

　最後の理性で、風邪かぜを引くのはマズイと考えたのか、薄うすい毛布を引き寄せる悠斗。

　彼が、するすると毛布を引っ張っていくと──。

「……え？」

　中身が、姿を見せた。

　ベッドの上には先客が横たわっていた。

　広いベッドの中央で、大きな毛布に包まれていたのは、年とし端はのいかない少女だった。驚くことに、それは昼間に見かけた英えい雄ゆうの娘むすめによく似ていた。

　……いや、似ている、ではない。本人だ。卵のような形のよい小顔。暗い部屋でも輝かがやく銀ぎん髪ぱつ。青水すい晶しようのような瞳。すべては、英雄の娘と一いつ致ちするものだった。

「え？　なん、で？」
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　答えはなかった。代わりに、絹を裂さくような悲鳴が上がった。

「きゃあああああっ!?」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。直後、飛び込んでくる従者たち。

「おのれ、くせ者！　わずかな隙すきをついて、お嬢じよう様さまを狙ねらうとは！」

「どこからここを嗅かぎつけた!?　このゴキブリ野や郎ろうめ！」

「うわわわわ!?」

　先ほど、酒場で悠斗を見ていた男たちだった。

　彼らは、英雄の娘の護衛の者だったのだ。見知らぬ男が来るたびに、睨にらみつけるように観察をしていた従者たちは、思わぬ伏ふく兵へいの登場にいきり立ち、叩たたきつけるように悠斗の体へと手を伸のばす。

「部屋を間ま違ちがえましたぁーっ！」

「鍵を破ってまで、そんな言い訳がきくかーっ!!」

　鎮ちん圧あつ用の棒を振ふり回し、何とか悠斗を取り押さえようとする男たち。

　彼らの動きを上回り、身軽に、ギリギリのところで棒をかわし続ける悠斗を、英雄の娘が──リーゼベルが、じっと見つめていた。

「ええい、ちょこまかと……！」

「もはや問答無用！　たたっ斬きってくれる!!」

「ひいいいいっ!?」

　当たりもしなければかすりもしない。

　際限のない捕とり物劇にとうとうしびれを切らしたのか、護衛の男たちがすらりと剣けんを抜き放った。

　よく手入れをしているのか、魔法石の光を反射してギラギラと輝く白はく刃じんは、悠斗に本能的な恐きよう怖ふを覚えさせる。

「は、話だけでも……！」

「遅おそいっ!!」

　体をすくみ上がらせて、悠斗が両手を上げる。

　しかし、聞く耳など持たないとばかりに、男たちは両りよう刃ばの剣を大きく振り上げて──。

「──待ちなさい」

　凛りんとした声に、ぴたりと動きを止めた。

「待つのです」

　もう一度そう言って、英雄の娘はゆっくりと立ち上がった。
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　英雄の娘、襲しゆう撃げき事件。

　本来ならば王都すら震しん撼かんさせかねない大事件は、しかし、リーゼベルの希望によって、口外されることはなかった。

　悠ゆう斗とが牢ろう屋やに放ほうり込まれることもなければ、彼が指名手配を受けるようなこともなかった。本当に、あの夜は何事も起きなかったかのように、悠斗たちは静かに朝を迎むかえることができた。

「英雄の娘様々だな」

「ええ、本当に」

　更さらに言えば、悠斗の悶もん々もんとしていた気分も、あの事件でどこかへ吹ふき飛んで行った。今はアルマが隣となりに座っていても、変に意識をするようなこともない。

　そういったすべての事こと柄がらを与あたえてくれたのが、英雄の娘、リーゼベルなのだ。

　彼女の度量と大きな器に感かん銘めいを受けた悠斗は、何やらありがたいものを拝むかのように、道の先にいるはずのリーゼベルに何度もお礼を言っていた。

「もうすぐ？　もうすぐ着くの？」

「そうですね。この調子だと、まだ明るいうちには着けますね」

「じゃあ、もうすぐだね！」

「まあ、そろそろでしょう」

　御ぎよ者しや台だいに座ったクーティアが、足をぶらぶらと揺ゆらしながら、隣で馬を操あやつるルナリエッタに尋たずねた。何度目かのその答えに、ようやく具体的な時間が表れ、クーティアは両手を上げて喜んだ。

　聞き分けがよく、いい子とはいっても、まだまだ子どもだということだ。慣れない旅と、あっという間に飽あきてしまった景色に、クーティアは退たい屈くつしていたのだ。

　普ふ段だんは村の中を元気に駆け回っているせいか、どうにも、体がうずうずして仕方のないクーティア。彼女は荷台で愛犬スフレを抱だいて、まだかまだかと、そわそわと体を揺らしていた。

「もう着くのか？」

「はい、着きますよ。道が空いていましたからね」

　悠斗が驚きの声を上げているのは、聞いていた予定よりも、ずいぶんと早くに到とう着ちやくするからだ。早朝に宿場町を出れば、夕方には王都に着く。そのはずが、昼過ぎには着くというのだから、これは大きな違ちがいだ。

「馬の調子がよかったからか？」

「それもありますが、大きな原因はリーゼベルさんですね。ダミーの馬車に騙だまされて、まだ、宿場町にいる人も多いでしょう。今ごろは、空の馬車について、ぞろぞろと王都に向かっているのでしょうか。いずれにせよ、今、この周辺は、驚おどろくほどに馬車を走らせやすいのです」

「へー、これでか……」

　王都へ続く大だい街かい道どうには、見み渡わたす限りに人がいた。

　徒歩の者は道の端はしを歩き、大街道では、二車線の道路のように馬車や竜りゆう車しやが行き交かっていた。

　誰だれに遠えん慮りよすることなく馬を走らせることができた分枝と違って、ここでは接せつ触しよく事故に気をつけて、速度を落として進まなければならない。それでも順調ということであれば、多くの人はまだ、宿場町に留とどまっているのだ。

　純白の馬車をおとりに、リーゼベルはとっくの昔に王都に向かったというのに──。

　あのまま留まっていれば、町を出ることも敵かなわない。多過ぎる群衆は、時に暴走すらしかねない。警備のためか、それとも煩わずらわしさを嫌きらったのか。いずれにせよ、リーゼベルのおかげで順調に進めている悠斗たちは、何度目かになるか分からない言葉を口にした。

「英えい雄ゆうの娘むすめには、やっぱり感謝だな」

「ですね！」

　笑顔を見せる一行は、何人もの徒歩の旅人、冒ぼう険けん者を追い越こしていく。彼らの疲つかれが浮うかぶ顔も、悠斗らと同様に明るく、これまでの道中よりも笑顔が目立った。

　もうすぐ王都に着く。それを予感させる雰ふん囲い気きが、大街道には満ちていた。




「ここが王都ロマリアかぁー！」

　丘きゆう陵りように築かれた都市は、悠斗らがいる丘おかの上からは見下ろす位置にあり、王城と思おぼしき建物に向かって、また盛り上がっていっていた。

「宿場町にも驚いたけど、流石さすが、王都は比ひ較かくにならないな！」

　大街道の終着点、大平原に突とつ如じよとして現れた大都市は、全ぜん貌ぼうを見渡せる位置からは、城じよう壁へきに囲まれた箱庭のようにも見えて──その実、一つにまとめるには巨きよ大だいすぎるスケールで、悠斗ら旅人たちを迎え入れていた。

「門を潜くぐっても、まだ町には着かないんだな？」

「もう一つ門があるでしょう？　あれがロマリアの本当の玄げん関かんです。もしも先ほどの城門が破られても、この平原地帯でまた迎え撃うつことができます」

「へー……なるほどなあ」

　王都をぐるりと囲む城壁は、内部に入ると、まだ平原が続いていた。その遠くに、もう一つ城壁があり、その内側には、背の高い建物が乱立していた。

「でも、城壁の中に城壁とか、変わってるな。こんなの初めて見たよ」

「割とありふれた造りですよ？　大国の中には、王城を城壁で囲み、更に城壁で囲み、更に城壁で囲み、更に城壁で囲んでいる王都もあります」

「うへー、なんか想像もつかないな」

「しかも、城壁と城壁の間には、それぞれに城下町があるのですよ。そのうえ、城壁を利用して、上級区や下級区といった風に、住民の住み分けもしているようです」

「徹てつ底ていしてるな」

　流れのメイド、ルナリエッタは、博識である。

　彼女の口から飛び出す様々な知識、国家、体制などを耳にして、悠斗は頭の下がるような思いがした。

　日本で高校生をやっていたころは、ヒマ潰つぶしにネットで雑多な知識を拾い集め、何でも知っているような気になっていた。だが、世界は広く、彼はサウスリアに来てから、驚いてばかりだった。

　村の生活に驚いて、魔物の存在に驚いて、広大な自然に驚いて、巨大な都市に驚いて。

　異世界という存在そのものが、驚きよう愕がく的なものではあるのだが、細かなことにも悠斗は一々、心を動かしていた。

　村を出る前の辟へき易えきとしていた気持ちはどこへやら。今の悠斗は、年相応に心を弾はずませながら、王都の玄関口を見上げていた。




　王都内部は、悠斗の予想以上に整然としたものだった。

　石を組み上げて造られた土色の家々と、たっぷりとした余よ裕ゆうがあり、人も馬車もぶつかることなく行き交いしている大通り。

　土色一色の景色を彩いろどるように、屋台には色とりどりの果物が積まれ、また、民家の窓には花が飾かざられていた。

「いらっしゃい！　宿屋をお探しですか？」

「いえ、もう決まっていますので」

「ああ、そうですか。では、次の機会にまたどうぞ！」

　宿屋の客引きも、どこか知的なところが見える。力ずくでも客をつかまえようという空気があった宿場町に比べ、この町の人々は円熟しているようだった。

　これが古都の品格というものだろうか。いや、そうではない。悠斗たちが見ているのは上っ面つらにすぎず、治安の悪い区画に行けば、ごろつきなどいくらでも転がっている。

　都市の大きさに合わせるかのように、路地裏からのぞく闇やみは深く、暗く、得体の知れないものだった。物もの陰かげから時おりのぞく、ぎらついた眼光に固かた唾ずを吞のんで、悠斗は浮かれていた自分を戒いましめた。

「ユートさま。着きましたよ」

「あ、ああ、そうか」

　うかがうように、幌ほろの後ろを見やっていた悠斗は、アルマに声をかけられて、ビクリと体を震わせた。その動どう揺ようを誤ご魔ま化かすように、彼は咳せき払ばらいをして、畳たたんで置いていたローブを広げて羽織った。

「杖つえは……出さない方がいいかな？」

「そうですね。ギルドの人を刺し激げきしない方がいいですよ」

「それもそうだな」

　純白のローブを身につけた後、魔ま法ほう使つかいとしてのトレードマーク、愛用の杖を取り出そうとした悠斗は、アルマの言葉で思い直した。

　王都には戦いに来たわけではない。むしろ、悪意がないことを示すために、極力、抵てい抗こうの意は見せない方がいい。悠斗は、目的地を──とうとうたどり着いた冒険者ギルド本部を見つめながら、服や髪かみの乱れを手で直していた。

「それじゃ、行ってくる。俺の帰りが遅おそくなるようだったら、先に飯を食っててくれ」

「いえ、その時はギルドまで迎えに行きま……」

「大人しく待ってなさい」

「はい……」

　献けん身しん的すぎる巫女みこをたしなめながら、悠斗はギルド本部をちらりと横目で見る。

　開け放たれた大きな観音開きの扉とびらから、引っ切りなしに冒険者たちが出入りをしている。ここで問題を起こされたら──たとえば、心配になったアルマがかちこみをかけたりしたら──彼らすべてが敵に回ることになる。

　背筋が凍こおるような考えに、もう一度アルマの肩かたに手を置いて言い含ふくめた悠斗は、少女たちが乗る馬車に手を振ふって、ギルド本部を訪問しようとした。

「かみさま、『けるべろ亭』だよ！　まよわないでね！」

「おーう」

「まよったら、クーがむかえに行くからね！」

「止やめてくれー」

　御者台から、悠斗に大きな声をかけるクーティア。

　その微笑ほほえましいやり取りに、通りがかった冒険者たちがくすくすと笑いだす。いきなり気が抜ぬけるかのような展開に、しかし、悠斗は気持ちを切り替かえて、少女たちに背中を向けた。

「それじゃ、行ってくる」

「はい！」

　こうして、悠斗はいよいよ、冒険者ギルド本部に足を踏ふみ入れた。




「コウヅキ・ユート。17歳。生まれはニホン？　聞いたことがないな」

　ギルド本部、四階。

　最上階に、たった一つだけしかない部屋は、おわんを被かぶせたようなドーム状になっており、その中心には半月状の長い机が置かれていた。

「まさか、迷めい宮きゆうを壊こわしてしまうとはね。魔法使い殿どの、これは大おお事ごとです。糾きゆう弾だんされて然しかるべき問題ですよ？」

「まあまあ、コウヅキ殿は、この国の常識……いや、ルールがまだ分かっておられないようだ。そこは、私たち年長者が導いてあげなければ……ね？」

　もう夜が来ようとしているのに、部屋にはランプの一つも灯ともされていない。窓から入り込む夕日が、部屋を赤と黒に染め上げて、八人のギルド幹部たちの顔を逆光で隠かくしていた。

　その不気味な雰囲気に、悠斗が思わず顔をしかめた時、それを目ざとく拾った幹部が、ねちゃりと音を立てて口を開いた。

「あー……あー、もう、投とう獄ごくで構わんかね？　こういう反はん抗こう的な輩やからは、処しよ罰ばつに限る」

　思わず、悠斗は子こ猫ねこのように身をすくめた。その様子に、サディスティックに目を細めた幹部たちは、呵か呵か大笑、声をそろえるかのように笑い始めた。

「エルドラス様は、また、冗じよう談だんがうまい！」

「ははは！　魔法使い殿！　もちろん冗談だ。冗談……ふふふ」

「投獄などと……迷宮を破は壊かいされたとはいえ、私らはそこまで無む慈じ悲ひではないよ。贖しよく罪ざいの機会も、きちんと用意してある」

　小動物をいたぶって遊ぶ子どものように、年老いたギルド幹部らはねちねちと悠斗を責め立てて、その度たびに悠斗は、胃がキリキリと痛むような感覚を味わっていた。

「課題は、三つだ」

「リストに記き載さいされた魔ま導どう書しよを作ること」

「魔ま法ほう屋や敷しきのトラップを解除すること」

「そして、地ち竜りゆうの鱗うろこをはいでくること」

「これらすべてを達成した時、冒険者ギルドは、貴き殿でんが迷宮を破壊した件を不問とする」

「ダンジョン・コアを破壊する意図はなかった？　結構。ならば、国民に害意なしと証明するため、国とギルドに貢こう献けんしていただこう」

「断ってもいい。逃にげ出してもいい。しかし、そうした場合、我らは君を躊ちゆう躇ちよなくブラック・リストに入れる。そうなると、君は冒険者の敵となる」

「無む理り強じいはしない。選ぶのは君だ。さあ、どうするね？」

　寛かん容ようなことを言っているように見えて、その実、脅おどしをかけてくるギルド幹部たち。

　選せん択たく肢しはあるようでない。ここで首を横に振れば、その瞬しゆん間かんから、悠斗はお尋たずね者の魔法使いだ。

（やるしか……ない、か）

　夜が訪おとずれて、暗くら闇やみに沈しずもうとしている会議室。癪しやくに障さわる老人たちに半ばからかわれながらも、悠斗は、忍にん耐たい強づよく、はっきりと肯こう定ていの言葉を口にした。

「分かりました。その三つの課題、受けさせてもらいます」

「おお、そうかね！　うんうん、そうか！」

　問題を起こしたことを改めて後こう悔かいしながら、悠斗はギルドの要求を吞んだ。

　これで良かったのか、悪かったのかはまだ分からないが──今の自分になら、できないことはないはず。

　悠斗は、馴な染じみ始めた《マジック・ルーラー》の力を信じながら、自分に言い聞かせるかのように、またわずかにうなずいた。




　悠斗が部屋を出ていって、しばらくのこと。

　冒ぼう険けん者ギルド本部、四階の円形会議室では、ひそひそと魑ち魅み魍もう魎りようがささやいていた。

「あの少年は、いつ、折れますかな？」

「第一の課題ぐらいは、こなしてもらわなければ困る。魔導書も作れない魔法使いに、存在価値などないからな」

「しかし、見るからに小物そうではありませぬか。ふふふ、あのように顔を青ざめさせて」

「ほほほ、ほほほ」

「愉ゆ快かい、愉快。ふほっ、ほほほほ」

　闇に包まれた会議室。冒険者ギルド本部の中ちゆう枢すう部。

　灯りの一つもない部屋で、八人の老人たちが笑い声を上げていた。
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「はー、参ったな。面めん倒どうなことになったぞ、これは」

　夜を迎むかえたロマリアの町を、一人の少年が歩いていた。

　通りにはそこかしこで魔ま法ほう石の灯りがついて、白く、またはオレンジ色に照らされて、場所によっては昼間以上の明るさがあった。通りを行く男女も、心なしか着き飾かざって、魅み力りよく的な異性に声をかけている。

　屋台の店主は威い勢せいよく声を張り上げて、通りに面した酒場の中からは、人々の楽しげな声が漏もれ聞こえてくる。大都会、ロマリア。眠ねむらない町とも言われる王都は、何もかもが輝かがやいて──しかし、その中にあって、悠斗は暗く沈んでいた。

「三つの課題かあ。１と３はどうにかなりそうだけど、２の魔法屋敷ってなんだ？　なーんか、嫌いやな予感しかしないんだよなあ」

　冒険者ギルドの受付嬢じようから受け取った羊皮紙を広げながら、悠斗はため息を吐はく。





『１、【サイクロン】、【イービル・アイ】、【ハイ・ヒール】の魔導書を作ること』




『２、魔法屋敷のトラップを解除すること。その際、貴重な物品は保護すること』




『３、地竜の鱗をはいでくること。手段、方法は問わない』






「やっぱり、２が一番面めん倒どう臭くさそうだ。トラップの解除？　業者に任せろよ、そんなこと」

　ギルドの依い頼らいを受けると決めたものの、あの老人たちのいやらしい顔を思い出す度に、不安が悠斗の心に影かげを落とす。そして、それは愚ぐ痴ちという形で彼の口から漏れ出して、ますます不安を高めていった。

「まあいい。明日あしたから早さつ速そく、始めるとするか。順番通りにパッパと片付けていこう」

　このままずっと羊皮紙を読んでいると、頭がどうにかなりそうだ。悠斗は、丸めた羊皮紙をポケットの中に入れて、前を向いて夜の町を歩き始めた。

「『けるべろ亭』だったな、クーティアの伯母おばさんの宿は」

　この王都には、意外とディルカ村出身者が少ない。

　馬を飛ばせば二日の距きよ離りにあるとはいえ、純じゆん朴ぼくな村民たちは、王都に出てまで何かをなそうとは考えず、村から出ずに生しよう涯がいを終える者もざらにいた。

　それだけ村の暮らしが満ち足りているということなのだが、都会に憧あこがれない若者がまったくいないかというと、それもまた違ちがうことだった。

　ディルカ村で『三匹びきの子犬亭てい』という宿屋兼けん食堂を営んでいるフレーニ夫妻。その妻であるペティ＝フレーニには、三つ歳の離はなれた姉がいた。

　彼女の名は、プティ＝フレーニ。おしとやかな妹と違って、自由奔ほん放ぽうな性格だったプティは、狭せまい村から飛び出して、当然のように広い広い都会にたどり着いた。

　そのプティが、この王都で開いている宿が、『けるべろ亭』だ。

　実家の宿屋で培つちかったノウハウを活いかし、何より、持ち前の行動力によって、王都で宿を構えるまでに至ったプティ。ディルカ村の住民たちは、王都を訪れた際、よく彼女の世話になっていた。

「ええと、分かりやすい場所にあるって言ってたな。確か、噴ふん水すいがある広場に面しているとか何とか……おっ、もしかして、あれか？」

　色町や繁はん華か街がいからは少し外れて、半ば住宅街のようになっている区画に、『けるべろ亭』はあった。昼間は庶しよ民みんの憩いこいの場として親しまれている噴水広場に向かって、大きく扉とびらを開け放っている一いつ軒けんの宿屋。

　四階建ての宿は、『三匹の子犬亭』と同じような作りになっている。灯りが煌こう々こうと照らされた一階部分では、多くの男たちが樽たるジョッキを片手に騒さわいでいた。

「なるほど、確かに、分かりやすい」

　噴水広場に店を構えているのは、『けるべろ亭』だけだった。

　昼間は店を開けているであろう店てん舗ぽがいくつか見られたが、夜になっても扉を開き、次々と客を迎え入れている唯ゆい一いつの店、『けるべろ亭』。

　その名を象しよう徴ちようするかのような三つ首の犬、ケルベロスを模した看板を掲かかげた宿屋兼食堂は、夜にあってこそ盛せい況きようだった。

「かみさまっ！」

『わんわんっ！』

「おお、迎えに来てくれたのか」

　円形の広場の中央、噴水のそばから『けるべろ亭』を見つめていた悠斗の下もとに、クーティアとスフレが駆かけてきた。

　腹に体当たりをかけられて、足元にまとわりつかれた悠斗は、思わず噴水の縁へりに腰こしをかけて、出で迎むかえに来たわんこたちの頭をなでる。

「痛いことされなかった？　かみさま、だいじょうぶだった？」

『く～ん……』

「ははは、んな心配してたのか？　大だい丈じよう夫ぶだって……いや、まあ、あんまし大丈夫じゃなかったけど、まあ、何とか帰ってこれたよ」

「よかったぁ～」

　悠斗の腕うでの中でへなへなと脱だつ力りよくしていくクーティア。本当に心配だったのだろう。彼女はうっすらと涙なみださえ浮うかべて、悠斗の無事を祝っていた。

「心配性しようだな、クーティアは」

「くーん」

　腕の中にいるクーティアの頭を優やさしくなでて、足元でぴょんぴょんと飛び跳はねていたスフレを抱だき上げて、悠斗はしばしの間、わんこたちに癒いやしをわけてもらっていた。

「……クー？　クーティアー？　あんた、どうしたのー？」

「あっ、おばさんがよんでる！　かみさま、行こっ！」

「ああ。じゃあ、行くか」

　しばらくすると、『けるべろ亭』から小こ柄がらな女性が現れて、噴水にいる悠斗たちに大きな声で呼びかけ始めた。

　彼女がクーティアの伯母、プティ＝フレーニだ。

　逆光に照らされた犬耳やしっぽからそう判断した悠斗は、クーティアと手をつないで、これから世話になる女性に挨あい拶さつをするため、『けるべろ亭』に向かった。




「あっはは、これがデスゾード様？　はははー！　何だ、やけに小ちっちゃいねえ！　それに、ヒゲも生えてない。あたしゃ、神様ってのは、おヒゲを生やしているものかと思ってたよ。あっはは！」

　クーティアの母、ペティの三つ違いの姉である、プティ＝フレーニ。

　一言でこの女性を言い表すなら、それは──女じよ傑けつ。

　ペティと同じような小柄な体と、しかし、似ても似つかないふくふくと丸い体。

　その膨ふくらみには元気が詰つまっているとでもいうかのように、プティはよくしゃべり、よく笑い、悠斗の腰をバンバンと何度も叩たたいた。

「プ、プティさん。ユートさまに、その、あまり無礼なことは……」

「デスゾード様の巫女みこが、細かいことを気にするんじゃないの！　それに、ほら、あたしにだって敬意はあるさ。ほらほら、デスゾード様。もっとピザを食べてくださいな。男はもっとがっしりとしている方が魅力的ですよ」

「は、はあ。いただきます」

　単身、都会に働きに出て、この若さで店を構えるような女傑は、これほどバイタリティに満ちているものなのか。悠斗は目を白黒させながら、勧すすめられるがままにトマトとチーズのピザを食べた。

「まだ焼けますからね。鶏とりの丸焼きはそろそろだったかな？　あっ、そうだ、サラダを忘れてましたね、あたしったら！　あはっ！」

　有う無むを言わさず、次から次へと料理を運んで来るプティ。これが彼女なりの歓かん迎げいなのだろう。とても食べ切れない料理をテーブルの上にずらりと並べられ、悠斗は思わず胃を押さえたが、プティの勢いは止まらない。

「あの、ちょっと、多いのでは……」

「大丈夫ですよぉ！　残ったらあたしや従業員が……ああ、でも、これって歓かん迎げい会かいでしたね！　おーい、みんなー！　こっちに来て料理を食べなよー！　今晩はあたしのおごりだよー！」

「「「ありあああああッッッス！」」」

　一階のホールで、遠巻きに悠斗たちを見ていた、妙みようにガタイのいい男たち。

　彼らは、プティの声を号令に、ピザや肉料理に手を伸のばす。

「さー、みんなー！　食べてー！　飲んでー！　朝まで騒ごうー！」

「「「おおおおおおッッッッッッス!!」」」

　ビリビリと食堂を震ふるわせる大だい音おん声じよう。その迫はく力りよくに押されて、悠斗は転がるようにカウンターの方へと移動して、呆ぼう然ぜんとどんちゃん騒ぎを見つめていた。

「ふふっ。プティさんは、職人街のアイドルなのよ」

　給きゆう仕じの若い女性が、体格のいい荒あらくれ職人たちに料理を運びながら、そっと悠斗に耳打ちをした。

「この宿だって、プティさんに惚ほれた職人さんたちが建てたんですって」

「は、はあ……」

　得意げにそう語る彼女もまた、プティのファンだった。眠たそうな目をした、厚ぼったい唇くちびるの金きん髪ぱつ女は、鼻歌を歌いながら厨ちゆう房ぼうへと戻もどっていった。

「成功する人って、やっぱ人望があるんだな」

「ユートさまも、人望がありますよ！」

「信しん仰こう心ってのとは、なんかまた違うような気がする」

　プティを中心とした騒ぎから、悠斗と同じように逃にげてきたのか、アルマ、ルナリエッタ、スフレを抱いたクーティアが、いつの間にかカウンター席に座っていた。

「しかし、『三匹の子犬亭』に似ているな、ここ」

「プティさん、実家を参考にしたみたいです」

「ああ、やっぱりそうか」

　カウンター席からだと、落ち着いて全体が見み渡わたせる。二階まで吹ふき抜ぬけになったホール、脇わきに備わった階段、いくつものテーブル、長いカウンター。

　違うのは材質ぐらいだろうか。『三匹の子犬亭』に酷こく似じしている『けるべろ亭』を内側から眺ながめながら、悠斗はふと、湧わいて出てきた疑問を口にした。

「あれ？　でも、プティ＝フレーニって名前だよな？　何で結けつ婚こんしているペティさんと同じ名字なんだ？」

「お父さん、村の外から、おむこさんに来たんだって」

「ああ、婿むこ養よう子しってわけか」

「カロスさんが来て、人手が必要以上に多くなったので、いい機会だと思って王都で一花咲さかせることにしたそうですよ」

「バイタリティありすぎだろ、あの人」

　自分には信じられないような行動力に、悠斗は小さな体の犬いぬ獣じゆう人じんを、目を見開いて見つめていた。
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　騒がしかった夜も明け、太陽が王都を照らし始めた。

　異世界に来てから、すっかり早はや寝ね早はや起おきが身についていた悠斗は、わずかな光に反応して目を覚ます。

　ベッドがよかったのか、それとも疲つかれで熟じゆく睡すいしていたのか、特に眠ねむ気けは残っておらず、彼はすっくと立ち上がって窓に近づいた。

「プティさん、いい部屋を用意してくれたんだな」

　カーテンを開き、木き枠わくにガラスをはめ込んだ窓を開ける。

『けるべろ亭』の最上階、四階の窓から見下ろす景色は最高だった。朝日に照らされた土色の町。四角い家々が立ち並ぶ王都は、丘おかの傾けい斜しやなどによって建物の高さがまちまちで、それがかえって味わい深い趣おもむきを出していた。

　真正面に見える噴水広場も、素す晴ばらしいの一言だ。朝日を反射してキラキラと輝かがやく水しぶきは、まるで水すい晶しようやガラスでできているかのような煌きらびやかさで、夜の間のくすんだ姿とは別物のような存在感を示していた。

「俺だけこんなにいい部屋ってのは、ちょっと気が引けるな」

『けるべろ亭』の客室は、少し狭せまいながらも、ふかふかのベッドがあり、机があり、窓を開ければ絶景があった。

　こんなところに全員で泊とまれればよかったのだが……使用人であるルナリエッタ、プティと同じ村人であるアルマとクーティアは、お客様とはみなされず、みんなまとめて『けるべろ亭』の一階、プティの部屋で寝ね起おきすることとなった。

　それがどうにも申し訳なくて、悠斗は自分ももっと質素な部屋でいいと言ったのだが、プティや少女たちの善意によって押し切られた。

「……よし、頑がん張ばるか！」

　決まってしまったことをいつまでも悩なやんでいてもしょうがない。それは悠斗の部屋のことであり、また、ギルドから渡わたされた課題のことでもある。悠斗は朝の王都に吹く風を、胸いっぱいに吸い込んで、パンと頰ほおを叩いて気合いを入れた。




　悠斗が最初に取りかかることにしたのは、一つ目の課題、魔ま導どう書しよ作りである。

　魔ま法ほうを貯蔵する特とく殊しゆな書物、マジック・ブックを製作し、そこに魔法を注ぎ入れる。こうしてできるのが魔導書というものであり、今回、製作を依い頼らいされたものだ。

　悠斗が本当に魔ま法ほう使つかいなのかどうか、魔法使いならば、どれほどの能力を持っているのか、これで試ためしているのだ。

　風の範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほう【サイクロン】。

　敵を痺しびれさせる【イービル・アイ】。

　傷をたちどころに治す【ハイ・ヒール】。

　攻撃、搦からめ手、回復。そのすべてをこなすのは、駆かけ出しの魔法使いや、魔法使いを騙かたる詐さ欺ぎ師しには、到とう底ていできることではなかった。

　ふるいにかけようという意図が透すけて見える第一の課題。

　しかし、このようなものは、魔法の支配者《マジック・ルーラー》にとってしてみれば、赤子の手をひねるようなものだ。マジック・ブックがこの場にあるのなら、休きゆう憩けいを挟はさまずして、一度に魔導書を作り終えることができる。それだけの能力が、今の悠斗には備わっていた。

「魔導書か。あれ、あんまり役に立たないんだよな。重いし、かさばるし、中級までの魔法しか入れられないし、材料費はかかるし。何だってあんなものを欲しがるんだろうな」

『けるべろ亭』の階段を下りながら、悠斗は何とはなしにぼやいていた。

　──この世界の魔法使いが聞けば、卒そつ倒とうしそうな台詞せりふであった。

　魔ま力りよくを消費することなく、様々な魔法を行使することができる。自身が習得していない魔法であっても、問題なく使うことができる。その利便性たるや、杖つえではなく、本で武装した魔法使いがいるほどで、彼らの多くは華はな々ばなしい実績を残していた。

　だが、レベル１５０の《マジック・ルーラー》である悠斗にとって、もはや魔導書など、管理するのも煩わずらわしい小道具でしかなかった。下級、中級魔法の燃費が気にならないほど、彼は膨ぼう大だいな魔力を持っており、そして、一いち撃げき必殺の上級魔法も覚えていた。

　魔導書を使ってちまちまと攻撃するぐらいなら、上級魔法で敵を消し飛ばす。

　それがＶＲ時代からの彼のファイトスタイルであり、今なお微み塵じんも変わっていない、効率的な魔力運用法であった。

「マジック・ブックは……やっぱ、持ってるわけないよな。使わないんだから」

　アイテム欄らんを開き、ホログラム画面を指でスクロールさせる悠斗。

　目的の品が見つからなかった彼は後ろ頭をがりがりとかきながら階段を下っていった。




　さて、朝食の時間である。

　悠斗がそうであるように、多くの宿しゆく泊はく客たちは、部屋から出てきて一階へ下りて、思い思いの場所に座ってパンやスープに手をつける。彼らの間を縫ぬうように、プティや従業員たちがせっせせっせと歩き回り、水や料理を運んでいる。

　特に問題は見当たらない。どこにでもある、何の変へん哲てつもない光景だと言える。

　──メイド服を着たアルマたちが、その中に交じっていなければ、だが。

「ユートさま、このパン、私が焼いたんですよ？　美味おいしいですか？」

「あ、うん。美味うまい。村の味がする」

「よかった！」

　両手を合わせ、可か憐れんに微笑ほほえむアルマ。桜色と薄うす桃もも色の生き地じで仕立てたエプロンドレスを着た少女は、豊かな胸をぷるんと揺ゆらし、席から席へと料理を運ぶ。

　形のいい胸。大きなお尻しり。アルマの女の子らしい部分を目で追って、ホールの男たちは一いつ斉せいに、右へ左へ、顔ごと視線を動かしていた。

「かみさま、かみさま。スープ、おいしい？」

「ん？　もしかして、これ、クーティアが作ったのか？　うん、美味いぞ」

「えへへ～」

　白いエプロンと、髪かみと同じ、ベビーブロンドのワンピースを着た犬獣人の幼女は、両手を横に広げ、鳥のように走っていってしまった。

　ふさふさのしっぽと、エプロンのフリル、それと、ふわふわの髪が愛らしく揺れて、見る者の頰をゆるませた。

「ご主人様、ご主人様ぁ。この水、私が汲くんできたんですよ？　美味しいですかぁ？」

「うん、まあ、ちょっと座ろうか」

「仰おおせとあらば」

　そして、メイドの感かん染せん源げんであろうルナリエッタは、悠斗につかまり、カウンター席につかされた。先ほどまでわざとらしく媚こびを振ふりまいていたルナリエッタは、今はいつもの鉄仮面に戻り、無表情に主人を見つめていた。

「おい、あれ、お前の仕し業わざか？」

「そうですよ。『けるべろ亭』の仕事を手伝うのに、何かいい仕事着はないかと相談されましたので、前々から用意していたメイド服を渡しました」

「やっぱりお前か……って、『けるべろ亭』の仕事を手伝う？　何でだ？」

「私たちがお金を払はらうと言っているのに、プティさんは絶対に受け取らないとゆずらないでしょう？　なので、せめて空いた時間でお店の仕事を手伝うことにしたのですよ」
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「ああ、なるほどな」

　悠斗は、昨晩のことを思い出していた。

　宿泊費用はきちんと払うこと。それを何度伝えても、プティは絶対に首を縦に振らなかった。身内や神様からは取れないと言い張って、小さな女じよ傑けつは悠斗やアルマたちを部屋へと放ほうり込んだ。

　あの様子だと、無理にプティに渡しても、彼女はその金に手をつけることはないだろう。宿泊費用を置いて帰っても、気づいたその日のうちに小包にまとめ、ディルカ村に叩たたき返してきそうである。

　だからといって、無む償しようで世話になるのも申し訳ない。異世界に転移して、ディルカ村で世話をされることになった悠斗と似たような気持ちを、アルマたちは気にしていた。

　──お金がダメなら、代わりに働く！

　快く迎むかえ入れてくれたプティに対する恩返しとして、アルマたちは『けるべろ亭』で働くことにした。手伝いのようなものだが、働くからにはけじめをつけよう。その意志の表れが仕事着であるメイド服であり、朝早くからの食事の準備であった。

「まったく、ディルカ村の子たちは相変わらず、頑がん固こでいい子が多いね！　ユート様、あんなにいい子たちは逃のがしちゃダメですよ」

「ぐ、ぐむっ！」

　通りがかったプティに肩かたを叩かれて、悠斗はかじっていたパンをのどにつまらせた。

　慌あわててグラスに入った水でパンを飲み下し、それが気管に入ったのか、げほげほとせき込む悠斗。そんな彼の苦難をからからと明るく笑い飛ばしたプティは、弾はずむような足取りで厨ちゆう房ぼうへと戻もどっていった。

「プティさん、きっとうれしいのね。姪めいや村の女の子が来て、泊まってくれるだけじゃなくて、仕事を手伝ってくれるっていうんだもの。私だってうれしいって思うわ」

　昨晩も悠斗に話しかけた、ぽってりとした唇くちびるの女が、通りがかりにそう言った。

　夜も朝も変わらず眠ねむたそうな目をした女は、ちりちりの金きん髪ぱつを揺らしながらプティの後ろを追いかけて、厨房の中へ消えていった。

「そうか、仕事を手伝うか。そういうやり方もあったよな」

　悠斗は一いつ生しよう懸けん命めい働くアルマたちを見つめながら、ぼんやりと、それが正解なのだと考えていた。

　宿泊費を受け取ってもらえないのなら、代わりに『けるべろ亭』の仕事を手伝って──というのはうまいやり方である。悠斗はアルマたちの姿勢にすっかり感心してしまった。

「よし、俺も手伝おうかな！」

「……ご主人様。私たちがどうして王都に滞たい在ざいしているのか、忘れていませんか」

「ん？　……ああっ!?　そ、そうだっ！」

　そして、自分も『けるべろ亭』の仕事を手伝おうとして……それが本ほん末まつ転てん倒とうであることを思い出し、上げかけていた腰こしを下ろした。

（課題を片付けなきゃ、この生活、終わらないよな）

　その通りである。『けるべろ亭』の仕事はアルマたちにもできるが、冒ぼう険けん者ギルドの課題は悠斗にしかこなせない。

　そして、課題をすべて終わらせなければ、悠斗たちはいつまで経たってもディルカ村に帰ることができない。

　悠斗が優先するべきことは、ギルドの課題であって、他ほかの何でもない。

　そこをはき違ちがえていたら、気がついたら一年、二年が経っていました、という事態にもなりかねない。

　自分のため、何より、ついてきてくれたアルマたちのため。

　悠斗は、まずは第一の課題──魔ま導どう書しよ作りに取りかかることにした。




「……それにしても、あれはやばくないか？」

「いえいえ、あれでいいのですよ。ご主人様も好きでしょう？」

「いや……うん……まあ……」

　魔導書作りにとりかかる──前に、悠斗はアルマが気になって気になってしかたがなかった。

「ご注文をどうぞ！」

「お、お、おお……!?」

「すげえ……！　ぶるんぶるん揺れてる……」

「はい？　えっと、ご注文は……」

「あ、ああ、注文ね！　注文……」

　短いスカート。豊かで女の子らしい体。胸のマシュマロは動くたびにぶるんぶるんと震ふるえ、客の男たちは見み惚とれて動きを止めていた。

「元の巫女みこ服姿に戻してやらなくちゃな、うん」

　露ろ出しゆつを増やした巫女服も大たい概がいだったが、今のメイド服姿は目に悪い。

　自分が最高に男を魅み了りようする恰かつ好こうをしていることにも気がつかず、あちらこちらと駆かけ回るアルマ。彼女のためにも頑がん張ばらなければならないと、悠斗はそう思った。
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　サウスリア王国の王都、ロマリア。

　全体的に土色で、そのくせ、細かなところは華はなやかに彩いろどられている広大な都市。二重の城じよう壁へきに囲まれたこの都は、広さだけなら東大陸でも指折りの規模を誇ほこっており、外がい壁へきをぐるりと回れば、それだけで日が暮れるとさえ言われていた。

　そのようなロマリアを、いかにも土地に不慣れそうな少年が歩いている。この辺りでは珍めずらしい、黒くろ髪かみ黒目に、黄色い肌はだを持つ少年。

　東洋人だということをうかがわせる彼は、魔ま法ほう使つかいがかけるようなローブを羽織り、おっかなびっくり、大通りを歩いていた。

「魔法用品店『とかげのしっぽ』。地図通りだと……もう少し、先か」

　数歩進むごとに、羊皮紙に描えがかれた地図とにらめっこをする少年、上こう月づき悠斗。

　おのぼりさんであることは、誰だれの目にも明らかではあったが、彼が羽織ったローブがお守り代わりになって、今まで彼は誰にもからまれることはなかった。

　本人は気づいていなかったが、この国では、魔法使いは人々に避さけられている。嫌きらわれているというわけではないが、下手に手を出すと、どんな魔法が飛び出るか分かったものではないと、爆ばく弾だんのような扱あつかいを受けていた。

　肉にく弾だん戦を至上とするロマリア帝てい国こく。その血を受け継ついだサウスリア王国では、魔法は未いまだに一いつ般ぱん的なものではなかった。魔法使いそのものの絶対数が少なく、魔法に関する知識も浸しん透とうしていないため、触さわらぬ神に祟たたりなしとばかりに、魔法使いは一種の危険物として見なされていた。

　そういった国では、得てして、魔法関連の店は、アンダー・グラウンドに潜もぐってしまうものである。陽ひの光の当たる大通りには、大手を振って店を構えることなどできないと、自然に裏通りに店を構える魔法使いたち。

　彼らに出会うためには、利用客もまた、アンダー・グラウンドに赴おもむかなければならなかった。

「[image: え゛]？　ちょ、これは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　にぎやかな通りを抜ぬけ、悠斗は地図に従って、路地を奥へ、奥へと歩いていく。何度も角を曲がり、迷めい路ろのような路地裏を進み、ようやく、目的地にたどりついた悠斗。

　しかし、彼の目の前には、薄うす暗ぐらく、汚きたならしく、今にも殺さつ人じん鬼きが現れそうな細い通りしかなかった。

「え、えっと。あ、でも、看板がある。ここで間ま違ちがいないっぽいな」

　黒くろ猫ねこがネズミを追って走り抜け、その後をカラスが上空からついていくような薄暗い通りに、悠斗は目当ての店を発見することができた。

　魔法用品店『とかげのしっぽ』。

　店先に謎なぞの動物の骨を積み上げて、ショーケースに目玉やらミミズの干ひ物ものやらを並べている怪あやしげな店は、扉とびらから紫むらさき色いろの煙けむりがうっすらと漏もれ出しており、それが悠斗の鼻び腔こうをツンと刺し激げきした。

「これが魔法用品店か……らしいっちゃらしいんだけど……」

　店の前まで来ていながら、悠斗は臆おくして足を止め、心底嫌いやそうに軒のき先さきに吊つるされた小さなドクロを見やる。

　風もないのにゆらゆらと揺ゆれているドクロは、悠斗を横目でちらりと見つめているかのようで、その視線に気がついた悠斗は、思わず両りよう腕うでをさすっていた。

「さっさとマジック・ブックだけ仕入れて帰るか」

　思い切ってドアノブを握にぎった悠斗は、それが何やら粘ねん着ちやく質しつの液体で濡ぬれていることに気がついたが、やけくそのように強く握り直し、勢いよく扉を開いた。

「いらっしゃい……」

　甘いような、酸すっぱいような、不思議な香かおりが充じゆう満まんする魔法用品店。暗くて狭せまい店内に、いくつもの奇き怪かいな品物を並べた店の奥には、商品のミイラかと見間違うほどに瘦やせ細った老ろう婆ばがいた。

「旦だん那な様、何をお探しですか？」

　愛あい想そ笑いなのだろう。しわくちゃの顔をきゅっとしぼめて、小さく、丸い目を向けてくる老婆。

　店主であろう彼女に向かって、悠斗は端たん的てきに欲しいものについて話した。

「マジック・ブックはありますか？」

「ええ、ええ。ありますとも」

「三冊……いや、念のため、十冊は欲しいんですけど」

「ええ、ええ、ございます。ございますよ、旦那様」

　模様のようにも見えるしわくちゃの笑え顔がおを悠斗に向けたまま、今にも折れそうな細い指で、老婆はすっと空中に線を引いた。

　魔法の力によるものか、その動きに合わせ、彼女の後ろのドア、倉庫と思おぼしき場所から、何冊もの本がゆっくりと飛んでくる。

「良質のマジック・ブックでございます。迷めい宮きゆうで三年は寝ねかせた古紙に、魔ま獣じゆうの血と脂あぶらとでなめした表紙。糸はもちろん、アラクネのものを使っております」

（うっ、キモい！）

　禍まが々まがしいオーラを発している、タイトルのない赤い本。

　うかつに触ふれると、もれなく呪のろいを受けそうなぶ厚い本は、よくよく見てみると、ＶＲゲームでも見かけたアイテムだった。

「十冊でしたね。この本を十冊でしたね、旦那様。お安くいたします。いくらか値引きをさせていただきます。すべて合わせて、銀貨八枚でいかがでしょうか？」

　耳元でささやくようなか細い声に、ぷつぷつと鳥とり肌はだを立てた悠斗は、余計な物色や駆け引きなどせず、早く支し払はらいを済ませることにした。

　しかし──。

（あっ、まずい。ちょっと足りない）

　システム・メニューを開き、現金を取り出そうとした悠斗は、残金が残り少なくなっていたことに今となって気がついた。

（そういえば、クエストの報ほう酬しゆうを受け取る前に、この世界に来たんだったな）

　手持ちが少ない理由に思い当たった悠斗は、タイミングが悪かったことを苦々しく思いながら、うかがうように老婆に話しかけた。

「あの、ちょっと今、手持ちがなくて。アイテム……いやいや、素材ならあるんですけど、これを売ってお金にできますかね？」

　悠斗が出した、ほのかに青く光るホログラムを興味深そうに見つめていた老婆は、またくしゃくしゃと顔を歪ゆがめて、何度かゆっくりとうなずいた。

「ええ、ええ、旦那様。結構でございますよ。当店は魔法用品店。売るばかりが能ではなく、表の通りでは扱えない品を、買い取ることもいたしております」

「よかった」

　老婆の言葉に、ほっと一安心した悠斗は、今度はアイテム欄らんを操作して、リストに並んだ素材をじっと見つめて、考え込んだ。

（ここで懐ふところに余よ裕ゆうを作っといた方がいいかな……いや、あまり高級なものを出して、目をつけられるのもまずいな。といっても、下級素材なんて、大した金にはならないし……間を取って、中級素材にしておくか）

　短い時間の逡しゆん巡じゆんで、悠斗は魔法用品店で売るものを決めた。

　クライング・ゴーストの霊れい魂こん。

　夜になると暗い森から飛び出してきて、泣き叫さけびながら走り続けるという恐おそろしげなユニーク・モンスター。その奇き々き怪かい々かいなる幽ゆう霊れいが落とす素材を、悠斗はアイテム欄から取り出して、老婆の前に差し出した。

「おやおや、これはこれは。その光る板は、収納袋ぶくろのようなものでしたか。魔法の世界は日進月歩、この婆ばばの知らない魔法があるのは、むしろうれしく思いま……」

　くしゃくしゃの笑顔のまま、なめるようにホログラムを見ていた老婆は、合が点てんがいったのか、ようやく悠斗の手のひらにのせられた素材に目をやって──そして、過呼吸を起こしたかのような声を上げ、乾かわいた肌にどっと脂あぶら汗あせを浮うかび上がらせた。

「旦那様、これは……」

「ああ、クライング・ゴーストの霊魂です。それなりに用よう途とがあるから、いい値がつくんじゃないかなと思ったんですけど……お？」

「おお、おおお……！」

　ここに至って、ようやく悠斗は老婆の様子がおかしいことに気がついた。

　しわをまとめるように顔を引きつらせ、呼吸を荒あらげる老婆は、悠斗の手のひらにある粘ねん土どのような物体を、血走った目で凝ぎよう視ししている。

「恐ろしい……旦那様、何てことを、旦那様……！」

「えっ？　ええっ？」

「クライング・ゴーストの霊魂……！　呪いにまみれ、祟りに侵おかされ、彼かの怨おん霊りようの中で凝こり固まった魔ま素そ……！　そのような恐ろしげな物品を、何のてらいもなく取り出してみせる旦那様が、私は一番、恐ろしい……！」

「なんか、すみません……」

　ひきつけを起こしたかのごとく、おお、おおとうめき声を上げる老婆。

　困ってしまった悠斗は、問題となった素材をアイテム欄の中に戻もどそうとしたのだが、それは俊しゆん敏びんな動きの老婆によって止められた。

「呪じゆ殺さつとかの道具にはならないはずだけど……何だかなあ」

　結局、クライング・ゴーストの霊魂は、金貨一枚という破格の値段で売ることができた。

　その金でマジック・ブックを買い、それをアイテム欄に収めた悠斗は、薄暗い通りから出ていこうとしたのだが──。

『……いひひっ、ひひっ、ひひひっ』

　果たして、あの素材を売ってよかったのか。後ろから聞こえてくる狂きよう気きに満ちた笑い声を聞きながら、悠斗はぶるりと背筋を震ふるわせた。
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　悠ゆう斗とたちが王都を訪おとずれてから、早くも四日が経たっていた。

　八月も終わりに近づき、しかし、衰おとろえを見せない夏の暑さに、冷たいレモネードやビールを買い求める者は後を絶たない。暑しよ気き払ばらいをするために、公衆浴場は他ほかの季節よりも人でにぎわい、彼らを狙ねらって、その周辺にはいくつもの屋台が立った。

　村育ちのアルマやクーティアにとっては、毎日がお祭り騒さわぎのような大都会。

　暑く、燃えるような季節において、ますますの輝きを放つロマリアで、悠斗は汗あせを流しながらも、立派にギルドの課題をこなしていた。

「【サイクロン】……っ！」

　万が一にも被ひ害がいが出ないよう、悠斗は城じよう壁へきと城壁の間の平原で、開いた本に向かって魔ま法ほうを唱えていた。大だい魔ま法ほう使つかいである悠斗が使えば、下級の魔法であっても人を死に至らしめる威い力りよくを持つ。

　もしも魔導書作りが失敗し、【サイクロン】などという範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほうが飛び散ってしまえば、この王都はどうなってしまうのか。

　少なくとも、謝っただけでは許されるはずもない被害が出ることは、まず間ま違ちがいのないことだった。

「……ふー、成功か」

　気温と日差しと緊きん張ちようとで汗だくになりながらも、悠斗は満足そうに【サイクロン】の魔導書を拾い上げた。

　魔法の発動とともに空中に浮かび上がり、猛もう烈れつな速さでページがめくれていたマジック・ブックは、今は無地だったはずの表紙に【サイクロン】の文字を浮かべ、静かにそのページを閉じている。

　これがマジック・ブックから作る魔導書だ。使い方は簡単で、ページを開き、表紙に書かれた呪じゆ文もんを唱えればいい。そうすると、本から魔法が飛び出して、同時に本は温度のない不思議な炎ほのおを上げて燃え尽つきる。

　必然的に使い捨てとなってしまうが、誰だれでも──それこそ、魔法使いでなくとも、簡単に魔法が使えるため、封ふうじられた魔法によっては非常に重宝されていた。

「レベルが低いと魔法は威力が出ないからな……まあ、そうそう悪さはできんだろ」

【サイクロン】の魔導書を確かく認にんした後、悠斗はそれをアイテム欄にしまった。ホログラム画面に表示された魔導書の隣となりには、同じ形の、タイトルが違ちがう魔導書が並んでいる。

「【サイクロン】。【イービル・アイ】。【ハイ・ヒール】。よーし、やっとできたぞーっ！」

　城壁の中にある平原で、両手を胸の前に握にぎり、天に向かって歓かん声せいを上げる悠斗。

　道行く人たちは、その様子を不思議そうに見つめていたが、すぐにふっと視線を外し、ぞろぞろと町へと向かっていった。


「いやー、しかし、意外と大変だったな。マジック・ブックに魔法をかけるだけじゃダメだなんて、やっぱこの世界は《A.W.Online》とは違うな」



　この世界に来る前にプレイしていたＶＲゲームの名前を出して、悠斗は魔導書作りの大変さを思い返していた。


《A.W.Online》では、魔導書など、マジック・ブックを対象にして魔法を放つだけで出来上がっていた。



　しかし、この世界では、そのやり方は通用しなかった。ただ単に魔法をかけるのではなく、魔法を注ぎ込むようなイメージを持って、集中して魔ま力りよくをコントロールする。そうしなければ、マジック・ブックはミキサーにかけたかのように千切れ飛んでしまい、入れようとしていた魔法は四方八方に飛び散ってしまうのだ。

　試ためしに入れようとした魔法が、回復魔法である【ハイ・ヒール】でよかったと、悠斗は今となってしみじみと思う。

　もしもあの時、【サイクロン】を使っていたら、今ごろ『けるべろ亭』の周辺は、更さら地ちになっていたことだろう。

　飛び散った【ハイ・ヒール】は酒場にいたお爺じいちゃんたちをもれなく健康にさせていたが、それは本来の使い方ではない。それに、お爺ちゃんたちの腰こしを治すために、マジック・ブックを買ってきたわけでもなかった。


　場所を平原に移し、何冊かマジック・ブックをダメにしながら、魔導書作りの感覚をつかんだ悠斗。彼は《A.W.Online》と、《A.W.Online》そっくりのこの世界の違いを嚙かみしめながら、開いていたアイテム欄らんを閉じた。



「さて、と。物は用意できたし、まだ日は高いし、今日のうちに納品しに行くか」

　城壁内の平原で、悠斗は、冒ぼう険けん者ギルド本部がある方へと向いた。

　またあの老人たちと会うのかと思うと、何やら胃が痛くなるような思いがしたが、これもしなくてはならないことだ。

　そう自分に言い聞かせた悠斗は、ローブをなびかせ、町に向かって歩き始めた。




「おお、これは確かに、我らが指定した魔ま導どう書しよ」

「見事ですな。この短期間で、これほどのものをそろえられるとは、ギルド所属の魔法使いにもなかなかおりませんぞ」

「いやはや、私たちは貴き殿でんの実力を見誤っていました」

　昼であっても薄うす暗ぐらい、冒険者ギルド本部、四階の円形会議室で、悠斗は呆あつ気けにとられたような表情をしていた。

「最近は、子どものお使いのような依い頼らいもこなせない冒険者が増えてきましてな。コウヅキ殿どのの堅けん実じつな仕事ぶりは、大変、好ましく思いますよ」

（どうなってんだ？）

　八人のギルド幹部、何枚もの布地を重ねた服を着た老人たちは、先日とは打って変わって、口々に悠斗をほめ称たたえる。

　柔にゆう和わな笑え顔がおで、子どものように三冊の魔導書に驚おどろいている幹部たちは、とても先日の嫌いやみったらしい老人と同一人物だとは思えない。

「はい、はい。確かに受領しました。こちらが受領書ですよ。大事に保管しておいてくださいね」

「はあ」

　渡わたされた上質な紙を、悠斗はアイテム欄にしまう。うすぼんやりと光るホログラムを、老人たちは興味深そうに見つめていたが、悠斗がそれを消したことによって、またにこにこと笑みを浮うかべた。

「それで、第二の課題について聞きたいんですけど……魔ま法ほう屋や敷しきって、何ですか？」

　何やら気味が悪いが、害をなそうとしているわけではない。老人たちのおかしな態度は捨て置いて、悠斗は課題について質問をぶつける。

「おや、魔法使い殿は、魔法屋敷についてご存じではない？」

「知らないですね」

　聞いたこともない名前だった。

　言葉の意味から察するに、魔法に関係のある屋敷なのだろうが、それがどういったものかまでは頭に浮かんでこない。建材の一つ一つに、『とかげのしっぽ』で扱あつかっていたような魔法用品を使っているのだろうか。

　そうだとしたら、できれば関かかわりたくなかったが、今の悠斗は拒きよ否ひを許されない立場だった。せめて、まともな仕事でありますようにと心中で祈いのりながら、悠斗はギルド幹部たちの説明を待つ。

「魔法屋敷はですねえ、コウヅキ殿と同じ魔法使いが建築した奇き妙みような建物でしてねえ」

「いや、建築というのは正しくありませんな。あれは改築です」

「そうだ！　それも違い法ほう改築だ！　我らが管かん轄かつする区画に、あのようなイカれた屋敷を遺のこしおって！　これだから魔法使いは……」

「おっと、すみませんねえ。コウヅキ殿だって、魔法使いですよねえ？　貴殿をけなす意図はないのですよ、すみませんねえ。ただ、あの魔法屋敷には、私ども、ほとほと手を焼いておりまして……」

　話が長い老人たちである。

　説明が始まってすぐに、悠斗などそこにいないとばかりに、身内だけで話し始めるギルド幹部たち。置いてけぼりにされた悠斗は、呆あきれたような心持ちで彼らのおしゃべりを聞いていたが、それを見かねた一人の幹部が、ようやく話を先に進めてくれた。

「魔法屋敷というのは、魔法使いが住んでいた屋敷のことです。それも、魔法使いの手によって、魔ま術じゆつ的な要素がそこかしこに仕込まれた、常人にとってはトラップ・ハウスのような建物なのです」

「町中では魔法屋敷など、絶対に造らせないのですがね。問題の魔法屋敷は、巧たくみに仕かけが隠いんぺいされておりまして、それが本人が死んでから発覚したので、どこに何があるのか、未いまだに分かっていない状態なのです」

「うかつに手を出せば、危険な魔法が発動するかも……と、思うと、力任せに解体することもできなくてね。誰か適任者を探していたのだが、そこにちょうど、魔法使いである君が現れたのだよ」

「魔導書をこれほど簡単に作ってみせる魔法使いならば、魔法のトラップの解除などお手のものだろう？　傷をつけるなとまでは言わないが、隠かくれている魔法はすみからすみまで解除してくれ。屋敷の中には、魔法使いが遺した貴重な品もあるから、それの保護もよろしく頼たのんだよ」

「こっそりくすねて、横流しなどしないでくださいね？　ギルドの目は、裏社会にも光っておりますよ。ふふふ……」

　長い話もようやく終わった。

　冒険者ギルド本部から出てきた悠斗は、だるそうに肩かたを落とした後、幹部の一人に渡された地図を開いた。やはり上質な紙でできた地図には、王都の俯ふ瞰かん図が描えがかれており、その一点に赤いインクで印がつけられている。

　添そえられた名めい刺しのような紙は、高級住宅街への通行許可証だ。これがなければ、問題の魔ま法ほう屋敷のところへ行けないと念押しされた悠斗は、地図も許可証もアイテム欄の中、貴重品欄に丁てい寧ねいに入れて、ふうっと息を吐はいた。

「魔法のトラップか。まあ、死にはしないだろ」

　システム・メニューを操作して、悠斗はステータス欄へと画面表示を切り替かえる。そこには、悠斗の全身像と、ずらずらと並ぶ彼のステータスが表示されていた。

　もしも、この世界の住人にも、システム・メニューを開き、自分のステータスを数値として知ることができたのなら、悠斗のステータスに腰を抜ぬかして驚くはずだ。

　高い体力と、高い魔法防ぼう御ぎよ力。そして、信じられないような高さの魔力量と、圧あつ倒とう的な魔法攻こう撃げき力。魔法の支配者《マジック・ルーラー》の名に恥はじないだけのステータスが、今の悠斗には備わっていた。

「よし、今度もちゃっちゃと片付けるか！」

　ホログラムを消して、うんと背せ伸のびをする悠斗。

　その周りをぞろぞろと行き交かう冒険者たち。

　王都ロマリアは、今日も活気に満ちていた。




　悠斗が去っていってから、数分後の冒険者ギルド本部、会議室。

　ギルドのヌシとも言える八人の幹部たちは、先ほどと変わらぬ笑みを浮かべたまま、こそこそと息を潜ひそめるように話を続けていた。

「ほほっ、見ましたか？　何が待ち受けているとも知らずに、特に怯おびえることもなく出ていくとは。若者の向こう見ずなところは、いっそ滑こつ稽けいでもありますな」

「仕方あるまい。魔ま法ほう使つかいなど、たいてい、増ぞう上じよう慢まんなものだ。魔法は万ばん能のうだと勘かん違ちがいしておるし、少しおだててやれば空も飛ぶ」

「見ものですなぁ～。我々の期待を受けて出ていった魔法使いが、うなだれて戻もどってくるのは！　ふふふ、そうなれば、たっぷりと恩を与あたえてあげなければなりませんな」

「そうそう、恩という名の鎖くさりをね」

「手て駒ごまを増やさなければ……これ以上、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの連中には、大きな顔はさせられぬ」

　宮廷魔術師、という言葉が出た瞬しゆん間かん、老人たちの顔が苦く渋じゆうに歪ゆがむ。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことで、彼らはまた、好こう々こう爺やのような笑みを浮かべた。

「さて、どうなりますかな」

「どちらに転んでも、私たちには得がある」

「どうせ、最終課題は突とつ破ぱできないのだから……」

「ほほっ、楽しみ、楽しみ」

「ふほっ、ほほっ、ほほほほほ……」

　昼間でも薄暗い冒険者ギルド本部会議室。

　その深しん淵えんで、八人の老人たちが、今日もいやらしい笑い声を上げていた。
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　新たな課題に着手するには、その日はもう遅おそかった。

　太陽はゆっくりと町や城じよう壁へきの向こうへ隠れていこうとしていて、路地や街角の影かげはその濃こさを増していった。もうすぐ夜が来る。華はな々ばなしくも、そこかしこに危険が潜む、王都ならではの夜が来る。

　この時間帯に町をうろついて、事件に巻き込まれるのは面おも白しろくない。

　そう考えた悠斗は、素す直なおに『けるべろ亭』へと帰ってきていた。

「ユートさま、お帰りなさいませ」

「ああ、ただいま」

『けるべろ亭』の扉とびらをくぐると、悠斗の帰宅を待っていたかのようにアルマが姿を現した。

　桃もも色いろのメイド服という扇せん情じよう的な衣装を着ながらも、下げ卑びたところが感じられない清せい楚そな少女は、うれしそうに頰ほおをゆるめ、悠斗を近くの席に案内する。

「おかえりっ！」

「クーティア。スフレも、ただいま」

『くんくぅんっ！』

　手を出した途と端たんに、スフレはころりと転がってお腹なかを見せた。

　これ以上ないほどの懐なつきっぷりである。悠斗はしゃがみ込んで、スフレのお腹と、頰をなめてくるクーティアの頭をなでながら、優やさしげな笑みを浮かべていた。

「ユート様ってロリコンなのかい？」

「ええ、実はそうなんです」

「違ちがうっ!!」

　カウンター席に並んで、何やら失礼なことを言うプティとルナリエッタ。

　癒いやしの時間が台無しだと腹を立てながら、悠斗は彼女らの近くへ寄っていく。

「やーだ、ユート様、冗じよう談だんですよ、冗談！」

「げほっ！」

　明らかに怒おこっている悠斗を見て、プティはカウンター席からぴょんと飛び降りて、バンバンと彼の背中を叩たたいた。

　小さな手で力強く叩かれて、悠斗はせき込みながらたたらを踏ふんだ。

「すぐに晩ご飯を持ってきますからね！」

　からからと笑って厨ちゆう房ぼうへ向かったプティの背中を見つめながら、悠斗はため息を吐いた。

「あの人はいつも元気だよなぁ」

「ええ、そうですね。村にいたころも、女ガキ大将って感じでした」

「やっぱりな」

　カウンター席に腰こしを下ろした悠斗にお茶を持ってきたアルマが、朗ほがらかに微笑ほほえみながら昔のプティについて語った。

　予想と一つも違たがわない若かりしころのプティに、悠斗は逆に感心し、その元気はどこから来るのか不思議だとも思っていた。

「それで、ご主人様。課題は達成できましたか？」

「ああ、課題な。魔ま導どう書しよはなんかほめられたよ。続く第二の課題も期待してるってさ」

「流石さすが、ユートさま！　冒ぼう険けん者ギルドから受けていた悪印象を、早くも払ふつ拭しよくですね！」

「そういうことならいいんだけどな……」

　老人たちの意図を未だにつかめていない悠斗は、続く第二の課題こそ一ひと筋すじ縄なわではいかないのではと思い、少し言葉を濁にごらせた。

「ユートさま？　どうかなさいましたか？」

「ああ、いや、第二の課題がさ、魔ま法ほう屋や敷しきってやつだろ？　まだ実物を見たことがないから、なーんか不安っていうかさ」

「規格外の力を持つご主人様なら、口笛を吹ふきながら魔法屋敷の中を歩けると思いますよ」

「そうなの？　ってか、ルナ、魔法屋敷を見たことがあるの？」

「むしろ、別の魔法屋敷で働いていたこともあります」

「マジかよ！」

　流れのメイドとして全国各地で働いていたというルナリエッタ。

　異世界よりも何よりも、最も謎なぞめいた存在なのは、彼女なのではなかろうか。

　秘密のレベルと、限界が分からない強さ。ミステリアスな言動も相まって、悠斗は、改めてルナリエッタの神秘性について考えさせられた。

「ただ、魔法屋敷というものは、そこに住んでいる魔法使いによって、仕かけや魔法もそれぞれ違ってきますからね。私の話は、それほどあてにはならないと思いますよ」

「そうなのか……まあ、いいや。ヒントになるかもしれないから、何か話してくれ」

「かしこまりました」

　やがて料理が運ばれてきて、悠斗はそれを食べながら、ルナリエッタの話をじっくりと聞いた。

　逆手で回さないと【スパーク・ボルト】で痺しびれてしまうドアノブ。

　浮ふ遊ゆうの魔法石を使って浮うかばないと、どれだけ足を動かしても前に進めない廊ろう下か。

　薪まきを選ぶグルメな暖だん炉ろに、勝手にきれいになるガラス窓。

　メリット、デメリット、そこに遊び心やいたずら心が加わって、魔法屋敷は一つの迷めい宮きゆうのようなものと化している。

　興きよう味み津しん々しんに話を聞いているアルマやクーティアの横で、悠斗は、思ったよりも大変なことになりそうだと、秘ひそかに汗あせを垂らしていた。




　その日も朝からよく晴れていて、王都の土色はいつにも増して映はえていた。

　これが冬になると、その明るい土色が急に寒々しく見えてくるのだから不思議なものだ。季節や見る者の気持ちによって、物は違って見えるということらしい。

　さて、その理り屈くつでいくと、悠斗の目には魔法屋敷はどのように映るのだろうか。

　迷いの森の魔ま女じよの館やかた？

　険しい崖がけの上に構えた悪あく魔まの城？

　それとも、かつてＶＲゲームで目にしたような、おどろおどろしい魔ま王おう城のようにも見えただろうか。

　実際は、そのどれもが当てはまらなかった。

　大通りを歩き、ごみごみとした繁はん華か街がいを抜け、壁かべに囲まれた一つの区画に行き着いた悠斗たち。門番に通行許可証を見せ、高級住宅街へと入り込んだ彼らが目にしたのは、意外にもさっぱりとした見た目の屋や敷しきだった。

「え、と。ここで合ってるよな？」

「そのはずですが……ううーん？」

　地図と現在地を見比べて、悠斗たちは魔法屋敷がこの建物だということを確かく認にんする。

「ここですね」

「やっぱりここなのか」

　間ま違ちがいないようだった。町の土色の建物とは毛色が違う、西洋の貴族が使うような──高級住宅街では珍めずらしくない──屋敷が、悠斗たちの前にそびえ立っていた。

　魔法屋敷という割には、不可思議なところは見受けられない。手入れの行き届いた小こ奇ぎ麗れいな外観は、今もまだ誰だれかが暮らしているようにも見える。

「予想以上に普ふ通つうだな。お貴族様の別宅って感じだ」

　もしかすると、本来はそのような用よう途とで建てられたのかもしれない。高級住宅街という立地。閑かん静せいな住宅街を時おり通り過ぎる馬車の高級感。この区画に身分の高い者が暮らしているというのは、十分に考えられることだった。

　そうした上流階級の者たちが建てた屋敷の一つを、高名な魔ま法ほう使いが買い取って、秘かに魔法屋敷へと改造していたのだ。悠斗の予想はまさしく事実そのもので、魔法屋敷の上品さを説明するものだった。

「何か、大したことはなさそうだな」

「はい！　そうですね！」

　サビ一つない鉄門を開け、刈かりそろえられた芝しば生ふの中、玄げん関かんに向かって直線に延びる石の道路を歩きながら、悠斗とアルマはほっと胸をなで下ろしていた。

「この世界には、よっぽど魔法使いが少ないんだろうな。この国の宮廷魔術師長からしてレベル71だったっけ？」

「はい、そうですよ」

「それなら魔法ってだけで怖こわがるのも、しょうがないと言えばしょうがないか」

　ふふふ、と余よ裕ゆうたっぷりに微笑んでみせる悠斗。

　レベル１５０の《マジック・ルーラー》は、ギルドの課題に身構えていた自分を恥はじながら、魔法屋敷の玄げん関かん扉とびらに手をかけた。

「ぶべらっ!?」

　そして、猛もう烈れつな突とつ風ぷうとともに真後ろへと吹き飛んで、きっちり五メートル、開けたばかりの鉄門まで転がって、そこでようやく動きを止めた。

「ユ、ユートさま!?　大だい丈じよう夫ぶですかー!?」

「あ、あれは……【エア・ボム】か？」


　圧縮した空気の塊かたまりをぶつける魔法、【エア・ボム】。大きな風船に弾はじき飛ばされたかのような感かん触しよくは、《A.W.Online》において悠斗が何度も体感したものだった。



「触さわると魔法が発動するドアノブがあると申しましたのに」

「そうだったな……」

　それがあの玄関扉のドアノブだったのだ。

　開始早々、強きよう烈れつな先制打を浴びせられ、文字通り目を回した悠斗。彼は頭をぶるぶると振ふった後、すっくと立ち上がり、乱れた着衣のホコリを払はらった。

「よし、そっちがその気なら、俺も容よう赦しやはしない！」

　純白のローブをひるがえし、悠斗は広げた右手を魔法屋敷に向ける。

　対する魔法屋敷は、どこまでも不敵に構えてみせて、その余裕をうかがわせた。

「頑がん張ばってください、ユートさま！」

「ああ！」

　若き大だい魔ま法ほう使つかいと、魔法で固められた神秘の要よう塞さい。

　両りよう雄ゆうの戦いは、今この瞬しゆん間かん、火ぶたが切られたのであった！




「リビング・アーマー!?　しかも早いぞ！」

　玄関ホールでは、猿さるのように素す早ばやく動く鎧よろいと戦った。

　屋敷を壊こわすわけにはいかない悠斗は、攻こう撃げき魔ま法ほうの代わりに【マジック・チェーン】で敵の動きを止め、それから核かくの魔法石を取り出した。

「あれ？　もしかして、ここ、絵の中か？　いつの間に……！」

　廊下を慎しん重ちように歩いていると、壁にかけられた絵画の世界に吸い込まれた。

　油絵の具が塗ぬりたくられた森の中を、悠斗は不思議の国のアリスのようにさ迷って、ようやく出口を見つけてそこから廊下に飛び出した。

「ん？　この階段、エスカレーターみたいになってるな……しかも逆の。くそっ、速度が上がった！　動力部はどこだっ!?」

　長い階段を上っていると、段差が下に向かって動き始めた。

　手すりが消え、速度が上がり、行きつく先には落とし穴が待っている恐きよう怖ふのエスカレーター。悠斗は必死に走り続け、動力である魔法石を見つけ、これを解除した。

『問う。溶よう岩がんの中を泳ぐと言われる大おお亀がめの名とは何か』

「マグマ・タートル！」

『問う。ナデポ草の薬効がある部分とはどこか』

「手みたいに見える葉の部分！」

『問う。魔法の松明たいまつの製造方法を述べよ』

「あ、あれか！　えっと、何だったかな……」

　そして、魔法使いの書しよ斎さいと思おぼしき場所では、延々と問答が繰くり返された。


　無機質に問いを続ける唇くちびるの形のプレートは、書斎のガーディアンなのだろう。【アンロック】も【ディスペル】も無効化された悠斗は、万ばん能のう事典『@wiki』を片手に、百ものなぞなぞに答えきった。



　まるでビックリ箱のような魔法屋敷。迷宮もかくやといった罠わなや仕かけの多さには、さしもの悠斗も苦労した。

　しかし、それでも《マジック・ルーラー》の力は伊達だてではない。彼は着実に魔法屋敷を正常化しつつあり、その速度は、この世界においては常識外れのものだった。

「はー、疲つかれた……」

「お疲れさまでした、ユートさま」

　正午、書斎の鍵かぎを開かい錠じようし、プレートの裏に仕込まれていた魔法石を取り外した悠斗は、息も絶え絶えに廊下の窓にもたれかかった。

　このまま書斎の中も確かめて回りたかったが、朝から続いた魔法屋敷との攻こう防ぼうに、彼は思った以上に疲ひ弊へいしていた。

「アルマもルナもお疲れ。助かったよ」

「お役に立てたのなら何よりです」

「私もです！　まだまだ頑張れますよー！」

「いやいや、そろそろ飯を食おうぜ」

　もう昼食をとっていい時間でもあった。

　魔法屋敷で働いた経験のあるルナリエッタが目星をつけて、悠斗が体当たりで魔法を解除していく。そして、アルマが停止した魔法石、魔法の品を片付けて、三人がかりで魔法屋敷の解体に励はげんだ。

　そうこうしている間に、太陽は高く昇のぼり、悠斗の腹はすっかり空になっていた。空すきっ腹を押さえながら、悠斗はルナリエッタが持参したバスケットをちらりと見る。

「どっかいい場所ないかな。食堂とかさ」

「魔ま法ほう屋や敷しきの中は危険ですね。何が出るか分かったものではありません」

「そうだな……外に出るかな」

　三階の廊下を歩きながら、悠斗は何とはなしに窓の外を見た。

　高級住宅街は整然としており、木々や草花も多く植えられていたが、座って食事ができるような場所はなかった。

　公園に行けばベンチの一つもあるのだが、そこでは悠斗たちは完全なる部外者だ。上品な奥様たちに見られながらサンドイッチを頰ほお張ばることは、小心者の悠斗にはできることではなかった。

「屋敷の庭に座って食べるかな……おっ？」

　魔法屋敷の中でもなく、敷しき地ちの外でもなく。微び妙みような場所で食事をとろうと悠斗が決めかけていた時、彼の目に人気のない林が映った。

「あの林、よさそうだな……よしよし、あそこで食べるか」

「はい、ユートさま」

　魔法屋敷や高級住宅に囲まれた小さな林。

　屋敷のちょうど裏手にある場所を目指して、悠斗たちは階段を下りていった。
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　広々とした高級住宅街の中にあっては、楕だ円えん形の林は豆まめ粒つぶのような広さだった。

　しかし、小さい割にはよく整備されており、そのうえ静せい謐ひつな空気に満ちている。

　気持ちのいい場所であるにもかかわらず、人気がないのはどういうことだろう。

　貴族や大商人は野外でバスケットを広げることなどしないのか。それとも、気味の悪い魔法屋敷の裏手とあって、人が近づかないだけなのだろうか。

　おそらく両方だと思いながら、悠斗は下草の生えた林に腰こしを下ろした。

「なんか、ここを貸し切ってるみたいだな」

「贅ぜい沢たくですねぇ」

　ルナリエッタから水すい筒とうを受け取りながら、悠斗はきょろきょろと辺りを見回した。

　まばらに広葉樹が生える林には、犬や猫ねこの姿も見当たらない。昼間の暑さでうだっているのか、林には小動物の姿もなかった。

　ここにいるのは、自分たちだけなのだ。

　そう考えると気分が浮うき立ってくるのだから、悠斗も安上がりなものだった。

「あー、美味うまい。やっぱ、この国の料理って美味いよな」

「でしょう？」

「何だそのドヤ顔。ははは」

　トマトやモッツァレラチーズ、ハムやレタスを、縦に切った長いパンで挟はさんだサンドイッチ。パニーノにかぶりつきながら、悠斗は課題とは関係のないことを考えていた。

　ディルカ村にいたころは、料理に不満を感じたことはなかった。

　王都に来てからは、プティが作る料理の幅はばの広さに驚おどろかされた。

（そういえば、イタリアは昔から食文化が発達してたって、どっかで読んだな）

　正確には、サウスリアは並へい行こう世界のイタリアであるのだが──不思議と似通っている二つの国は、食文化にも多くの共通点があった。

「うん、美味い」

　口の中に広がる、香こうばしい小麦の匂においと具材の味。

　料理が美味おいしい理由はさておいて、悠斗は幸せそうに目を細め、大きなパニーノを胃い袋ぶくろに収めていった。

「あー、よく食べた。サウスリア料理、万歳だ」

　林に来てからしばらくして。

　悠斗は昼食を食べ終わり、水筒のお茶も飲み干して、満足そうに腹をさすっていた。

「ふわ～……よく召めし上がりましたねー」

「瘦やせの大食いというやつですね」

「それとはまた違ちがうだろ」

　細く見えても、年ごろの男の子だということだ。食べ盛りの少年はデザートが欲しいなどと考えながら、そのまま体を後ろに倒たおして寝ね転ころがった。

「ちょっと休きゆう憩けいしてから、作業を再開するか」

「あっ、でしたら私、膝ひざ枕まくらをします」

「んー……それもいいなぁ」

　そよ風が吹ふく、静かな林の中。

　満ち足りた心や胃袋ごと横たわり、悠斗はそっと目を閉じる。

　アルマに優やさしくなでられながら、悠斗はローブを毛布代わりに、ゆっくりと意識を手放していった。




　そよそよと、枝葉がこすれる音がする。

　木の洞うろに隠かくれていたリスが、ひょっこりと顔をのぞかせる。

　突とつ然ぜんの訪問客は早くも寝ね息いきを立て始め、それは風に吹かれて消えていく。

　まるで森深い聖地のような空間が、ひっそりと高級住宅街に隠れていた。

　その価値に気づく者は、いない。

　この区画の住人たちは、煌きらびやかな宮きゆう殿でんこそがこの世の栄えい華がだと思い込んでいる。

　自然の価値を知る者は、住宅街を囲む壁かべに阻はばまれ、ここまで来られない。

　意図せずして、この小さな林に迷い込んだ悠斗たち。彼らの他ほかには、誰だれもこの秘密の聖地に足を踏ふみ入れる者はいない。この場所のことは、誰も気に留めることはない。

　悠斗たちが立ち去れば、誰もここには訪おとずれない。

　そう、思われたのだが──。

「……ふぅ」

　いつの間にそこにいたのか。

　林の中には、一人の少女が立っていた。

　白い肌はだ。銀色の長い髪かみ。青水すい晶しようのように透すき通った瞳ひとみ。

　仕立てのいいワンピースを着て、手には華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされた剣けんを持っている。

　物もの憂うげな顔でその切っ先を見つめる彼女は、森の精せい霊れいか名のあるエルフか。

　いや、そうではない。彼女は英えい雄ゆうの娘むすめ。サウスリア王国では誰もがその名を知る、英雄の一人娘だ。

　かつて悪あく竜りゆうを退治して、この国の危機を救ったグレイムヴァルク・フォン・ヴェルトハイム。彼が遺のこした次代の英雄は、リーゼベル・フォン・ヴェルトハイム。

　サウスリア国民の期待を一身に集める少女は、端たん整せいな顔をわずかにしかめたまま、また憂ゆう鬱うつそうにため息を吐ついた。

「ふぅ……」

　彼女の吐と息いきもまた、悠斗の寝息と同じく、そよ吹く風に散らされていった。




　悠斗が眠ねむりに落ちて、一時間ほどが経過した。

　木こ陰かげに寝転がり、涼りよう風ふうに吹かれて気持ちよく眠っていた悠斗の意識は、何をきっかけにするでもなく、まどろみの中から浮かび上がっていた。

（今、何時だろ……）

　気になった悠斗は、目をこすりながらシステム・メニューを開いていた。

（あ、まだ十四時か。なんだ、そんなに寝ねてなかったんだな）

　ほっと一安心して、悠斗は体を起こして、大きな大きなあくびをした。

　それからうんと体を伸のばし、髪を手ぐしで簡単に直してから──すやすやと眠っているアルマやルナリエッタを見てくすりと笑った。

（さて、仕事の続きをするかな）

　小さな林だ。悠斗がいる場所からでも魔法屋敷は見える距きよ離りにあり、変わらず無害そうな姿で佇たたずんでいた。

　しかし、知る者が見れば、それは確かに得体の知れない『魔法の屋敷』だ。

　中身だけなら、怪あやしげな魔ま女じよの住み家となんら変わらない。そんな魔法屋敷を恐おそれてか、屋敷が見える範はん囲いには誰もおらず、また、誰も近づいてはいなかった。

　今さらながら、とんでもないところで昼ひる寝ねをしたものだと、悠斗は自分の豪ごう胆たんさに苦く笑しようした。

（よし、午後も頑がん張ばろう）

　そう思って、悠斗は立ち上がったのだが──。

（……ん？　……えっ!?）

　少し離はなれた位置に意外な人物が立っているのを見て、硬こう直ちよくしてしまった。

（え、まさか……あれって英雄の娘、だよな？）

　木こ漏もれ日に、銀色の長い髪を煌めかせている美少女。

　まだ幼さを残しているが、その身に纏まとう凛りんとした空気は英雄の娘と呼ばれるだけのことはあり、額に浮かんだ汗あせは彼女を飾かざる宝石のようにも見えた。

「……はっ！　やっ！」

　演武、というものだろうか。

　正確な動作で振ふるわれる剣は、三日月のような軌き跡せきを描えがき、今度は横に振るわれる。

　レイピアのような細身の片手剣は、華きや奢しやなリーゼベルによく似合っており、彼女の大おお仰ぎような動きと合わせ、まるで指揮棒のようにも見えた。

「やっ！　はあっ！」

　いつからそうしているのだろうか。

　玉たま粒つぶのような汗が飛び散るほどに、リーゼベルはずっと剣を振っていた。

（英雄の娘なんて人が、ここまで熱心に練習するなんて……やっぱ、期待されている人は、期待されるだけの理由があるんだな）

　悠斗が宿場町で見たリーゼベルは、豪ごう奢しやな馬車の中にいて、華はなやかな衣装で着き飾かざっていた。寝しん室しつで出くわした時も、質のよさそうな寝ね間ま着きに身を包み、可か憐れんな見た目は少しの乱れもなかった。

　だが、それはリーゼベルの一面にすぎなかったのだ。

　優ゆう雅がに見える白鳥も、水面下では常に足を動かしているという。それと同じように、リーゼベルは人目のつかないところで、こうして鍛たん錬れんを続けている。

　早く出ていかなければならないと悠斗は思った。

　今の姿を見られることを、リーゼベルは決して望んでいないはずだ。英雄の娘として相応ふさわしくあるべく、鍛錬を重ねる。そういった地道な行こう為いを見てしまうことは、彼女の矜きよう持じを汚けがすことになりかねない。

　可か及きゆう的てき速すみやかに、リーゼベルに気づかれることなく林から出ていこう。

　そう決めた悠斗が、寝ていたアルマたちを起こそうとした時、

「何者ですか？」

「いっ!?」

　あっさりと英雄の娘に見つかってしまった。

　抜ぬき身みの剣を持ったリーゼベルは、体を悠斗たちの方へと向けて、全身から炎ほのおのように湯気を立ち昇のぼらせている。それでもその視線は氷のように冷たく、彼女が持つレイピアのように、鋭するどく、悠斗たちに突つき刺ささる。

「何者ですか、と聞いているのです」

「えっと、俺は、その」

　自分より年下であろう少女に、悠斗は気け圧おされていた。

　まさか、あの距離から悠斗の気配に気がついたのか。悠斗は木に隠れて、可能な限り息を潜ひそめていたのだが、リーゼベルは彼の存在をいともたやすく感知してのけた。

　──まるで《スカウト》や《アサシン》だ。

　リーゼベルの冷たい視線にすくみながら、悠斗は弁解の言葉を探していた。

「貴方あなたは……宿場町で会った人ですね。また部屋を間ま違ちがえましたか？」

「いやっ、偶ぐう然ぜんなんです！　本当に、ここに来たのはたまたま……！」

　悠斗の背筋を、冷たい汗が流れていく。

　そうだ、彼には前科があった。大だい胆たんにもリーゼベルの寝室に忍しのび込み、彼女の寝込みを襲おそおうとした前科が……！

　あの時は事故ということに理解を示したリーゼベルも、今度のことをきっかけに、悠斗を疑うかもしれない。偶然も二度続けば偶然ではなくなる。人気のない林に現れた東洋人の少年を、英雄の娘は一体、どう思うだろうか。

　またもや窮きゆう地ちに陥おちいった悠斗を、リーゼベルは──。

「……ウソではなさそうですね。分かりました。信じましょう」

「その、ごめんなさ……へ？」

　人を呼ばれる！

　悠斗がそう思った瞬しゆん間かん、リーゼベルはくるりと振り返って、そのまま林の奥へと歩き去ろうとしていた。

「え？　いいん……ですか？」

「顔を見れば、ウソをついているかどうかは分かります」

　それだけ言い残して、リーゼベルはもう振り返ろうとはしなかった。

　彼女は近くに置いてあった武具をまとめ、剣を鞘さやに収めてから、タオルを取り出して汗を拭ふき始めた。身み支じ度たくが終われば、そのまま帰ってしまうのだろう。水のように清く濁にごりのない態度に、悠斗はすっかり見入ってしまった。

（世の中にはいるもんだな、英雄ってやつが）

　人々に持て囃はやされるが、それに驕おごらない心を持ち、一人で地道な鍛錬を重ねる少女。

　細かなことは気にしないだけの度量を持ち、しかし、わずかな足音さえ聞き逃のがさない鋭えい敏びんな感覚の持ち主。

　こういった人種が、英雄と呼ばれる者なのだ。

　どうしてか強大な力を身につけて、ディルカ村では神様だと祭り上げられていた悠斗だが、自分は大層な存在ではないと今こそ思い知らされた気分だった。それほどまでに、彼はリーゼベルという存在に感服していた。

（……そういえば、英雄ってのはどれぐらいのレベルなんだろう？）

　寝ていた少女たちを揺ゆり起こしていた悠斗。彼は、荷物をまとめ終わったリーゼベルを見つめ、ふと気になったことを確かめようとした。

　システム・メニューを開き、いくつか並ぶ項こう目もくの中から『情報表示』と書かれたものをタッチする。すると、リーゼベルの頭の上に、何やら文字のようなものが浮うかんでくる。それは、悠斗の目にしか映らないものだ。


　この世界の住人にはない能力。《A.W.Online》のプレイヤーならば、誰もが持っている機能。これを使うと、悠斗の目には他人の名前、ジョブ、歳、レベルが映るようになる。



　日常生活を送るうえでは邪じや魔まになり、町中で使えば情報量が増えすぎるため、あまり使わない機能だったが、それを悠斗はリーゼベルのレベルを調べるために使った。

　のぞき見をするような罪悪感があったが、それを好こう奇き心しんが上回り、悠斗は表示させたメッセージにちらりと視線を向けた。

　すると、そこには──。




『リーゼベル・フォン・ヴェルトハイム。《ファイター》。14歳。レベル22』




「何だ、レベル22か」

「…………えっ？」

　拍ひよう子し抜ぬけするほど平へい凡ぼんなジョブと、低すぎるレベル。

　呆あつ気けにとられた悠斗が漏もらした一言により、英えい雄ゆうの娘むすめは凍こおりついた。




　　　　‐４‐




　王都ロマリアの中にあって、整然とした高級住宅街。

　貴族や大商人の家が立ち並ぶ区画には、点を打ったように小さな緑地や林がある。

　そのうちの一つである楕だ円えん形の林には、珍めずらしいことに四人もの人間がいた。

　一人は、白いローブを羽織った東洋人の少年。

　もう一人は、貴族然とした銀ぎん髪ぱつの少女。

　そして、残る二人はメイドと巫女みこ。

　住人たちが見向きもしないこの場所で、彼らが一体、何をしているのかというと──。

「お願いしますお願いします！　レベルのことはご内密に……！」

「「ええええっ!?」」

　カエルのように這はいつくばり、ぺこぺこと何度も頭を下げるリーゼベル。

　彼女の突とつ然ぜんの豹ひよう変へんに、悠斗とアルマは体をのけぞらせて仰ぎよう天てんしていた。

「お願いします、魔ま法ほう使つかい様！　何なに卒とぞ、何卒、このことはご内密に……！」

「いや、その……え？」

　きっかけはささいなことだった。

　悠斗の口からこぼれ出た言葉。その言葉を聞き返すリーゼベル。

《ファイター》、レベル22。精度を増して返ってきた言葉。

　ますます凍りつくリーゼベル。

　彼女に悠斗が声をかけたことが──今、この状じよう況きように繫つながっていた。

「まさか、人のジョブやレベルを知る魔法があったなんて……ああああ、どうしようどうしよう、これから私、どうなるんだろう……!?」

　リーゼベルは頭を下げたまま、ぶつぶつと何やら呟つぶやいている。

　その切せつ羽ぱ詰つまった様子に、悠斗は声をかけていいのかどうか迷っていたのだが、

「いや、システム・メニュー……いやいや、この魔法、たぶん、俺にしか使えないよ」

「ほんとですかっ!?」

　リーゼベルがあまりにかわいそうだったので、悠斗は急いで種明かしをした。

「この板、見たことある？」

「いいえ、初めて見ました」

「じゃあ、大だい丈じよう夫ぶだ。これを使ってレベルを知ったから、これが出せる人じゃないと他人のレベルは分からないと思う」

「まあ、まずいないでしょうね。私が知る限り、ご主人様しかできないことです」

「そうですね。他ほかの人が使っているのは見たことがありません」

「だそうだ。たぶん、バレないと思うよ」

「あああ……よ、よかったぁ～……」

　話したところで、リーゼベルは泣いてしまった。

　ただ、それは安あん堵どの涙なみだであり、彼女はしゃくり上げながらも笑えみを浮かべていた。

　その無む垢くで頼たよりない顔がどうしてもイメージと合わず、悠斗たちは顔を見合わせて、怪け訝げんそうに首をひねっていた。

（どうなってんだ？　この子、英雄の娘なんだよな？）

　リーゼベル・フォン・ヴェルトハイム。

　悪あく竜りゆうを倒たおした英雄の娘であり、彼女自身も英雄として期待されている才女。

　それが数分前までの印象だったのだが、今のリーゼベルはまるで気の弱い令れい嬢じようのようだ。

　少なくとも、涙を浮かべてへたり込んだリーゼベルからは、英雄としての覇は気きや威い厳げんは感じられなかった。

「そ、それで、魔法使い様。私のレベルのことなのですが……」

「ああ、それなら安心して。本人が嫌いやがってるんだし、言いふらしたりはしない」

「そ、そうですか！」

　不安げな顔をパッと笑顔に変えて、リーゼベルは涙をぬぐった。

　その幼子のような態度に、ますます悠斗は気になって、彼女に事情を聞きたくなった。

「だけど、どうして英雄の娘がレベルを隠かくしたりしているんだ？」

「それに、世間一いつ般ぱんで噂うわさされるレベルと大きく違ちがいますね」

「ええと、それはですね……」

　泣き止やんだリーゼベルは、言い難にくそうにしながらもとつとつと語りだした。

　英雄と呼ばれた父のこと。箱入りで育てられた自分のこと。

　そして、父の死後、次代の英雄として担かつぎ上げられてしまったこと。

　父の名声を汚すことはできず、また、国民の期待は裏切れないため、普ふ段だんは英雄の娘を演じているが、本当の自分は低レベルの《ファイター》であること。

　人目があるから高級住宅街の外には出られず、そのため、自由にレベルを上げることもできない。毎日、こうして剣けんを振ふってはいるが、あまり効果は出ていない。

　英雄の娘を演じているうちに、人の視線や気配ばかりに敏びん感かんになって、だけど、元の自分はへたれなままで──。

「世間では、私はお父様と同じ魔ま法ほう剣けん士しなのだと思われているのですよ。お父様の得意技わざである【雷らい鳴めい剣けん】も受け継ついでいて、お父様と同じように華か麗れいに魔ま物ものを倒すことができる、と。お父様が死んでからのこの一年、私はどんどん大きくなっていく英雄像に振り回されっぱなしでした」

　一人で抱かかえ込むには辛つらい秘密だったのだろう。

　どんな形であれ秘密を話すことができたリーゼベルは、溜ため込んだものを吐はき出すように話し続けた。

「お母さんから説明してもらうことはできなかったのか？」

「それが……お母様は、その、少し天然な人でして」

「天然」

「はい……小さなころから私を可愛かわいがってくださっているのですが、それが今の歳になってもずーっと続いてて……それで、お母様が言う『自じ慢まんの娘です』という言葉を、偉えらい人たちが勘かん違ちがいして、それでますます私は期待されるようになって……」

「た、大変なんだな」

　また涙を浮かべ始めたリーゼベルを気の毒そうに見つめながら、悠斗は英雄の娘を取り巻くカラクリについて考えていた。

（なるほど、勘違いが積もり積もって、英雄の娘って形になったのか。誰だれもが知る英雄の秘蔵っ子にして、英雄の死後、満を持して表おもて舞ぶ台たいに現れた美少女か。こりゃ祭り上げられるわけだ）

　本人を置き去りにして肥大していくイメージ。

　それは、ひょんなことから神となってしまった悠斗と同じであり、そのことから悠斗はリーゼベルに共感を覚え始めていた。

「じゃあ、クールに見えたのは」

「自分を押し殺していただけです、はい。内心、いつも震ふるえていました……」

「そうか……」

　リーゼベルはまだ十四歳である。

　国民の期待を一身に背負うにはまだ若すぎて、肝かん心じんの実力も備わっていなかった。

　それなのに周囲が寄って集たかって盛り上げるというのは、実に気の毒な話だった。

　初めは父の名声を守るため、彼女は小さなウソをついたのかもしれない。周囲を期待させるようなことを言ってしまったのかもしれない。その罰ばつとして今の状況が用意されたのだとしたら、これ以上の責め苦はないだろう。

　悠斗は、何だかこの少女が不ふ憫びんなように思えてきた。

「リーゼベル、様はさ」

「あはは、リーゼベルでいいですよ」

「じゃあ、リーゼベルで。リーゼベルはさ、お父さんみたいに強くなりたいの？」

「はい！　周りの人に言われなくても、私も魔法剣士になるつもりでした」

「でも、魔法剣士って、王都でも全然見かけないよな？　もしかして、誰もジョブチェンジの方法を知らないんじゃないか？」

「うっ……そうなんです、はい」

「そうか……それなら……うーん」

　リーゼベルは、急に悩なやみ始めた悠斗を見つめ、どうしたのだろうと思った。

　自分の話に、何かおかしなところでもあったのか。リーゼベルがそう考えたところで、悠斗は再びシステム・メニューを開き、その中に手を突つっ込んだ。

「うわわっ!?」

　光る板に手を突き入れたはずなのに、反対側からその先が出てこない。

　それどころか、引き抜ぬかれたその手には、一冊の本が握にぎられていた。

　人のレベルやジョブを見み抜ぬく魔ま法ほうもそうだが、魔法の収納袋ぶくろのような機能を持つ板に、リーゼベルは心を奪うばわれる。

「ほら、ちょっとこれを読んでみろ」

「ふえっ!?」

　ぼうっとしていたところに突然本を投げ渡わたされて、リーゼベルは思わず変な声を上げてしまった。そのことを恥はずかしく思いながら、彼女は受け取った本をしげしげと眺ながめる。

　黒い表紙に、金色の文字で【ライトニング】と書かれたぶ厚い本。

　魔ま導どう書しよによく似ているが、表紙の色がまったく異なる本に手をかけ、リーゼベルは言われるままに本を読み進めていく。

「……あれ？　この本、真っ白ですよ？」

「いいから、もうちょっと読んで」

「はあ」

　悠斗が何をしたいのか、よく分からない。

　しかし、素す直なおな少女なのか、リーゼベルは手を動かし、白いページをめくっていく。

　すると──。

「……【ライトニング】？」

　頭の中に、一つの文字が浮うかび上がってきた。

　表紙に書かれたものと同じその呪じゆ文もんは、初級電でん撃げき魔ま法ほう【ライトニング】のものだ。

「【ライトニング】」

　再び、リーゼベルは呟いた。

　頭の中の文字は、先ほどよりも明確になっている。

　音を立てて、ページがめくられていく……。

「【ライトニング】！」

　そして、本のページをめくり終わると同時に、リーゼベルはまた、呪文を唱えた。

　すると、指先から紫し電でんがほとばしり、それを受けた黒い表紙の本は、熱のない炎ほのおを上げて燃え上がった。

「きゃっ!?」

　反射的に本を投げ捨てるリーゼベル。

　彼女に放ほうり捨てられた本は、空中でますます燃え盛り、地面に着く前に灰となって消えていった。

「わっ、ごめんなさい！　貴方あなたの本を……」

「いや、いいんだ。あれで成功だ」

「成功？」

「ああ」

　慌あわてて灰をかき集めようとするリーゼベルを止めて、悠斗は人差し指をぴんと立てた。

「もう一回、【ライトニング】って言ってみて。ちょっと気合を込める感じで」

「は、はあ……【ライトニング】！　って、うわわあっ!?」

　リーゼベルは悠斗と同じように人差し指を立てて、【ライトニング】の呪文を唱えた。

　すると、一いつ瞬しゆん、火花が飛び散るように指先から電流が放出され、それに驚おどろいたリーゼベルが倒れるようにしりもちをついた。

「ほう、電撃魔法ですね」

「え？　ええ？　なんで私、魔法が……!?」

　何もないところから炎が上がる。

　何もないところから氷の塊かたまりが現れる。

　そして、言葉一つで電流を走らせる。

　リーゼベルは魔法というものをあまりよく見たことがなかったが、先ほど自分の指から出たものは、魔法以外の何ものでもないと感じていた。

「やっぱり、この国にはスキル・ブックはないのか」

「スキル・ブック……えっ、今のって、スキル・ブックだったんですか？」

「ユートさま！　スキル・ブックは貴重品ですよ!?」

「あるにはあるけど、貴重品か。なるほどな」

「あわわわわ……！」

　悠斗はこれまでの経いき緯さつから、この世界のことを段々と理解し始めていた。

　ゲームそっくりだけど、そのものではない世界。

　そこにはコンティニューはなく、人は死ねばそこまでだ。

　だから、人々のレベルが低い。だから、スキル・ブックなどというものが貴重品になる。

　何度も迷めい宮きゆうに潜もぐっていれば、一冊は手に入るスキル・ブックだが、この世界では迷宮探たん索さくも命がけだ。宝が眠ねむっていると知りながら、危険性を考えると、その隅すみ々ずみまで探索することが難しい。


　そのような世界だからこそ、《A.W.Online》とは物の価値観が違うのだ。



　それは『とかげのしっぽ』の店主が、クライング・ゴーストの霊れい魂こんに震え上がったことからも明らかなことだった。

「さて、これで準備は整ったな」

「え？　じゅ、準備ですか？」

「ああ、お前が魔法剣士……《マジック・フェンサー》になる準備だ」

「ええっ!?」

　勧すすめられたとはいえ、貴重品を使ってしまったという罪悪感から、子犬のようにぷるぷると震えていたリーゼベル。

　気弱な少女は、悠斗の言葉に飛び上がらんばかりに驚いた。

「《マジック・フェンサー》って……それ、お父様と同じジョブですよ!?」

「まあ、そうだな。レベル50になれば試練が受けられるようになる。【ライトニング】を覚えた《ファイター》が試練を突とつ破ぱすれば、《マジック・フェンサー》にもジョブチェンジできる。俺が知る限りだと、そうなるはずだ」

「あ、それで、私に【ライトニング】を覚えさせてくださったのですね？」

「そういうこと。お父さんもきっと、スキル・ブックを使ったんだと思う。ただ、それが《マジック・フェンサー》になれる条件とまでは思わなかったんだろうけど」

　合が点てんがいったとばかりにぽんと手を打ったリーゼベルは、すぐに不思議そうに首を傾かしげて、悠斗に再び問いかけてきた。

「でも、魔ま法ほう使つかい様。どうしてそこまでしてくださるのですか？　私の家は贅ぜい沢たくができるほど裕ゆう福ふくではありませんし、私はご存じの通り非力なので、何を手伝えるわけでもありません。一体、どうして……？」

　謙けん遜そんや自じ虐ぎやくなどではなく、リーゼベルは本心からそう思っていた。

　隠かくされた真実を見抜き、空中から本を取り出し、誰も知らない《マジック・フェンサー》の秘密を解いてみせる。

　もしも悠斗がまだ、リーゼベルを英えい雄ゆうの娘むすめとして勘かん違ちがいしているのならば、あれやこれやとよくする理由も分かる。

　しかし、悠斗はもう本当のリーゼベルを知っているのだ。町の冒ぼう険けん者にも劣おとる小こ娘むすめに、なぜ、特別に目をかけてくれたのか。

　おとぎ話ではないのだから、世の中、そうそううまくいくものではない。多くの疑問の中に、ほんのちょっぴり警けい戒かい心しんをにじませて、リーゼベルは何度も「どうして」と問いかけた。

　その問いに返ってきた答えは──。

「いや、事情を知って見捨てるってのも、何か後味が悪くて……それに、勝手にレベルを見ちゃったからな。お詫わびってことで」

「あ……」

　照れたように笑う悠斗の顔を見て、リーゼベルは、彼はいい人なのだと直感的に理解していた。

　蝶ちようよ花よと育てられ、愛や善意に触ふれていたリーゼベルは、その分、ウソや誤ご魔ま化かしに敏びん感かんだった。

　ごますりや甘い言葉を口にする人には、何やらねとりとした気配がある。純じゆん粋すいであるがゆえに、穢けがれに敏感なリーゼベルは、そういった自己の感覚から、悠斗の言葉の真しん偽ぎを判断していた。

「宿場町では寝しん室しつにまで入り込んじゃったからな。それも含ふくめて、リーゼベルが《マジック・フェンサー》になるまで、力を貸すよ」

「いいん、ですか……？」

「ああ、こうして知り合ったのも何かの縁えんだし、な」

　そう言った悠斗は、今度は照れもなく、朗ほがらかな笑え顔がおを見せた。

　英雄の娘ではなく、貧弱な《ファイター》でもなく、一人の年下の少女に向けられた柔やわらかな笑顔。そこから善良な心を感じ取ったリーゼベルは、ようやく湧わき上がってきた喜びに、涙なみだを浮かべながら頭を下げた。

「……はい！　これから、よろしくお願いします！」

　こうして、大魔法使い、上こう月づき悠斗には弟子でしができ──。

　英雄の娘、リーゼベルは師し匠しようを持った。




「また女の子を誑たらし込んで……」

「人聞きの悪いことをっ！」

　そして、話が一段落ついたところで、悠斗はルナリエッタにツッコミを入れた。

「ユートさま。教徒が増えましたね！」

「違ちがう違う」

　目を輝かがやかせるアルマにもチョップを喰くらわせ、返す刀で再びルナリエッタの機先を封ふうじる悠斗。

　騒そう々ぞうしい彼らを見て、リーゼベルは目を白黒させていた。
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　魔ま法ほう屋や敷しきは、屋敷といっても比ひ較かく的てき小さなものである。

　西洋を代表する大国、イースィンドの建築技法を取り入れた、木と魔ま導どうレンガの小さな屋敷。三階建ての屋敷の内部は、半分近くも吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールで占しめられていて、本館の左右にはおまけのような棟とうしかない。

　それでも屋敷は屋敷であって、一回りも二回りも『けるべろ亭』より大きい魔法屋敷の中を、悠ゆう斗とは見取り図に印をつけながら忙せわしなく歩き回っていた。

「東ひがし棟とうは全部片付けた……よな？　少なくとも、分かりやすいのは全部潰つぶしたはず」

　確かく認にんのため、自前で用意した簡単な見取り図と、実際の魔法屋敷を見比べる悠斗。

　屋敷の中を進んでいく彼の目には、動きを止めたリビング・アーマー、動くことはなくなった逆エスカレーター、ぴたりと口を閉とざした書しよ斎さいのプレートが映っていった。

　魔法屋敷に仕かけられた魔法のトラップは、解除自体は簡単で、どこかに仕込まれている魔法石を探し出し、これを抜き取るだけでよかった。

　ただ、そこに至るまでが大変で、昨日の悠斗は、風に吹き飛ばされたり、百もの設問につきあわされたりと、散々な目にあっていた。

　そういったものが、屋敷中に仕かけられているのだ。

　解除に時間がかかるのは当然で、この屋敷が魔法使いの遺産として恐れられているのも、また当然の話であった。

「ちょっとしたものでも潰しとかないとな……この国の人、魔法に免めん疫えきがなさそうだし」

　下級魔法でも神の奇き跡せきと勘違いされるのは、それが田舎いなかのディルカ村だからと悠斗は思っていた。

　しかし、王都で何日か生活し、目と耳とでこの国のことを知っていく度たびに、サウスリアには魔法使いの絶対数が少ないということを悟さとった。

「冒険者は戦士職ばっかりだし……」

　古代ロマリアから続く戦士礼らい賛さんの風潮。

　男たる者、自らの肉体を武器として、これを鍛きたえ上げることを是ぜとするべし。

　脳みそまで筋肉でできていそうなこの教えは、しかし、古代ロマリアの領土拡大に大いに貢こう献けんし、古いにしえの帝てい国こくを大帝国へと発展させていった。

　体力、腕わん力りよく、筋力、持久力。鍛え上げた肉体がもたらすあらゆる力は、筋肉と鋼はがねの津つ波なみを作り出し、地中海沿岸を吞のみ込んで、大陸深くまで食い込んでいった。

　今でこそ魔法研究が進み、便利な魔法の数が増えてきたが、サウスリアの筋肉信しん仰こうは揺ゆるぎない。この国では戦士が尊ばれ、魔ま法ほう使つかいは日ひ陰かげの存在だった。

　──ただ、近年、イースィンドなどの大国が、国力の維い持じに魔法を使っている、という事実が、サウスリア国内の人々の心を揺らしていた。

　何年も、何十年も、何百年も続けられた魔法研究。ロマリア帝国が栄えい華がを誇ほこっていた時代も、魔法使いたちは独自に研究を重ね、着実に成果を後世へと伝えていった。

　そうして磨みがかれた魔法を一まとめにして、実用化にこぎつけたのが、今の東大陸の多くを支配する大国だ。

　バルトロア、イースィンド、諸島連合、エスパーニャ。今は大きな戦争はないが、かつてはサウスリアとも領土を奪うばい合った大国は、魔法の有用性に目をつけて、長年培つちかわれたノウハウを国で管理することにした。

　その成果は、サウスリア国内でも形となって存在している。

　城じよう壁へきの素材や建材として用いられている魔導レンガ。

　マジック・アイテムの動力となり、それ自体も簡単な魔法を発動する魔法石。

　誰だれにでも魔法が使える魔導書に、その元となるマジック・ブック。

　魔法の品に触れるうち、サウスリアの人々に、もしかしたらという気持ちが芽生えていった。今はまだ、魔法は戦局を左右するほどの力を持っていない。戦士や弓使いに比べ、魔法使いが絶対的に優位というわけではない。

　しかし、もしかしたら……もしかしたら、サウスリアにも、魔法の力が必要になる日が来るのかもしれない。そういった予感が宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しという官職を作り、魔法剣けん士しを英えい雄ゆうと見なし、熱ねつ烈れつに支持する心を生んでいった。

「魔法使いが全然いなくて、いたとしても、こんなろくでもないやつだもん……なっ！」

　どこからともなく飛んできた光の玉を、純白のローブで叩たたき落とす悠斗。

　彼は新たな魔法の仕かけにうんざりとしてため息を吐はいた。

「魔法使いが神様とか化け物扱あつかいされるのも、仕方がないよなぁ」

　悠斗の言う通りであった。




　その日の午後──悠斗とリーゼベルが出会った翌日のこと。

　魔法屋敷での仕事に一段落つけた悠斗は、リーゼベルと出会った林で、彼女の到とう着ちやくを待っていた。

「あー、肉体労働をするとメシが美味うまい」

　今日の弁当も、昨日と変わらずのパニーノだった。

　少し長めのパンを縦に切り、その間に肉や野菜、チーズなどを挟はさんだ、サウスリア風のサンドイッチ。

　今日は中身が少し変わって、チーズを抜いた代わりに、薄うすく切ったペッパーハムをたっぷりと挟んでいて、それをトマトやレタスが補ほ佐さしていた。

　いかにも男が好きそうな料理は、アルマやプティの得意とするものだ。

　さて、どちらが作ったものだろうかと、悠斗はパニーニを頰ほお張ばりながら、何とはなしに予想を立てていた。

「す、すみませーん！　待たせてしまいましたか!?」

「いや、ちょうど食べ終わったところ」

　悠斗が水すい筒とうのお茶を飲み終わった時、腰こしに剣けんを下げ、背中に革かわのリュックを背負った少女が、汗あせを浮かべながら駆かけてきた。

　修しゆ行ぎようのために、ということだろうか。今日のリーゼベルは長い銀ぎん髪ぱつをポニーテールにまとめている。服装も軽快で、スカートの中にはスパッツ、水色のスカートの上には鞘さやを留めるベルト、白いシャツの上からは、革製の胸当てをつけていた。

「師し匠しよう！　今日はよろしくお願いします！」

「師匠ってのは止やめてくれ……名前でいいよ、名前で」

「分かりました、ユートさん！」

　思ってもいなかった形ではあったが、父親のような魔法剣士になる！　という夢が叶かなうことがよほどうれしいのだろう。リーゼベルは意い気き揚よう々ようと、少しオーバーにうなずいたり、うきうきと足あし踏ぶみをしたりする。

　英雄の娘むすめという虚きよ像ぞうから解放されることも、彼女の心労を軽くしていた。

　昨晩、自宅で何度も試ためした【ライトニング】の輝かがやきは、まだ弱々しいものではあったが、前に進めたことを明確な形でリーゼベルに示していた。

「浮かれるのはまだ早いって。これから50までレベルを上げて、試練を突とつ破ぱして、それからようやく《マジック・フェンサー》になれるんだから。もう成功したつもりでいると、足をすくわれるぞ」

「そ、それもそうですよね……」

　そうは言いながらも、そわそわと落ち着きなく体を揺らすリーゼベル。

　それをやる気がある証あかしだと好意的に解かい釈しやくした悠斗は、アイテム欄らんからとあるアイテムを取り出して、リーゼベルへと手て渡わたした。

「それじゃ、まずは王都を出て、近くの狩かり場に向かうぞ」

「あっ、はい！　早さつ速そく、これを使うのですね！」

「まあ、そういうことだ」

　いたずらっ子のような笑えみを浮かべた悠斗は、リーゼベルをつれて、まずは高級住宅街の出入り口へと向かった。
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　高級住宅街を抜け、最も寄よりの城門から王都を出て、歩くこと一時間。

　もう一つの城門の外、丘おかを越こえたところにある小さな草原は、地図上に点を打てば、高級住宅街、『けるべろ亭』と結んで、二等辺三角形の頂点に位置する場所にあった。

　いくつもある街かい道どうのどれとも接しておらず、丘の起き伏ふくのおかげで周りからは死角となっているこの草原は、王都の子どもが腕うで試だめしに使う場所だ。

「おー、いるいる」

　丘の上から草原を見下ろした悠斗は、そこに扇せん子すを組み合わせたかのような、大きなモンシロチョウがいることに気がついた。

　あれこそはレベル５の魔ま物もの、Ｇバタフライである。

　普ふ段だんは気まぐれに草原や花畑を飛んでいるが、人間が近づくとマヒ毒の鱗りん粉ぷんを飛ばし、痺しびれさせてくる魔ま性しようの蝶ちよう々ちよう。たまにかみついて攻こう撃げきはしてくるが、大したダメージにはならず、ほとんど無害と言っても差し支つかえのない魔物だった。

　この魔物を相手取って『勇者ごっこ』を楽しむ子どもたちは、この季節は川や海に行って、飛び込みや水泳を楽しんでいる。

　プティに聞いたいくつもの初心者用の狩り場の中から、ここがうってつけだと考えた悠斗は、誰の目もない草原を指差してリーゼベルに声をかけた。

「よし、じゃあ、まずは雑ざ魚こを相手に、どこまでやれるのか見せてくれ」

「は、はい！」

　元気よく返事をして、やや緊きん張ちようした面おも持もちで剣の柄つかに手をかけるリーゼベル。

　──いや、違ちがう。体つきや声こわ色いろはリーゼベルと同じであったが、顔の作りや髪かみの色がまったく違う。優やさしげではあるが、どこにでもいそうな顔をした金きん髪ぱつの少女は、どこの誰だというのだろうか。

「ああ、仮面は外していけ。それと、リュックも」

「あっ、そ、そうでした」

　照れくさそうに笑って、革のリュックを丘の斜しや面めんに下ろし、あごに手をかける少女。

　彼女が、そのまま手を引き上げると──なんと、少女は、リーゼベルに変身した。

「これ、すごいですね。さぞ有名な魔法の品なのでしょうね」

「ただのイベントアイテム……いやいや、そんなに価値のあるものじゃない。うん」

「はー、そうなんですか。これで価値のない……はー」

　リーゼベルは取り外した仮面を見つめ、やたらと感心したように声を上げていた。

　仮面──そう、仮面だ。

　リーゼベルは、この魔ま法ほうの仮面、仮面舞ぶ踏とう会の意味を持つ『マスカレイド』を被かぶって変身していたのだ。


　このつるりとしたシンプルな白いマスクは、被ることで髪の色と顔を変えることができる。その効果を利用して《A.W.Online》プレイヤーは、ＶＲゲームの中で少し特とく殊しゆな仮面舞踏会を楽しんでいた。



　イベント期間中、無料配布されていたこのアイテムを、悠斗はアイテム欄の中にしまっていた。そして、それは異世界でリーゼベルの手に渡わたされて、彼女の秘密の特訓の助けとして使われた。

「でも、助かりました。私は、その、顔が知れていますので、町を出ることも難しくって。まさか、こんな方法があるなんて、夢にも思いませんでした」

「まあ、そうだろうな」

　ＶＲゲームのイベントで配られたものが、この世界で一いつ般ぱん的に使われているわけがない。ゲームと異世界の類るい似じ点、相そう違い点にだいたいの目星をつけている悠斗は、これならきっとうまくいくだろうと確信していた。

「さ、気を取り直して、訓練開始だ」

「ああ、そうでした！　はい、頑がん張ばります！」

　マスカレイドを太陽にかざしたりして、しげしげと見つめていたリーゼベルは、悠斗の言葉にハッと我に返って、魔法の仮面をリュックの上に置いた。

　そして、草原を舞まうＧバタフライと向かい合う。

「では、行きます！」

　悠斗が見守る中、リーゼベルは細身の剣を抜ぬき放ち、勢いよくＧバタフライの群れに飛び込んでいった。

　そして──。

「た、たあーっ！」

　ぶんっ！　ひらりっ。

「……ん？」

　リーゼベルは、何やら奇き妙みような舞まいを踊おどり始めた。

「と、とあーっ！」

　ぶんぶんっ！　ひらりっ。

「……は？」

　宙を舞うＧバタフライの動きは、それほど俊しゆん敏びんなものではない。

　むしろ、人によっては止まって見えるほどの遅おそさでＧバタフライは浮うかんでいる。

　だというのに、リーゼベルはそれらすべてに振ふる剣、振る剣を空から振ぶりさせて、勢い余ってくるくると草原をコマのように回っていた。

「あばばばばっ！　か、体が痺れますーっ!?」

「何やってんだ、あいつ……」

　挙げ句の果てに、子どもでも喰くらわないＧバタフライの鱗粉をしこたま浴びて、その体をピクピクと痙けい攣れんさせていた。

「た、助かりました」

「いや……うん」

　レベル５の雑魚が相手なら、魔法を使うまでもない。

　悠斗は素す手ででＧバタフライの群れを蹴け散ちらして、草原の中央に倒たおれていたリーゼベルを引き起こした。

　まだ細かく痙攣している彼女を連れて、悠斗は元いた場所へ帰ってくる。

「もしかして……魔物と戦うの、初めて？」

「うっ………………実は、そうなんです」

「やっぱり」

　図星を指されたリーゼベルは、しゅんとうなだれて、言い訳のようにぽつり、ぽつりと自分の考えを口にする。

「レベル５の魔物が相手なら、初めてでもうまく戦えると思ったのですが……」

　リーゼベルはレベル22の《ファイター》である。

　剣の型を知っていて、日々の鍛たん錬れんも欠かさず行っている。

　本来の実力を発揮できれば、彼女や悠斗が予想した通り、Ｇバタフライなど相手にもならなかっただろう。だというのに──。

「もしかして、私、戦いの才能がないのでしょうか？　だから、お父様も、魔物と戦わせてくれなかったのかも……」

「いや、慣れだと思う。こればっかりは、慣れるしかない。初めのうちは緊張するかもしれないけれど、次し第だいに動きもこなれてくるよ」

「そ、そうですね！」

　──お父さんのそれはただの過保護だ。

　という言葉は吞のみ込んで、悠斗は再び、リーゼベルを魔物と戦わせることにした。

　生まれて初めて魔物と戦ったのであれば、その緊張の度合いは想像に難かたくない。

　そのうえ、リーゼベルは気弱な少女である。雑魚が相手であったとしても、緊張のあまり手元が狂くるってしまうのは、仕方のないことではあった。

「やーっ！」

　盆ぼん地ちのようになっているためか、はたまた、魔ま素そが溜たまりやすい土地なのか。

　悠斗に消されたＧバタフライは、再び湧わいて出てきてその数をそろえていた。

　小さな草原の中に、十匹ぴきほどの大きな蝶々。大きさも数も手ごろなターゲットに、リーゼベルは今度こそ剣けんを突つき刺さそうとして──。

「あれっ？　あれーっ!?」

　Ｇバタフライの代わりに地面に剣を突き刺して、深く刺さったそれを引き抜く間に、またマヒ毒にやられて痙攣し始めた。

「これは……骨だな」

　リーゼベルを一人前の魔ま法ほう剣けん士しにすることは、一ひと筋すじ縄なわにはいかないようだった。
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　リーゼベルのへたれっぷりは、悠斗の想像を超こえていた。

　素す振ぶりをしていた時の優ゆう雅がさはどこへやら。英えい雄ゆうの娘は魔物を前にすると途と端たんにへっぴり腰ごしになり、剣を振る腕うでも弱々しく震ふるえていた。

　それは何度魔物と戦っても改善される兆きざしはなく、このままだと時間の無む駄だになると判断した悠斗は、優すぐれた教師の力を借りることにした。

　リーゼベルの秘密を知っていること。そして、優ゆう秀しゆうな人材であること。

　その条件の下もと、悠斗に選ばれ、リーゼベルの前に姿を見せた人物とは──。

「ご挨あい拶さつが遅おくれました。私、アルマ＝アニータ＝コルテーゼと申します」

「メイドのルナリエッタです。以後、お見知りおきを」

　アルマとルナリエッタ、二人の見み目め麗うるわしい少女だった。




「これはご丁てい寧ねいにどうも～。今日はよろしくお願いします」

　深々と頭を下げるリーゼベルに、アルマとルナリエッタは驚おどろき、動きを止めてしまった。

　この人物は、本当に英雄の娘むすめなのだろうか。もしかすると、替かえ玉かなにかではなかろうか。低姿勢すぎるリーゼベルの態度は、今でも信じられないようなものだった。

「えっと、リ、リーゼベルさま。頭を上げてください」

「い、いえいえ、リーゼベルでいいですよ。様付けはちょっとくすぐったいです」

「では、リーゼベルさん……ああ、何だかもやもやっとします!?」

　二人してぺこぺこと頭を下げ合うアルマとリーゼベル。

　水飲み鳥のようになった少女たちを置いて、ルナリエッタは悠斗を見上げた。

「何やら手間がかかりそうな英雄ですね」

「まあ、仕方ないって。英雄ってのも勘かん違ちがいだったんだから」

「そのようですね。鍛きたえがいがありそうです」

「お前らには期待しているぞ」

　ルナリエッタは、自分を先生と称しようしたことがあるほど博識な少女だった。

　アルマは村の巫女みことして、様々な人たちの悩なやみを聞いてきた少女だった。

　ルナリエッタが体の動かし方、心構えなどのコツを教え、アルマがリーゼベルの話を聞いて、彼女の不安をうすれさせる。二重の布ふ陣じんを用意した悠斗は、必勝の態勢でリーゼベルの願いを叶かなえようとしていた。

「万ばん事じ、私にお任せください」

「ああ、頼たのむ」

　うやうやしく礼をするルナリエッタは、一ひと月つきほど前、この世界に来たばかりの悠斗に魔ま物ものとの戦い方を教えた少女である。足りない部分をたちどころに見み抜ぬき、的確な助言を送る彼女に、悠斗は強い信しん頼らい感を覚えていた。

　時々、ふざけた言動を見せるメイドではあったが、仕事や戦いに手を抜いたことは一度もない。その点では、悠斗は誰だれよりもルナリエッタを信用していたのだが──。

「これが魔物です。さあ、突いてください」

「え、で、でも」

「何を躊躇ためらっておられるのですか？　無む抵てい抗こうな魔物です。さあ、どうぞ」

「ひ、ひぃぃ……！」

　悠斗は忘れていた。ルナリエッタというメイドは、こと魔物に関しては、どこまでも冷れい徹てつな少女だったということを。

「そう、そうです。その剣をさくりとさせば、ほら、魔素になってしまいましたね。どうですか、魔物など、それほど怖こわくはないでしょう？」

「嫌いやな感かん触しよくがっ！　生々しい感触がゆっくりと！」

「おやおや」

　ルナリエッタの指導によって、リーゼベルは生まれて初めて、魔物を倒すことができた。

　しかしそれは、見るも残ざん酷こくなものであり、リーゼベルはべったりと手に残る感触に、すっかり青ざめてしまっていた。

「まさか、つかまえたＧバタフライを切り裂さかせようとするとはな……」

「まずは魔物の命を奪うばう、ということに慣れさせませんと。回数をこなし、段々と種類を増やしていくことによって、やがて心が動じなくなっていきます」

「だから、お前は戦せん闘とうマシーンでも作るつもりか」

　ルナリエッタの頭に軽くチョップを入れて、悠斗はかつて見たテレビ番組を思い出していた。鶏にわとりを大量に育て、加工し、出しゆつ荷かしていく工場。ベルトコンベアに吊つるされた首のない鶏を指差して、「効率的でしょう？」と笑う作業員。

　魔物を倒す時のルナリエッタは、彼と同じ目をしているなぁと思い出した悠斗は、うすら寒い心ここ地ちがしてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ユートさま。私がきちんとケアをいたしますから。不安や恐きよう怖ふを取り除くのは、巫女である私の得意とするところです」

「おっ、そうか。流石さすが、巫女だな。ルナはちょっと問題ありだから、よろしく頼むぞ」

「はい、お任せください」

　真に頼たよりになるのは、やはり献けん身しん的な少女だということか。

　アルマは慈じ愛あいの聖母のような微び笑しようを浮かべて、ぐったりと丘おかの斜しや面めんに横たわっているリーゼベルに近づき、彼女の肩かたを優やさしくなでた。

「やっぱ、問題はメンタル面だったか」

「私もメンタル面を鍛えようとしたのですが」

「お前はちょっとスパルタすぎるんだよ」

　隣となりに並んだルナリエッタにツッコミを入れて、アルマとリーゼベルを見た。

　丘の斜面に腰こしを下ろした二人は、時おり、Ｇバタフライの方を見ては、和なごやかに話をしている。その顔には魔物に対する恐怖は浮かんでおらず、リーゼベルの動きを縛しばりつけていた不安も、どうやらうすれていっているようだった。

「このままうまくいってくれるといいんだけど」

「もうすぐ仕上がるみたいですね」

「……え？」

　自分が口にした言葉とは意味合いが違ちがう返事に、悠斗はルナリエッタの顔を見る。

　しかし、ルナリエッタは主人の方へは向かず、黙だまって人差し指をアルマとリーゼベルの方へと向けた。

　それを追って、朗ほがらかに笑う少女たちの方を見て、一体、何がおかしいのかと悠斗は問おうとして──。

「ああ、ああ、分かります！　これが……これが、神の祝福！」

「ええ、そうです。さあ、手を伸のばして、それをつかんで……」

「待てっ！　ちょっと待てーっ!?」

　虚うつろな目をして、青空に手を伸ばすリーゼベル。

　その隣で、ブラウンの瞳ひとみをギラギラと光らせるアルマ。

　まるでサバトの会場で、狂きよう信しん者が一いつ般ぱん人をそそのかしているような姿である。

「ユートさま！　見てください、ユートさま！　ユートさまを称たたえる者が、また一人、生まれました！」

「おお、おお……貴方あなたが……神っ！」
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「俺はこっちだ！　いいから正気に戻もどれ、リーゼベル！」

　よかれと思って連れて来た少女たち。彼女らがもたらした混こん沌とんから、悠斗はリーゼベルを引っ張り上げることに必死になった。

　急がば回れ、走ればつまずく、千里の道も一歩から。

　サウスリアにも、ロマリアは一日にしてならず、という言葉がある。

　先人たちが遺のこした教訓を嚙かみしめながら、悠斗は地道に頑がん張ばることにした。
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　悠斗が、午前は魔ま法ほう屋や敷しきに行き、午後はその足でリーゼベルを連れ出すようになって、もう三日が過ぎていた。

　焦あせらず急がず、じっくりとへたれな少女のレベル上げにつきあって、三日。

　これがＶＲゲームであるのなら、とっくの昔にリーゼベルはレベル50となっていてもおかしくはないのだが、ここは一つの現実世界である。魔物と相対する時、人には常に死の危険がまとわりつき、それが心を縛って動きを鈍にぶらせる。

　ゲームのように効率を重視して無む茶ちやをするということは、できることではないのだ。

　かといって、悠斗に魔物を倒たおしてもらって、それでレベルを上げるというのは、リーゼベルの──英えい雄ゆうの娘としての矜きよう持じが許さない。

　英雄であった父、グレイムヴァルクの名を汚けがさないため、リーゼベルは恐怖心に打ち勝ち、自分で魔物を倒してレベルを上げることにこだわった。

　身の丈たけにあっていない力が、どれほどの違い和わ感かんを生むのか。

　おそらくこの世界で一番よく知っている悠斗は、彼女のたった一つのこだわりを尊重し、彼女の父親の名に敬意を持って接していたのだが──。

「そこだ！　思いっきり、剣けんを振ふれ！」

「た、たぁー！」

　未いまだにリーゼベルは、魔ま物もの一いつ匹ぴき、満足に倒すことができずにいた。




「素す振ぶりをしていただけあって、剣の振り方は様になってるのにな……いざ実戦となると、タイミングがズレたり、ぎこちなくなったりする」

「すみません……」

「ああ、いや、責めたわけじゃないんだ。改善のためには、何が必要なのか考えててさ」

「やっぱり、私、戦いの才能がないのでしょうか？」

「いや、さっきも言ったけど、剣の振り方はいいんだ。初めて見た時、様になってるなって思ったもん」

「そ、そうですか」

　わずかに頰ほおを染めるリーゼベル。

　おためごかしや世辞の類たぐいは嫌というほど聞いていた彼女であったが、真っ正直な賛辞はこれまであまり聞いたことがなく、それは彼女の心に温かな何かをもたらしていた。

　上こう月づき悠斗という少年は、リーゼベルにとって不思議な存在であった。

　17歳という近しい歳。大だい魔ま法ほう使つかいとしての数々の力。

　なのに、親しみやすい言動と、飾かざり気のない笑え顔がおと態度。

　魔法使いとは不思議なものだと知ってはいたが、それは怪あやしげだという意味だ。悠斗のようによく分からなくて、しかし、悪いようには思えないものではなかった。

　──どうして、彼はここまで親身になってくれるのだろう。

　未だによく分からない謎なぞは、リーゼベルの中でぐるぐると渦うずを巻く。

　そして、それはちょくちょくと彼女の口から漏もれ出していた。

「ユートさんは、どうして、ここまで私につきあってくれるのですか？」

「ん？　またそれか？」

　困ったような笑いに、リーゼベルはしまった！　と思った。

　何度も何度もしつこく聞いて、悠斗をうんざりさせたのではないかと不安に思った。

　しかし、悠斗はリーゼベルを非難することなく、何度か言いあぐねてから説明を始めた。

「レベルをのぞき見ちゃったからってのは本当だけど……なんだろうな。なんかリーゼベルのこと、放ほうっておけないんだよな。リーゼベルと似たような立場にいるからかな」

「似たような、立場？」

　大魔法使いと、偶ぐう像ぞうの英雄。その二つに、何の共通点があるというのか。

　悠斗の答えに、きょとんとするリーゼベル。

　よく分かってなさそうな顔をした彼女に、悠斗は話を続けた。

「俺はさ、ちょっとしたきっかけで、ディルカ村ってところで神様として崇あがめられているんだ。ほら、この前、アルマって子を連れて来ただろ？　あいつもディルカ村の住民で、巫女みこなんてやってて……俺を様づけで呼ぶんだぞ？」

「神様、ですか。で、でも、ユートさんぐらいの力があったら、そう思われることもあるかもしれません。だけど、私は力がないのに英雄の娘むすめだなんて言われてて……」

「いや、同じなんだ」

「えっ？」

「俺もさ、本当は弱々しいやつなんだけど……何でか、神様になっただけなんだ。だから、神様って呼ばれると落ち着かなくて……お互たがい、大変だよな」

　リーゼベルは、ハッと息を吞のんだ。

　悠斗の目は、ウソをついている者の目ではない。

　彼の瞳の中には、言葉通りにリーゼベルへの共感があって、それは澄すんだ光を放っていた。欺ぎ瞞まんの色は、どこにもなかった。

　しかし、その言葉には謎が多かった。

　それがどうしても気になって、言葉の続きを引き出そうとしたところで──。

　すっくと、悠斗が立ち上がった。

「さ、休きゆう憩けいはここまででいいだろ。続きをやるぞ！」

「は、はい！」

「最初よりは動きはよくなってるからな。じっくりと頑張ろう」

「はいっ！」

　そうだった、とリーゼベルは思った。

　今は魔ま法ほう剣けん士しになるための訓練の途と中ちゆうだった。

　悠斗の謎を追究するための時間ではない。そんなことをしたところで、リーゼベルは強くならないし、それは悠斗も望んではいないだろう。

　気持ちを入れ替かえたリーゼベルは、鞘さやに収めていた剣を抜ぬき放ち、再び、魔ま物ものに向かっていく。まずはＧバタフライを倒す。そのことだけに集中し、リーゼベルは、剣を振りかぶって草原の中心へと向かった。




　一方その頃ころ、王都の場末の酒場では、四人の若者が昼間から酒を飲み、長い間くだを巻いていた。

　何か面おも白しろくないことでもあったのか、彼らは赤ら顔をふてぶてしく膨ふくらませ、空になった樽たるジョッキの縁ふちをかじっている。

「面白くないな……」

「ああ、気にくわない……」

　丸いテーブルに全員、あごを載のせて、胡う乱ろんな目をして互いをにらみつける四人の若者。

　ブロンドの髪かみを短く刈かって、麻あさのシャツの上から革かわの鎧よろいを着込んだ彼らは、チームを組んでいる若手冒ぼう険けん者であり、ともに育った幼おさな馴な染じみでもあった。

「俺らの英雄を……」

「魔法使いが……くそっ」

　気心が知れた相手だからこそ、言葉は少なくとも会話は成り立つ。

　彼らが今、話していることは、英雄の娘であるリーゼベルのこと。

　そして、最近、彼女の影かげの形に添そうようになった魔法使いのことである。

　サウスリアのアイドルと、胡う散さん臭くさい魔法使いの姿を思い浮うかべながら、彼らはまた、愚ぐ痴ちをこぼし始めた。

「リーゼベル様はなぁ」

「俺たちの……ひっく……サウスリアのなあ……」

　王都生まれの王都育ち。英雄に憧あこがれて育った若手冒険者たちは、街の誇ほこりであるリーゼベルが、どこの馬の骨とも知れない男に入れ込んでいることが我が慢まんならなかった。

　ただ、彼らほど熱ねつ狂きよう的な若者も、そうはいなかったが──。

「くそう、やっちまうか」

「ああ、やっちまおう。この国で魔法使いは、大きな顔はできないって、思い知らせてやろうぜ」

「痛い目を見させて……やろう、ぜ」

　少しこらしめてやって、リーゼベルに悠斗の情けない姿を見せよう。

　そうすれば、幻げん滅めつして距きよ離りを置くはずだ。

　酒に濁にごった頭で、物ぶつ騒そうなことを考える若手冒険者たち。

　彼らは、特訓帰りの悠斗を襲しゆう撃げきすることにした。




「今日もありがとうございました」

　そう言って、ぺこりと頭を下げたのは、物もの陰かげでマスカレイドを外したリーゼベルだ。

　出ていくのは簡単だが、入る者にはチェックが厳しい高級住宅街に、変装したままでは帰れない。

　必然的に、門の外でマスカレイドを外すことになり、リーゼベルはそれを合図のようにして、悠斗に別れを告げていた。

　その姿が誰だれかに見られ、若手冒険者へと伝わったのだろう。街角には町人たちの姿がちらほら見えて、彼らはリーゼベルと、彼女に頭を下げられる魔法使いとを、不思議そうな目で見つめていた。

「それじゃ、明日あしたも林で」

「ええ、林で」

　秘密の合い言葉で会話をするように、短く言葉を交かわす悠斗たち。

　その姿に、多くの者は、噂うわさ話ばなしの種を見つけた！　と喜びこそすれ、悪感情などは特に抱いだいていなかった。

　そう、彼らの他ほかには、誰も──。

「おう、魔法使い。ちょっと待ちなぁ」

　見るからに泥でい酔すいした様子の若者たちが、路地裏からぬるりと姿を現した。

「お前、いい身分じゃないか。えっ？」

「俺たちの、英雄様をよぉ。毎日、どっかに連れ回してよぉ」

「殴なぐってやらなきゃ、気が済まねえ。ほらぁ、さっさと顔出しなぁ」

　酒で濁った瞳ひとみを悠斗に向けて、何やら勝手な理り屈くつでからみ始める若者たち。

　彼らの横暴な態度に、普ふ段だんは弱気なリーゼベルも勇気を振り絞しぼり、顔を引き締しめ、腹の底から声を出した。

「止やめなさい！　その方は私の師。無礼は許しませんよ！」

「リーゼベル様はぁ、だまされちゃダメなんですよぉ！」

「魔法使いなんて、ろくなのが、っく、いないんですから」

　英えい雄ゆうの娘としての仮面をかぶるリーゼベル。

　しかし、酔すい漢かんたちは彼女の言葉にも動じず、悠斗の胸むな倉ぐらをつかみ上げる。

「このガキィ！　なめんじゃねえぞ！」

　歯をむき出しにして怒いかり狂くるう短たん髪ぱつの若者。彼の口から飛び散るツバと、酒臭くさい息にうっと眉まゆをひそめた悠斗は、思わず彼の手を振ふり払はらってしまった。

「おっ？　お、おお、っと、お」

　今の悠斗の身体ステー能力タスは、レベル50の《ファイター》と比ひ較かくすれば、筋力さえも上回る。悠斗の胸倉をつかんでいた若者は、呆あつ気けなく手を振り解ほどかれて、その勢いでふらふらと後退し、そのまますとんとしりもちをついた。

「てめえ、やりやがったな！」

「いいか、先に手を出したのはてめえだぜ！　みんな見てる！　俺たちも見てた！」

「タダで帰れると思うなよ!!」

　この状じよう況きよう下で、悠斗が落ち着き払っているのは、なぜだろう。

　レベル差があると、頭で理解しているから？

　超ちよう絶ぜつ的な魔ま法ほうが使えるから？

　いや、そうではない。先ほどの一いつ瞬しゆん、若者の手を振り払った瞬しゆん間かんに、彼の体が理解していた。驚おどろくほど軽かった。まるで子どもの手のようだった、と。

　一度そう感じてしまうと不思議なもので、最初こそ気け圧おされていた悠斗だが、今の彼には酔漢たちが駄だ々だっ子のように見えていた。まるで菓か子しをねだる子どものようだと思いながら、悠斗は辺りをぐるりと見回す。

「おおっと！　逃にがさねえぜ！」

（……痺しびれさせて帰るか）

　どこを向いても、悠斗の前方に立ち塞ふさがる若手冒険者たち。

　数の有利ににやつく若者たちに、悠斗は感電魔法で灸きゆうをすえようとして、

「ぐあああああ!?」

「こ、これは【雷らい鳴めい剣けん】！　英雄の得意技わざだ……！」

「まさか、リーゼベル様も習得なさっていたと、は……ぐふっ」

　悠斗が【スパーク・ボルト】を発動する瞬間、隣となりにいたリーゼベルが紛まぎらわしい行動を取っていた。

　震ふるえる手で剣けんを抜いて、天に掲かかげる。子こ猫ねこのような威い嚇かく行こう為いなのだが、若手冒険者たちはそこから電光が迸ほとばしったように錯さつ覚かくしてしまった。

　彼らはますますリーゼベルに敬けい慕ぼの念を強め、笑え顔がおのままに気絶した。その光景を見ていた町人たちは、惜おしみない拍はく手しゆをリーゼベルに送った。

　そして肝かん心じんの本人はというと……リーゼベルは、情けなくも泣きそうな顔をしていた。

　運が良いのか悪いのか。町人たちからは、その表情はうまく隠かくれていた──。
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　悠斗が若手冒険者にからまれて、リーゼベルがそれを粛しゆく清せいした──と、冒険者たちには思われている──事件から、まだ数十分も経たたない時間。

　住宅街にある『けるべろ亭』では、二人の少女がおしゃべりに興じていた。

「ユートさま、今日も頑がん張ばっているのかなあ」

「お節せつ介かいですよね、ご主人様も。いかにも面めん倒どう臭くさそうな事案に首を突つっ込むのですから」

「それがユートさまのいいところだよ！」

「え？　そうでしたっけ？」

「そうだよー。ふふふ」

　まだ客が少ないからか、カウンター席に座って話し込んでいるアルマとルナリエッタ。

　それぞれ、ピンクがかったメイド服とスタンダードなメイド服を着た少女たちの話題は、もっぱら悠斗のことだった。

「しかし、ご主人様ときたら、王都に来ていきなり女の子に粉かけですか。好色なのは結構ですが、よりにもよって英雄の娘むすめに手を出すとは、いささか節操に欠けるのではありませんかね」

「うん、そうだよね。リーゼベルさんと知り合いになられるだなんて、やっぱりユートさまはすごいよね」

「そういうことではないのですが」

「え？　じゃあ、どういうこと？」

　無む垢くな笑顔をルナリエッタに向けるアルマ。

　その純じゆん粋すいな、悪く言えばお子様な顔に、ルナリエッタは何を思ったのか。

　アルマと違ちがって、考えや感情を顔に出さない鉄仮面メイドの表情からは、何もうかがうことはできなかったが──ただ、彼女の紅あかい瞳が、きらりと一瞬、輝かがやいた。

「鈍にぶいですね。このままだと、ご主人様は、他の女のところへ行ってしまうかもしれないと言ったのですよ」

「ええっ!?」

　あからさまに危機感をあおるような物言いに、素す直なおなアルマは簡単に反応し、ルナリエッタの思おも惑わく通りの言葉を出した。

「で、でも、ユートさまは私の神さまだし」

「ほほう、私の、ですか」

「～～～～～～～～っ！」

　ボッと火が出るような勢いで、顔を真っ赤にするアルマ。

　無表情ではあるが、どこか愉ゆ悦えつがにじみ出るような顔でそれを見ているルナリエッタは、根っからのサディストであった。

「もー！　ルナちゃんったら、変なことばっかり言って！」

　悠斗と接する時以外は、アルマは素すの彼女のままの話し方をする。

　しかし、今回は照れがそうさせているのか、幼児退行を起こしたかのように、アルマはルナリエッタの頭をぽかぽかと叩たたいた。

　その様子を好ましく──そう、このドＳメイドは好ましく思いながら、そこに更さらなる燃料を投下しようとする。

　サディストメイド、ルナリエッタ。こうと決めたら容よう赦しやなしである。

「いえ、ですが、最近、ご主人様はリーゼベル、リーゼベルと、英雄の娘にご執しゆう心しんなご様子。もしかすると、もしかするかもしれません」

「そ、そんな……ユートさまに限って、そんな」

「完全に否定、できますか」

「それは……」

　言葉に詰つまってしまったアルマ。それが答えだった。

　ずっと田舎いなか暮らしで、王都にはそう何度も来たことがないアルマ。

　彼女は、今回、長期間王都に滞たい在ざいするにあたって、初めて王都の美しさというものを理解するようになった。

　じっくりと見ていると、身に沁しみ込むように『美』が分かる。どういったものが美しいのか、この王都は示してくれる。

　建物の美、料理の美、芸術の美、日用品の美。

　そして、女性の美──。

　アルマは王都の女性を美しいと思っていた。洗練されていると思ったし、自分では敵かなわないとも思っていた。

　それは、控ひかえめな彼女らしい評価だとは言えるのだが……ことリーゼベルに関しては、完全に負けているとアルマは確信していた。

　煌きらめく銀ぎん髪ぱつ。

　染しみ一つなく白い肌はだ。

　青水すい晶しようのように透すき通った瞳ひとみ。

　まだ歳は若いが、将来性を感じさせるすらりとした体型。

　完敗だ。自分は彼女に勝まさっているものなど、何一つ持っていない。

　宿場町での熱ねつ狂きよう的な歓かん迎げいぶりから、そして、村にも伝わってくる噂うわさから、男の人が好きになるのも、きっとあのような人なのだとアルマは思っていた。

　しかし、悠斗は違う。悠斗は違うはずなのだ。

　悠斗は村人や自分の願いに応こたえて現れた存在であり、ディルカ村を救った彼は、ずっと村にいてくれるのだと信じていた。

　ずっと自分のそばにいてくれて、自分はずっと彼の世話をするのだ。そうやってのんびりと生きていくのだ。そう、信じていたのだが──。

　その思い込みが、ルナリエッタの言葉でぐらりと揺ゆらぐ。

　絶対的な安心感に、ほんのわずかなヒビが入る。

　そしてそこから不安が入り込み、純真な少女は、その純真さゆえにそのわずかな不純物を無視できなかった。

「どうしよう！　ユートさま、もしかしたら、このまま王都に残るって言うのかな!?　村にいてくれるって、村で暮らすって言ってくれたのに……王都に……」

「そうなる未来も、あるでしょうね」

「そんな……」

　アルマは目の前が真っ暗になるような思いがした。

　悠斗が、自分の下もとから、去っていく。

　恩義ある神様が──村を救ってくれた少年が、ディルカ村から、いなくなる。

　考えることも恐おそろしいビジョンに、アルマの顔は蒼そう白はくになってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと」

「ルナちゃん」

　そこに、救いの手が伸のばされる。

　柔やわらかな笑顔とともに、悪あく魔まが天使に手を伸ばす──。

「こうすればきっと……」

　熱心に聞き入るアルマ。

　ルナリエッタは、彼女の耳に、背徳の知ち恵えを注ぎ込んだ。
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「かみさまー」

「おお、よしよし」

『わんわんっ！』

「あー、スフレもよしよーし」

　夕食の時間をすぎた一階の食堂は閑かん散さんとして、人の姿もまばらだった。

　外食のみの客が帰っていき、宿しゆく泊はく客も公衆浴場へ移動している。今、ここにいるのは、風ふ呂ろ上あがりの悠斗やクーティア。それと、マイペースに酒を飲んでいるおじさん連中だけだった。

「癒いやされるなあ、お前たちは」

「くーん」

　無地のシャツとズボン姿の悠斗は、ポンチョのような黄色い寝ね間ま着きを着たクーティアといっしょに、風呂上がりの牛乳を飲んでいた。

　そこで唐とう突とつにクーティアが甘えてくるのはいつものことだ。まだ湿しめった頭を軽くこすりつけて、存在をアピールしてくるクーティアの頭を、悠斗は望むところだとばかりになで回していた。

「今日は何か面おも白しろいことでもあったか？」

「えーとねー、うんとねー。プティおばさんがこーんなにおっきなピザを焼いてね。それを一人で食べるお客さんがいたの」

「ほー、そうかそうか」

　まるでお父さんと娘のような会話である。

　異世界に来てからの気苦労が悠斗を大人にしたのか、それともクーティアが年ねん齢れい以上に幼く、甘えん坊ぼうなだけなのか。

　二人はカウンター席に仲良く並んで、牛乳をなみなみと入れたマグカップに口をつけながら、昼間あった出来事を話し合った。

「そういえば、アルマやルナはどこに行ったんだ？　珍めずらしく姿が見えないけど」

「わう？」

　おしゃべりの途と中ちゆう、悠斗はふと気になったことをクーティアに聞いた。

「お風呂はいっしょに行ったんだろ？」

「うん、行ったよ」

　クーティアは一人で夜の王都を歩くにはまだ小さい。

　公衆浴場に行く際は、必ずプティかアルマ、ルナリエッタに付き添そってもらい、帰りも彼女らと同じでなければならなかった。

　なので、クーティアだけがここにいて、アルマやルナリエッタがいないというのは、あり得ないことなのだが──。

「くんくん。二人とも、『けるべろ亭』にいるよ」

「そうか。ならいいんだ」

　きっと、疲つかれて先に部屋で休んでいるのだ。

『けるべろ亭』の仕事に加え、悠斗の世話をするのは楽ではない。たまには早めに休んで、ゆっくりと疲れを取りたい日もあるだろう。

　悠斗はそう推測し、改めて彼女らの苦労について考えていた。

（課題が全部片付いたら、食事にでも連れていくか）

　拙つたないプランながら、女性を労いたわろうとする悠斗は、まずは目の前の女の子からと、クーティアを部屋へと帰して、自分も早く眠ねむってしまうことにした。

「クーティア、お前も部屋に戻もどってろ。もうすぐ十時だ」

「くぅん」

「だーめだ。俺ももう寝ねるから、な？」

「はーい」

　渋しぶるクーティアの背中を押して、悠斗はカウンターの上に置かれている二つのマグカップを厨ちゆう房ぼうへ持っていき、流しで洗った。

「あら、ユート様。置いといてくれれば洗いますのに」

「いや、自分のぐらいは自分で……」

「偉えらいっ！　それでこそ神様だっ！」

「あたっ！」

　悠斗の尻しりを豪ごう快かいに叩き、女じよ傑けつプティはしっぽを振ふり振り、食堂の方へと移動していった。

　プティの仕事はまだたくさんある。閉店まで酒を飲む常連客の相手もしなければならないし、宿泊客の要望を聞くため、なるべく遅おそくまで起きていなければならない。

『けるべろ亭』で誰だれかが何かをする度たびに、それはプティの仕事に変わっていく。

　悠斗があまり遅くまで起きていると、その分、プティの負担は増えていく。

　ごく簡単なものではあるが、宿屋の仕事を体験した悠斗は、これからもあまり遅くまで起きていないようにしようと心に決めた。

「それじゃ、プティさん。お休みなさい」

「はいよー。お休み、ユート様」

　常連客につまみを出していたプティに挨あい拶さつをして、悠斗はホール脇わきの階段を上っていった。あくびをかみ殺しながら、二階、三階、四階……。

　そして、悠斗は四階の廊ろう下か、中ほどにある自分の部屋へと戻って、ベッドのシーツをめくり、その中に潜もぐり込もうとして──。
















　悠斗は動かなかった。

　いや、動けなかった。

　フリルがたっぷりとついた、桃もも色いろのネグリジェを着たアルマ。

　レース模様も艶なまめかしい、紫むらさき色いろのシースルー・ランジェリーを着たルナリエッタ。

　甘々で、柔らかそうな体のアルマと、子どものようで、しかし、それがかえって背徳的な妖よう艶えんさをかもし出しているルナリエッタ。

　二人はそれぞれに、『ＹＥＳ』、『ＮＯ』と書かれた枕まくらを持っている。

　あれは一体、何をするものなのだろうか──。

　あれで一体、何をするつもりなのだろうか──。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの悠斗に向かって、まずはルナリエッタが話しかけた。

「ＮＯです」

「……はい」

　衣装に合わせた色の枕を、誇こ示じするように見せつけるルナリエッタ。彼女は、それをくるりと返し、裏側に書かれた文字を示す。




　──ＮＯの裏は、ＮＯだった──。





「絶 対 に Ｎ Ｏ で す ！」

「や か ま し い ！」






「ユ、ユートさま。わ、わ、わ、私は、絶対にＹＥＳです……！」

「お前、恥はずかしいならこんなことするなよ……」




　その日の夜、悠斗の部屋に紛まぎれ込んだ珍ちん獣じゆうは、ＹＥＳＹＥＳ、ＮＯＮＯなる枕を抱だいて、正座で説教を喰くらうことになった。

　ルナリエッタは渾こん身しんのドッキリに満足していて、アルマはアルマで悠斗とふれあう時間が増えたことでにこにこしていた。

　何とも疲ひ労ろう感かんの残る夜だった──。

























[image: 第六章　本当の強さ、本物の勇気]
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　九月──夏の名残なごりの月であり、秋の始まりの月でもある。

　どちらともつかないこの月は、暑さ寒さもその年次し第だいで、人々の頭を悩なやませる。

　屋外で思いきり体を動かすには、まだ日差しが強すぎる。

　かといって、日ひ陰かげに入れば、町を抜ぬけていく風を冷たく感じる。

　開き直って、肌はだを焼きに海に行こうか、それとも大人しく温かい紅茶でも淹いれようか。

　悩ましくも楽しげな九月。

　その最初の一日は、夏と何ら変わることのない、暑い、暑い、一日になりそうだった。




「プティさん、冷やした水をくださいー……」

「はいよー」

　寝ね起おきの悠ゆう斗とは開口一番、『けるべろ亭』のカウンター席に座って、お冷やを注文した。

　ベッドサイドに置いてある水差しの水など、生なま温ぬるくて飲めたものではない。

　悠斗は、運ばれてきた冷たい水を美味おいしそうに飲み干していった。

「あらま、いい飲みっぷりだわ」

　砂さ漠ばくに水が吸い取られるように、あっという間にマグカップは空になってしまった。

　その様子を面おも白しろそうに見ていたプティは、ぐいと突つき出されたマグカップに、からからと笑いながら水を注ついだ。

「あっはは、今日は暑いもんねえ～。何だか冷蔵庫の調子も悪いし、お日さまはかんかん照りだし。そうだ、ユート様ってば、魔法使いだったわよね？　後でうちの冷蔵庫、ちょっと診みてもらえない？」

「ああ、そういうのでしたら、お安いご用です。プティさんにはお世話になっているんで、他ほかに何かあれば何でも……」

「いやだ、村の神様を、こき使えるわけないじゃない！」

「うっぷ！」

　がははと笑って、バシバシと悠斗の頭を叩たたくプティ。

　この女じよ傑けつにとっては、神はこき使ってはならないが、頭や体は気安く叩いていいものらしい。独特の判断基準と頭を揺ゆらす衝しよう撃げきに、悠斗はたまらず口の中の水を噴ふき出した。

「あらやだ、布ふ巾きん、布巾」

　丸っこい体を弾はずませて、厨ちゆう房ぼうの奥へと引っ込んでいくプティ。

　彼女と入れ替かわりになるように、例の唇くちびるがセクシーな給きゆう仕じが『けるべろ亭』に現れた。

「あ～、ユートちゃん。おはよ～」

　いつも眠ねむそうな目をした女であるが、朝の出勤時は特に眠そうだ。

　グラデーションがかかった水色のワンピースは、布地は青空、すその煙けむった部分が雲のようだ。まるで女は大空の中、風に吹ふかれているかのように、ホールの中をふらり、ふらりとうろついた。

「ねむ～……」

　やはり眠かったのか、給仕の女はテーブル席にうつ伏ぶせになって、すぐさま寝ね息いきを立て始めた。それを厨房から戻もどってきたプティが見つけて、カウンターをさっと拭ふき、濡ぬれた布巾をそのまま女の首筋に持っていった。

「はいはい、早朝出勤ご苦労様。はい、起きた起きた」

「……ふわっ!?」

　白いうなじを冷たい布巾でなでられて、女は飛び跳はねるように体を上げた。

　眠たそうだった目をカッと開いて、歯をカチカチと打ち合わせ、細かく震ふるえている女。

　首筋が敏びん感かんなのだろう。眠たそうな目に戻った後も、女は寒そうに腕うでをこすって、厨房へと去っていくプティの後を追いかけた。

「もー、プティさん、首筋は止やめてったら」

「シャッキリしたでしょ？　あははっ」

　今度は眠たそうな声はしなかった。




　やがて、宿しゆく泊はく客が起き出してきて、朝食を食べに近所の人たちがやってくると、すぐに『けるべろ亭』はにぎやかになっていった。

　朝食前に冷蔵庫だけは見ておいた方がいいかと思った悠斗だったが、今の時間帯、厨房に入ることはかえって邪じや魔まになると思い、出された朝食を素す直なおに食べていた。

「ユートさま。お店の冷蔵庫、ユートさまが直してくださると聞いたのですが、それは本当なのですか？」

「ああ、村にもあったような魔法の冷蔵庫だろ？　あれなら簡単に直せるよ」

「すごいです！　ユートさまは何でもできますね！」

「いや、氷の魔法石に、魔ま力りよくを充じゆう塡てんするだけだって……」

　今朝のアルマは、いつにも増して、明るい笑え顔がおを咲さかせていた。

　何かいいことがあったのだろうか。それとも、昨晩のいたずらが、ほどよいストレス発散にでもなったのだろうか。気になる悠斗に、アルマはなおも笑みを浮うかべながら、上じよう機き嫌げんな様子で話しかけてくる。

「ユートさま。ユートさまは、今回の件が終わったら、私たちといっしょにディルカ村に帰ってくださるのですよね？」

「ん？　ああ、そうだけど。だって、今の俺には、あそこが家だし」

「えへへ、そうですよね！」

　そう言ったきり、アルマは鼻歌を歌いながら行ってしまった。

　昨晩と同じ質問。昨晩と同じ答え。それがなぜ、彼女をああまで機嫌よくさせるのか。

　女心の機き微びに疎うとい悠斗は、首をひねって、アルマの後ろ姿を目で追っていた。

「青春ですね」

「おわっ!?　って、ルナか」

「はい、貴方あなた様の忠実な僕しもべ、ルナリエッタでございます」

「はいはい」

　いつの間にか隣となりの席に座っていたメイドが発した言葉に、近くにいた宿泊客たちが、ぎょっとした目で悠斗を見つめた。

　こうしたやり取りは、これまでの生活の中でもう慣れてしまっている。

　特に反応することもなく、悠斗はさらりとルナリエッタのおふざけを受け流した。

「冷たいですね。これが倦けん怠たい期ですか」

「昨日の夜みたいなことが起きるなら、俺にとってはまだまだスリル満点の毎日だよ」

「そうですか。喜んでいただけて、何より」

「喜んでねえよ」

　ルナリエッタの頭にチョップを入れて、悠斗はふんと鼻から息を吐いた。

　そんな主人を見つめながら、ルナリエッタは近くを通りがかったアルマを指差した。

「しかし、アルマさんはあのように喜んでおられます」

「何でだ？　あのイタズラ、そんなに面白かったのか？」

「いえ、そうではありません。アルマさんは、久しぶりにご主人様との時間ができて、うれしかったのですよ。近ごろは、ご主人様は忙いそがしくされていましたからね」

「ああ……そういうことだったのな」

　本当は、悠斗が、ディルカ村が家だと言ったこと──自分のそばにいてくれるということが、アルマには何よりうれしかったのだが、そこまで種明かしをするほどルナリエッタは無ぶ粋すいではない。

　そして、鈍どん感かんで無む欲よくな主人を、枯かれるに任せるようなこともしない。

　時には水を与あたえ、時には肥料を与え、いつか花はな咲さく時を待つ。ルナリエッタは、ある意味では優ゆう秀しゆうな庭師だった。

「ご主人様。釣つり上げた魚には餌えさを与えませんと」

「俺、釣り上げられた側なんだけど？」

　そして、少し調子に乗っては、主人にツッコミを受ける道どう化け師でもあった。

「まあ、言いたいことは分かった。課題が終わって、リーゼベルのことが何とかなったら、ディルカ村のメンツでお茶でも飲みに行こう」

「課題はともかく、リーゼベルさんのことは骨が折れそうですね」

「まあ……そうなんだけどな」

　ディルカ村のこと。アルマのこと。お茶会のこと。

　先のことを考えるには、まず片づけなければならないことがたくさんあった。




　リーゼベルの訓練と同時に進めていた第二の課題は、悠斗が予想していたよりも大おお幅はばな遅おくれが出たものの、最後までやり遂とげることができた。

　動く床ゆか、落ちてくる天てん井じよう、屋や敷しきの外側へと倒たおれる壁かべ、消える階段、魔ま法ほうを唱えるドアノブ。そういった仕かけの一つ一つを確かめて、動力源の魔法石を見つけ出し、これを取り外して無力化する。

　地味で、根気のいる作業であったが、元より、悠斗少年はこういったマメな仕事が得意な方だった。

「よし……これで最後だな」

　玄げん関かんホール正面、とうとう動き出した貴婦人の絵画から、触しよく手しゆのように伸のばされる紙面をすべてかわし、悠斗は絵の裏にあった白い魔法石を取り外した。

　すると、悠斗の手の中でじたばたと暴れていた絵画は、電池を抜かれたラジコンのようにぴたりと動きを止め、姿形を元の絵画へと戻していった。

「ふー、ちょっと焦あせったな。こいつがこの屋敷のボスだったってことか」

　ローブの上をかすめていった触手の感かん触しよくにぞっとして、悠斗は絵画を元あった場所へと立てかけた。玄関扉とびら正面、階段の上に飾かざられた貴婦人の肖しよう像ぞう画がは、今はすました顔でどこともしれない場所を見ている。

　魔法石を取り外せば、どれもこれもがなかったかのように元の姿となる。それはやりがいだとか、達成感を味わいにくくするものだったが、目をつけた場所、すべての魔法を解除した悠斗にとって、それはささいなことだった。

「見落としとか、ないといいんだけど」

　口ではそう言いながら、悠斗は今回の課題の終しゆう了りようを確信していた。

　屋敷中、何度も何度もくまなくチェックして、それらしいものはすべて、直接手で触ふれて確かめていたのだ。斥せつ候こう職とは違ちがって、体当たりのような泥どろ臭くさい探たん索さくは、かえって彼に見落としがないことを確信させるものだった。

　──これで第二の課題は終了のはず。

　そう考えた悠斗が、玄関ホールへ下りていこうとした時、




『見事！　見事！　吾わが輩はいが仕かけた魔法のトラップを、すべて解除するとは見事なり！　称しよう賛さんを！　貴き殿でんに惜おしみない称賛を送ろう！　ただし、景品はない！　しかし、賛美の言葉はある！　これを勝利とともに、嚙かみしめたまえ！　おめでとう！』




「おわっ!?」

　悠斗は思わず飛び退のいていた。

　魔ま法ほう屋や敷しきのすべての魔法を解除することによって、玄関ホールに現れた石像。屋敷の主あるじであったであろう、山や羊ぎのようなヒゲを生やした老魔法使いの像は、口から甲かん高だかい声とともに羊皮紙を吐はき出して、それきりぴくりとも動かなくなった。

「はあ、何だよ、驚おどろかせて」

　百を超こえるトラップを解除した悠斗に贈おくられたものは、おふざけのような称賛と、同じ内容が書かれた紙切れ一枚だけだった。

　ご丁てい寧ねいに直筆で書かれたその手紙に、悠斗はやり場のない怒いかりを感じたが、魔法屋敷自体がおふざけのようなものだったことを思い出し、彼はにぎやかな文面に、ふっと苦く笑しようしてみせた。

「まあ、いいか。とにもかくにも、これで第二の課題、達成だ！」

　パンパカパーン！

「うおっ!?」

　老魔法使いの、正しよう真しん正しよう銘めい、最後のドッキリだった。

　ガッツポーズを決めた瞬しゆん間かん、石像がファンファーレを鳴らし、そして、何事もなかったかのように沈ちん黙もくした。

「くそっ、最後の最後でしてやられた！」

　老魔法使いの石像は、得意げな顔でにんまりと笑っていた。




　　　　‐２‐




　一週間ぶりの冒ぼう険けん者ギルド本部は、相変わらず薄うす暗ぐらく、少しホコリっぽかった。

　高級住宅街には、海外の建築、流りゆう行こうのイースィンド家屋などが目立ったが、町の中心部はサウスリアの伝統的な建築物でそろえられていた。

　石と土とを積み上げて、遂ついには神しん殿でんまで造ってしまうロマリア建築。その流れを汲くむサウスリアの家々は、その多くが土色だった。

「ほう。それでは、あの魔法屋敷は、もう安全であると？」

「はい。最後にこんなものが出てきましたので、もう種切れかと」

「おお……この筆ひつ跡せきは、まさしく、彼奴きやつめの……！」

「ううむ、最後の最後まで我らギルドをからかいおって……！」

　昼でも薄暗い会議室、その暗がりに身を潜ひそめるかのように、半月状のテーブルに並んだギルド幹部たち。町と同じように土色の肌はだをした老人たちは、悠斗が渡わたした羊皮紙を奪うばい合うように読み回し、その度たびにううむとうめき声を上げた。

「景品はない、だと？　ユート殿どの、それは確かだったのかね？　その、魔法屋敷のトラップを解除することによって、魔法の品が現れたというのは……」

「なかったですね。出てきたとしたら、それを吐き出した石像ぐらいなもので、そいつだったら今も玄関ホールでにこにこ笑ってますよ」

「ぐうう……！　お、おのれ、ハロルドめぇ……！」

　それが老魔法使いの名前だった。

　悠斗からも一本取った老練な魔法使いは、今の悠斗と同じ場所に立ち、言こと葉ば巧たくみにギルド幹部たちをからかっていたのだ。それは手紙の文面と、老人たちの額に浮いた青筋が物語っており、間接的にハロルドなる老人の人ひと柄がらをうかがわせた。

　そのいたずら好きなハロルド老に、生前、自分の屋敷は魔法の宝箱であると散々吹ふい聴ちようされ、信じ込まされていたギルド幹部たちは、怒りを抑おさえるために呼吸を整え、手紙を破りたくなる衝しよう動どうを必死に抑えた。

「これだから魔法使いは……！」

　ギルド幹部の一人が呟つぶやいた言葉は、悠斗以外、周りの誰だれもが反応せず、なかったことにされた。

　魔法使いの悠斗の前で、魔法使いを侮ぶ蔑べつする言葉を吐いた老人本人ですら、それを誤ご魔ま化かすような、言い直すようなそぶりを見せず、自分の発言を完全に無視していた。

　これが老ろう獪かいというものかと、悠斗は内心、舌を巻いた。そして、死後も彼らを手玉に取ったハロルド老の知ち恵え者っぷりに、今では尊敬の念すらあった。

（俺もハロルドさんみたいに、言葉だけでこの場を切り抜ぬけられればよかったんだけどな）

　冒険者ギルドに巣食う魑ち魅み魍もう魎りようを翻ほん弄ろうするには、悠斗はまだ年若く、経験も足りていなかった。だが、彼には類たぐい稀まれなる力がある。老魔法使いハロルドさえも上回る、《マジック・ルーラー》としての力が。

　これをもってすれば、第一と第二の課題のように──いや、もしかすると、それ以上に簡単に、悠斗はギルドが出した課題を成功させることだろう。

　なぜなら、第三の課題は、他ほかのものと比べて非常にシンプルなものであるからだ。


　悠斗も《A.W.Online》で何度もこなしてきた内容。魔ま物ものの素材を取ってくるという、これ以上ないほど簡単な課題は、ほんの少しも身構えるようなものではなかった。



　目当ての魔物がいるのなら、パッと行って、パッと取って、パッと帰ってくることができる。今の悠斗にとっては、何も難しいことはない。必要とあれば、地ち竜りゆうの鱗うろこなど、二枚、三枚とそろえることができた。

　ただ、それだけに、何か厄やつ介かいな条件がついているのではないかと悠斗は危き惧ぐしていた。

　地竜、アース・ドラゴンはレベル１００のユニーク・モンスターである。通常の魔物に対し、希少種、変異種とも呼ばれる魔物たちは、出現頻ひん度どが極きわめて低く、一度倒せば、なかなか出てこないことで知られていた。

　ギルド幹部の老人たちも、それを承知で課題を出したのではないか。一度討とう伐ばつされて見失った希少種を、砂すな浜はまから金の粒つぶを探し出すかのように、広い地域から探させる。手作業で魔法屋敷のトラップの解除に挑いどませたことから、十分、考えられる話であった。

「あの、それで、第三の課題について聞きたいんですけど」

　不安に思った悠斗は、先ほどから苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたかのような表情で、テーブルの上に置かれた手紙を見ている老人たちに声をかけた。

「ああ、はい。申し訳ないですねえ。歳を取ると、一度に多くのことに意識を割さけなくって。忘れていたわけでは、ないのですよ？」

　好こう々こう爺や然とした幹部の一人が、悠斗に笑いかけた。

「第三の課題か。ははは」

　老人たちの中でも、最も厳いかめしい顔をした者が、不敵に笑った。

「地竜……あー、地竜。知ってるかね？　アース・ドラゴンを」

　そして、最年長にあたる老人が、もごもごと口を動かしながら悠斗に問いかけた。

「はあ、レベル１００のユニーク・モンスターですよね」

「おお、流石さすがに博識だ！　魔法使い殿は！」

「実に素す晴ばらしい。いや、大したものですな」

　わざとらしく悠斗をほめ称たたえてみせる老人たち。

　古代ロマリア時代の元老院であるかのように、古めかしい衣装を着て、人を上から見下す老人たち。彼らのそういった態度こそ、冒険者ギルドの権力がもたらした負の側面であるのだが、この場にそれを咎とがめる者はいなかった。

　それに、彼らには一つの確信があった。

　アース・ドラゴンの鱗をはぐのは、サウスリア王国において、古来続く度胸試だめしの一つだ。肉体を鍛きたえ上げた真の勇者が、渾こん身しんの力でもってようやくはぎ取ることができるのが、アース・ドラゴンの鱗である。

　それをひ弱な魔法使いができるはずがないと、ギルド幹部たちは高をくくっていた。

　アース・ドラゴンは、鈍どん重じゆうな魔物ではあるが、その攻こう撃げき力はレベルに恥はじないものがある。レベル50を超えた勇士でさえ、60、70とレベルを上げなければ、こん棒のような尾おがかすめただけでも大だい打だ撃げきとなるのだ。

　肉体的に頑がん強きような戦士職でさえ、耐たえ切れないほどの攻撃力。その脅きよう威いを目まの当たりにすれば、貧弱な魔法使いなど、地竜の鱗に触さわることすらできはしない。

　きっと怯おびえて、アース・ドラゴンに恐きよう怖ふして、ギルドに許しを請こうに違いない。

　他に何でもしますから、第三の課題だけは、勘かん弁べんしてください、と。

　その瞬間、冒険者ギルドは在野の魔法使いをまた一人、手て駒ごまとして入手して、彼から知識、魔法についてのノウハウを吸い上げることになる。

　魔法使いは戦士に大きく劣おとると考えている、古代ロマリアの権ごん化げのような老人たちは、こうすることで冒険者ギルド独自の魔法研究を進めていた。

　まるで奴ど隷れいを使い潰すようなやり方だったが、それだけに成果は大きく、そのことがますます老人たちの偏へん見けんを強めていった。

　魔法使いは、戦士によって管理されるもの。

　悠斗ら魔法使いにとっては迷めい惑わくな話だったが、それがこの国における、冒険者ギルドのやり方であった。

「さて、どうするね？　こちらとしては、譲じよう歩ほを考えてあげてもいいのだが……」

「相手はアース・ドラゴンだ。やつは強いぞぉ……ほほほ」

「鱗は一枚だけでいい。ふふふ、あれはいい盾たてになるのだよ」

　暗がりに潜む老人たちは、また、ねっとりとした声を上げ始めた。

　音を上げることが前提の、魔ま法ほう使つかいには厳しすぎる課題。白旗を上げさせようと、誘ゆう導どうしているかのような言葉に──しかし、悠斗は軽い調子で受け答えをする。

「鱗だけでいいんですか？　その、角とかの方がいい素材ですけど」

　自分の命ではなく、素材の価値について心配している少年。

　──気でも触ふれているのか。

　幹部の老人たちは、若き魔法使いの精神状態を疑った。

「……角、ほほほ」

「滅めつ多たなことは言うものではない。大たい言げん壮そう語ごも甚はなはだしい！」

「コウヅキ殿は、アース・ドラゴンの角の価値をご存じではないようだ。あれは熟練の職人が研けん磨ますることで、国宝級の武具となる」

「それに、角を取ってくるというのは……アース・ドラゴンの角を折るということ。数多あまたの英えい雄ゆうを屠ほふってきた、あの角を……」

「おお、向こう見ずもここまで来ると、いっそ清すが々すがしいものがありますな」

　悠斗が王都に来て、初めて、ギルド幹部らは戸と惑まどいの表情を見せた。

　その動どう揺ようを見て、悠斗は初めて、課題の難しさに気がついた。

（そういえば、レベル１００はこの世界の人にとってはかなりの脅威のはずだよな。その魔物の鱗をはいでこい、か。この人たちも、無む茶ちやぶりばっかりするなあ）

　魔ま導どう書しよを作ってこい。魔法屋や敷しきのトラップを解除しろ。そこに加えて、常人では抗あらがうことさえできないアース・ドラゴンの鱗採取だ。

　迷めい宮きゆうを破は壊かいした罰ばつと言えばそれまでだが、それにしては困難な課題に、悠斗は自分が《マジック・ルーラー》であることに感謝をしていた。

（大魔法使いの力があってよかった……ああ、でも、この力のせいで今、ここにいるんだから、そうとも言い切れないな）

　心の中で苦く笑しようする悠斗は、表の顔には何の表情も浮うかべていない。

　別のことを考えているからこその無表情からは、何の感情も読み取ることもできず、それがギルド幹部たちをますます混乱させた。

　──まさか、本当に、角を折るほどの実力があるのか？

　頭をよぎった予感に戦慄わななきながら、老人の一人は、震ふるえる手で地図を取り出した。

「そ、それでは、コウヅキ殿。この地図に示した地域に、アース・ドラゴンが徘はい徊かいしています。これを発見し、しかる後、鱗をはいで、ここに持ってきてください」

「はい、分かりました」

「っ！」

　何の気負いもない態度。

　恐怖も狂きよう気きも感じられない瞳ひとみ。

　純白の、質のよいローブを羽織った魔法使いは、ギルド幹部らに許しを請うことも、厳げん罰ばつを願うこともせず、躊躇ためらうことなく会議室から出ていった。

「ま、まさか、本当に？　本当に、地竜を……」

「バカな！　魔法使いごときに、地竜の角が折れるわけがない！」

「しかし、考えてみれば、これまでの課題、すべて苦もなく突とつ破ぱしております。あのハロルドの魔法屋敷でさえも、七日足らずで……」

「魔法使いが、それもあの若さで、そこまでやれるというのか……!?」

　悠斗が去っていき、やがて日が沈しずみ、王都は夜の帳とばりに包まれた。

　会議室の暗くら闇やみには、呆ぼう然ぜんとした老人たちだけが残されていた。




　　　　‐３‐




　冒ぼう険けん者ギルドの課題をこなすために王都にいる悠斗だが、彼はギルドの依い頼らいの他に、とある案件を抱かかえ込んでいた。

　英雄の娘むすめ、リーゼベル・フォン・ヴェルトハイム。

　悪竜を倒たおした英雄、グレイムヴァルクの一人娘であり、長い間、世せ俗ぞくの目からは隠かくされて、英才教育を受けた少女。

　彼女もまた、父親と同じ魔ま法ほう剣けん士しであり、秘伝の剣けん技ぎ【雷らい鳴めい剣けん】を使って竜すら屠る。

　それが英雄の娘、リーゼベルの──世間一いつ般ぱんに噂うわさされる、偶ぐう像ぞうである。

　本当のリーゼベルは、箱はこ入いり娘で、気弱で、軟なん弱じやくで、魔ま物もの一いつ匹ぴき倒たおせない非力な《ファイター》であった。

　サウスリア国民にこうだと目されているような、レベル50を超こえる魔法剣士などではない。蝶ちようよ花よと育てられた彼女は、その蝶一匹にすら怖こわがって、まともに剣けんを振ふれなくなるような、ひ弱な存在だ。

　ふとしたきっかけでリーゼベルの真実を知った悠斗は、あまりの不ふ憫びんさと、自分に共通するところがあるとの理由で、彼女のレベルアップに手を貸すことにした。

「たあーっ！」

　したの、だが……。

「はあ、はあ、ユートさん、どうでした？　今日の私は！」

「うん、まあ、当たりそうで当たらないよな、リーゼベルの剣って」

「そうなんですよね……」

　王都から歩いて一時間。丘おかに囲まれ、小さな窪くぼ地ちとなった草原には、今日も悠斗とリーゼベルの姿があった。

　草原を舞まう大きな蝶ちよう々ちよう、Ｇバタフライという魔物を相手取り、先ほどまでリーゼベルは剣を振っていた。

　九月になったとはいえ、昼間はまだまだ暑い。たった数分の戦いで、リーゼベルは汗あせだくとなって、しかし、魔物一匹倒せず、丘の斜しや面めんに倒れ込んだ。

「何がいけないんでしょう」

　悠斗に渡わたされた水すい筒とうの水を飲みながら、リーゼベルは首を傾かしげた。

　その動きに合わせて銀色のポニーテールがゆさりと揺ゆれて、まるでしょげている犬のしっぽのようにも見えた。

「うーん、俺は慣れの問題かと思ってたけど、なんか違ちがうみたいだな。アルマとルナは、精神的な問題だって言ってたっけ。どうもそっちのような気がする」

「私もそんな気がします。何回Ｇバタフライと戦っても違い和わ感かんがあって……自分には何かが……剣を手に取って、戦うための何かが、足りない気がするんです」

「何か、かあ」

　勇気、熱気、気き迫はく、根こん性じよう、闘とう争そう心。

　およそ戦士に必要とされるもののうち、リーゼベルに欠けているものは何なのか。

　どれも正解のようでいて、しかし、どれも違うような気がする。悩なやむ悠斗は──ふと、リーゼベルが自分ではなく、遠くを見ていることに気がついた。

「どうしたんだ？」

「いえ、少し、お父様の言葉を思い出していました」

「お父さんの言葉？」

「はい」

　去りし日のことを思い出したリーゼベルは、儚はかなげな哀あい愁しゆうを漂ただよわせながら、とつとつと語り始める。

「自分のためなら、剣は振れなくていい。だけど、他人のためなら、迷わず剣を振らなくちゃダメだ。お父様は、戦士としての心構えについて、そうおっしゃってました。それを考えると、私、自分のためにばっかり剣を振ってるから、あんなによわっちい魔物も倒せないのかなあ、って」

　リーゼベルが強くなろうとしているのは、極きよく端たんに言えばすべて自分のためだ。

　英雄の娘として恥ずかしくないだけの力をつけるため。演技をする必要もないほどに、地力を上げて、《マジック・フェンサー》になるため。

　父の名めい誉よという言葉はあるものの、それでどうこうなるのは、結局リーゼベルだ。

　彼女は鍛たん錬れんに励はげめば励むほどに、何のために戦うのか、父の言葉について考えるようになっていた。

「難しい問題だよな……」

「です……」

　丘の斜面に並んで座り、空を見上げる悠斗とリーゼベル。

　九月を迎むかえた空は青く澄すんで、無限に広がって、人間の悩みなど小さなことだと語りかけてくるかのようだった。

「そうだ。明日あした、地ち竜りゆうの鱗うろこをはぎに行くんだ。何なら、見学しに来るか？」

「え？　地竜って………………あああああアース・ドラゴンですか!?　自殺しに行かれるのですか!?」

　空を見上げていた悠斗は、名案を思いつき、膝ひざを叩たたいた。

　リーゼベルは、食事にでも誘さそっているかのような気安さでとんでもないことを言い始めた悠斗を、目を見開いて見つめていた。

　そんな彼女の姿に、少し説明が足りなかったと思った悠斗は、課題や経いき緯さつについて話し始める。

「違うって。ギルドの最終課題でさ。アース・ドラゴンの鱗を取ってこいって言われててさ。だから、明日、アース・ドラゴンがうろついている山に行こうかなと」

「でもでも、アース・ドラゴンですよ？　あのお父様が苦戦した相手ですよ!?　ユートさん、不安にはならないのですか？」

「ん、まあ、何とかなると思う」

「はー……ユートさん、すごいですねえ」

　心の底から感心し、ぽかんと口を開くリーゼベル。

　彼女は、アース・ドラゴンを相手にしても動じない悠斗を、まるで勇者のようだと思っていた。

　そして──。

「遠くから見られるようにするし、アルマやルナを護衛につけるし……度胸をつけるのに、どうだ？　それとも、止やめとくか？」

「……いえっ！　見に行きます！」

　そして、英雄のような悠斗のそばにいられたら、自分も変われるはず。

　そのような予感を抱いだいたリーゼベルは、一念発ほつ起き、気合を入れて、アース・ドラゴンの鱗はぎに同行することにした。




　地竜の別名でも知られる亀かめのような竜、アース・ドラゴンは、サウスリア国内全土に出しゆつ没ぼつするユニーク・モンスターである。

　岩石のような甲こう羅ら。カイト・シールドのような鱗。大だい蛇じやのような尾お。短くも大樹の幹のような手足。自身の甲羅さえも貫つらぬく硬こう度どの角を持ち、これを自在に振ってみせる大地の竜は、古来人々の畏おそれの対象だった。

　この巨竜の鱗は、はいで持ち帰っただけで、その者は強つわ者ものと称たたえられた。硬かたい甲羅を砕くだき割り、これを倒した者は英えい雄ゆうと謳うたわれた。そして、黒ダイヤのようなその角は、王へと献けん上じようされて、国家繁はん栄えいの象しよう徴ちようとして飾かざられた。

　巣や迷宮から移動しない魔物の中では珍めずらしく、気まぐれに住み家を変えては、その地に生息する魔物を食べてしまうアース・ドラゴン。この魔物は、土地によっては大地母神の使いとして崇あがめられていた。

　──だが、忘れてはならない。

　優すぐれた素材が獲とれるから、魔物を食べてくれるからといって、うかつにこれに近づいてはならない。

　相手はレベル１００のユニーク・モンスター。魔物なのだ。

　人間など、気まぐれついでに踏ふみ潰つぶされてしまう。ご利益を得ようと触さわりに行けば、滑なめらかに動く尾で叩き潰されてしまう。

　鱗をはごうなど以もつての外だ。そのようなことをすれば、いつかはアース・ドラゴンの逆げき鱗りんに触ふれるだろう。

　遠きに見て、決して近寄らず。

　人とアース・ドラゴンの距きよ離り感かんは、臆おく病びようなくらいでちょうどよかった。




「おっ、ここにアース・ドラゴンがいるのか」

　地図を片手に王都近くの山へとやってきた悠斗は、手でひさしを作って、きょろきょろと辺りを見回す。

「そんな風には見えないけどな」

　彼の視界には、綿毛のようなコットン・ラビットや、生やしたひげ根で歩き回るプラント・シードなど、人じん畜ちく無む害がいそうな魔物しか映っていなかった。

　どれもレベル10程度の、子どもでも倒せる雑ざ魚こばかり。こんなのどかな山の中に、本当にアース・ドラゴンはいるのだろうか。

　さほど標高もなく、険しい崖がけもない山を見上げながら、悠斗は怪け訝げんそうな顔でアース・ドラゴンの姿を探していた。

「というか、王都にこんなに近いのに、討とう伐ばつ隊は組まなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「アース・ドラゴンは魔物しか食べませんからね。ある程度離はなれていれば、滅めつ多たなことでは町の方へは行かないと思いますよ」

「なるほどな」

　悠斗の隣となりに控ひかえていたルナリエッタが、主人の疑問に答えた。

　彼女の知識はどこで学んだものなのだろうか。14歳のリーゼベルと、15歳のアルマ。二人の少女と同年代に見えるメイドは、賢けん者じやのように物知りだ。

「でも、私たちの村のように、近くに魔物の巣がある村は、時々、地竜の被ひ害がいに遭あうんです。ディルカ村も、過去、巨きよ大だいな地竜に襲おそわれて、壊かい滅めつ状態に陥おちいりかけたと聞いたことがあります」

「んん？　そいつは誰だれかが倒たおしたのか？」

「え？　その時も、神さまが助けてくれたじゃないですか」

「身に覚えがないんだけど？」

　ルナリエッタとは違い、アルマはとても分かりやすい少女だ。

　裏表がない巫女みこは、何を考えているのか、何を感じているのかがすぐに顔に表れて、それは時々、悠斗を困こん惑わくさせた。

　信しん仰こう心を向けられる、というのがその最たるものなのだが──慣れとは恐おそろしいもので、悠斗はアルマの信仰に、大きく反発していない自分を感じていた。

「ここここここに、ああああアース・ドラゴンが、いるんですねっ!?」

「お前はちょっと落ち着こうか」

　いつものメンバーに加えて、今日はゲストがいた。

　訓練の際に着る服装に加え、両りよう腕うでに籠こ手て、左ひだり腕うでに円形小型盾たてのバックラーを装着したリーゼベルは、体の震ふるえでそれらの装備をガチャガチャと鳴らしている。

「大丈夫、平気でし！」

「思いっきり嚙かんでるじゃねえか。まあ、いいから、あれを見てみろ」

「あれ？」

　緊きん張ちように震えるリーゼベル。

　彼女の肩かたをつかんだ悠斗は、ぐるりと体を回してルナリエッタがいる方へ向けさせる。

「おやおや、手間がかかりますね」
















　人間を見つけて、近づいてきたコットン・ラビットを、ルナリエッタはほうきの一掃はきでかき消した。サッサッとほうきが動かされた場所には、いたはずの魔ま物ものの姿はなく、代わりに魔ま素その煙けむりが線せん香こうのように一筋上がった。

「なっ……!?」

　続くプラント・シードはほうきで一まとめにされ、松明たいまつで火をつけられて、一気に燃え上がって消しよう滅めつした。やはりここでも、弔とむらいの場であるかのように、薄うすい紫むらさきの煙が立ち上っては消えていった。

「ルナリエッタさんって、すごいですよね。ほうきで魔物を倒すなんて……あれって、もしかして、神木か何かでできているんですか？」

「いや、俺にも分からん……触った感じ、普ふ通つうのほうきなんだけど……」

　悠斗とリーゼベルがひそひそ話をしている間にも、ルナリエッタは目ぼしい魔物をすべて掃き終わって、魔物が落とした素材は大事にバスケットの中に入れていた。よくできたメイドであった。

「私もいつかはあんな風に、ちょちょいのぱっぱで魔物を倒せるようになったらいいんですけど……」

「大丈夫ですよ」

「アルマさん」

　ルナリエッタの優ゆう秀しゆうな働きに、自信をなくしかけるリーゼベル。

　彼女に優やさしく話しかけたのは、巫女であるアルマだ。

　流石さすが、神職といったところか、彼女は悩なやめる子羊に、励はげましの言葉をかけて──。

「大丈夫ですよ、リーゼベルさん。ほら、こうやって、こう。鳥ちよう獣じゆうの形の魔物は、頸けい動どう脈みやくを切り裂さくことで簡単に倒せますよね？　神さまに供く物もつを捧ささげる時の要領と同じですよ。リーゼベルさんも、お庭の鶏にわとりを絞しめたことはありますよね？　怖こわくないですよー。ほら、怖くない。もう消えてなくなっちゃいました」

「私はアルマさんが一番怖いです!!」

　もこもこのコットン・ラビットの耳をむんずとつかみ、右手に持った鉈なたで素す早ばやく魔物の首をかっ切るアルマ。

　飛び散った血しぶきと、光を失ったかのようなアルマの暗い目に震え上がったリーゼベルは、顔を真っ青にして悲鳴を上げた。

「怖くない。怖くない……ね？」

「怖い！」

　即そく答とうだった。

「ほら、馬ば鹿かなことやってないで、アース・ドラゴンを探すぞー」

　三人の少女がそれぞれに動き回っていた間、悠斗はアイテム欄らんから悠ゆう久きゆうの杖つえを取り出して、それを地面に突つき刺さしていた。

「ユートさん？　何を……」

「ちょっと下がってろ」

「あ、はい」

　杖を前に両手を開いた悠斗。彼に言われ、リーゼベルは二歩、三歩と下がっていく。

　アルマは見たことがある光景だった。ルナリエッタは、知ってか知らずか、ちょうどいい位置まで下がっていた。

　それを確かく認にんした後に、悠斗は手に力を込めて、一つの魔ま法ほうを発動させた。

「いくぞ。【長距離Ｍマジツク・Ｍミサイル】！」

　瞬しゆん間かん、悠斗を中心に、光り輝かがやく魔法陣じんが広がっていった。

　幾き何か学がく模様がいくつも描えがかれた円えん陣じんは、リーゼベルの母が編むレースよりも複雑な模様で、それがゆっくりと回転しながら空へ向かって浮うかび上がっていく。

「生体反応走査」

　そう呟つぶやいた悠斗の目は、魔法陣と同じように、青い燐りん光こうを湛たたえていた。

　彼の目は、はるか彼方かなたを見つめるように、焦しよう点てんが遠ざかっていく──。

「目標、魔物。レベル50以下、走査結果から排はい除じよ」

　悠斗の目の光が、チカチカと瞬またたき始めた。

　彼の目には一体、何が映っているというのだろうか。

　この世ならぬ光景に、リーゼベルはごくりと固かた唾ずを吞のんで、なりゆきを見守って──。

「見つけた」

　その言葉で、リーゼベルはハッと我に返った。

　彼女の意識を奪うばった魔法陣は、いつの間にか消失しており、それを生み出していた悠斗の目も元の黒色へと戻もどっていた。

　あれは白昼夢だったのか。まだぼんやりとする頭を動かしながら、リーゼベルは先ほどの現象について思い返そうとする。

　だが、それよりも早く、誰かが彼女の背中を押した。その衝しよう撃げきで、リーゼベルの視界は急速に現実みを取り戻していった。

「ほら、行くぞ。森の奥にいるっぽい」

「あ……は、はい！」

　リーゼベルの肩に手を載のせ、屈くつ託たくなく笑う若き魔法使い。

　彼について行けば、この先、どのような不可思議に出くわすことになるのだろうか。

　訓練のことを別にしても、リーゼベルは、悠斗が見せてくれる景色を、もっともっと見てみたいと思っていた。




　　　　‐４‐




　クーティア＝フレーニは、さびしがり屋の女の子である。

　親しい人といつもいっしょにいたがるし、そういった人に甘えることは、彼女にとって何よりの幸せであった。

　犬いぬ獣じゆう人じんの子どもは人ひと懐なつっこいというが、彼女のそれは、個人の性格によるものだ。

　明るく元気で、甘えんぼで、さびしがり屋で、いつも誰だれかのそばにいるクーティア。

　彼女の周りには、自然と人が集まって、それは優しげな輪となっていた。

「おう、クーちゃん。飴あめちゃんいるか？」

「クーちゃんクーちゃん。チョコはいるか？」

「今日も元気だねー。うらやましいよ」

　悠斗たちにくっついて、クーティアが『けるべろ亭』にやってきたのは、十日ほど前のことだった。

　見たことがない王都に行ってみたかった気持ちは、前々からあった。

　たまに村に帰ってくるプティの住む町に、一度行ってみたかった。

　ディルカ村の何倍も、何十倍も大きな町。王城があって、コロッセオがあって、たくさんの家があって、それをぐるりと囲む城じよう壁へきがある。

　小さな村で育ったクーティアには、夢見ることもできない町だった。

　どんなところなんだろう？　どんな感じなんだろう？

　幼い犬獣人の女の子は、ディルカ村の実家、『三匹びきの子犬亭てい』を利用する冒ぼう険けん者たちから話を聞いては、おもちゃ箱のような王都を頭の中で組み上げていた。

　そして、そこにいつか行ってみたいと思うようにもなってきた。

「クーちゃん、お茶飲むか、お茶」

「バカ、子どもには牛乳が一番だ」

「はっはっはっ……里の娘むすめも今はこれぐらいかなー。くぅー！」

　さて、念願叶かなって王都へとやってきたクーティアだが──彼女はここでも人の輪を作り、職人たちから娘や孫のように可愛かわいがられていた。

「あーあー、流石、フレーニ家の娘だね。早さつ速そく、男どもを虜とりこにしているよ。あの子、大きくなったら美人になるよ。あたしみたいに、男どもが放ほうっておかない女になる」

「え？　プティさん、それって何かやだなー」

「どういう意味さっ！」

　小こ柄がらなプティの大きなお腹なかに押され、眠ねむそうな目をした給きゆう仕じの女は、口にしていたお茶を噴ふき出した。

　それをもったいなさそうに拭ふいていた彼女は、仕事の時間となり、店を出ていった職人たちに間延びした声をかけて、自分は休きゆう憩けいかと息を吐ついた。

「ねえねえ」

「んー？」

　そこで、髪かみの色とおそろいのメイド服を着たクーティアが、女に声をかけた。

「みんな、どこに行ったか知らない？」

「あー、ユートちゃんたちね。あの子なら、確か……」




　クーティア＝フレーニは、さびしがり屋の女の子である。

　王都に行きたいという夢はあったが、それ以上に、親しいアルマやルナリエッタ、それに悠斗と離はなれ離れになりたくなかった。

　彼女は懐なついた相手といっしょに、毎日、顔を合わせるような生活が送りたかっただけ。

　それだけの理由で王都に付いてきた彼女は、それだけに、ほんのちょっぴり、不満があった。

　いっしょにいたいから王都に付いてきたのに、最近、悠斗は忙いそがしそうにしている。

　今日はアルマやルナリエッタまでいなくなった。『けるべろ亭』に残されたのは、さびしがり屋のクーティア一人。

　わがままを言って、悠斗たちを困らせるような歳ではなかった。

　しかし、さびしさを他ほかのことで紛まぎらわせるほど、大人でもなかった。

　結果として、クーティアは、いたずら心も働かせ、出かけたユートたちの後をつけることにした。

　はぐれたらいけないので、スフレは給仕の女に預け、服を着き替がえて、出かけていったクーティア。

　鼻が利きく犬獣人は、方角さえ分かっていたら、追つい跡せきなどお手のものだ。

　鼻をひくひくと動かして、王都から出ていき、北西へとどんどん歩く。

　街かい道どうを歩き、横道に逸それ、匂においを辿たどってクーティアは歩く。

　やがて、二時間ほど歩き通して、クーティアは悠斗たちの匂いが濃こく残る山のふもとへたどり着き──。

　──そして、そこで魔ま物ものに襲おそわれた。




　リーゼベルは道に迷っていた。

　元来た道へ戻ろうとして、なぜか見知らぬ道を歩いていた。

　一体、何が起きたというのか。ワープ罠わなでも発動したのか。

　不可思議な怪かい奇き現象の正体はただの方向音おん痴ちであり、それを自覚していないリーゼベルは、何か魔法がかけられたのかと本気で思い込んでいた。

（お花はな摘つみをするだけなのに、あんなに離れなきゃよかった）

　生理現象である。催もよおすのは仕方がないことであり、そのために、一時的に集団から離れるのは当然のことでもあった。

　ただ、リーゼベルは、少し大きな羞しゆう恥ち心しんのせいで、自分で思っていたよりも悠斗たちから遠くへ離れてしまっていた。

　これを森の魔ま女じよの仕し業わざであるとするならば、ヒマな魔女もいたものである。

　お菓か子しの家にも招かれていないのに、勝手にへっぴり腰ごしになっているリーゼベルは、おっかなびっくり、木々に覆おおわれた山道を下っている。

「おかしいな……そろそろ、元の道に戻ってもいいのに」

　本気でそう思っている辺り、リーゼベルの天然さがうかがえる。

　それで戻るための進路とは正反対へと歩いているのだから、これはもう、一つの才能であると言ってもよかった。

「あ、れ？　見覚えがあるけど……これって、入り口だよね？」

　狩かりゆ人うどたちが整備した、山道へ続く最初の階段が、リーゼベルの目の前に現れた。

　土の中に木材を埋うめて作られた、簡易的な階段。それはリーゼベルたちが確かに進んだ道であり、その下には、悠斗が大魔法を発動させていた平地があった。

「もしかして、私、迷ってた？」

　もしかしなくともそうである。事ここに至って、ようやく事態を吞み込めたリーゼベルは、急いで山道を上がっていこうとして──止やめておいた。

　Ｇバタフライ一いつ匹ぴき倒たおせない自分では、悠斗たちと合流する前に魔物に殺されてしまう。

　ここの魔物は、自分よりもレベルが低いものばかりだが、剣けんが当たらなければ倒せない。

　そう考えたリーゼベルは、情けないとは思いつつも下山して、魔物に目をつけられない位置で、悠斗たちの帰りを待つことにした。

　賢けん明めいな判断であった。身の程ほどを知っているからこその決断はいつも正しいものであり、こと逃にげに関しては、リーゼベルは誰よりも正しい感覚を身につけていた。

　──それでも、情けないものは情けなかった。

　自分の無力感を嚙かみしめながら、リーゼベルはとぼとぼと階段を下りていき、

「……や、やああっ!?」

「……え？」

　途と中ちゆう、誰かの悲鳴を耳にした。

「えっ、誰っ!?」

　リーゼベルは辺りを見回したが、声の主は見つからなかった。

　しかし、気配だけはある。リーゼベルの鋭えい敏びんな感覚は、一度捉とらえた気配を、木々や茂しげみの向こうにあっても感じ取っていた。

「誰かいるの……!?」

　少し離れた場所にある、山のふもとの平原に──犬獣人の子どもが、飛び出してきた。

「いやっ！　やーっ！」

（子どもっ!?）

　ふわふわとした髪の、小さな犬獣人の女の子だった。

　名前をクーティア＝フレーニという少女は、悠斗たちを驚おどろかせるためにこっそりと後をついてきて、そこが魔物の住む山とは知らずに入り込んでしまった。

　すると、茂みに潜ひそんでいたプラント・シードは、すぐに獲え物ものにひげ根を伸のばし、そこにコットン・ラビットが飛びついてきた。

「はなしてっ！」

　足元にがっちりとプラント・シードのひげ根がからみつき、三匹のコットン・ラビットに集たかられたクーティアは、《ビギナー》とはいえレベルは24もある。本来ならば、レベル10程度の魔物に後おくれを取ることはないのだが──今回ばかりは、状じよう況きようが悪かった。

　寄って集って、嬲なぶるように攻こう撃げきを受けているクーティアは、自じ慢まんの足を活いかすこともできず、体を丸めて、体を振ふった。しかし、魔物たちはそんなことで離れはせずに、さらに幼子に体当たりをかけ、ひげ根を締しめつけ、彼女を痛めつけている。

（助けなきゃ……）

　クーティアが自分に置き換かわったかのような姿を幻げん視ししたリーゼベルは、手を震ふるわせながらも、剣の柄つかに手をかけた。

（助けなきゃ、あの子、死んじゃう……）

　そうだ。もう間もなく、クーティアは体力が尽つきて、そのまま魔物に喰くわれてしまう。

　レベルが低いとはいえ、見た目が可愛らしいとはいえ、魔物は魔物、人間に仇あだなす存在である。

　このままリーゼベルが手をこまねいていたら、クーティアは死んでしまう。

　それを見すごすことは、英えい雄ゆうの娘にはできることではなかった。

（助けなきゃ!!）

　シャリン、と鈴すずを鳴らすような音が響ひびき、木こ漏もれ日が降り注ぐ山道に、一いつ瞬しゆん、三日月が現れた。

　革かわの胸当てと銀色の籠こ手て。鈍にび色いろのバックラーを左ひだり腕うでに備えたリーゼベルは、軽装戦士のような出いで立ちにも見える。

　だが、彼女は生きつ粋すいの《ファイター》であり、未来の《マジック・フェンサー》である。

　右手に持つ剣で、真正面からぶつかっていき、あらゆる敵を切り捨てる。

　それが、戦士というものであり、彼女が夢見る英雄というものだった。

（お父様……ユートさん……私に力を貸してくださいっ！）

　体はまだ震えていた。

　しかし、視界は定まっていた。

　その中心、少女を害する魔物たちへ、リーゼベルは剣の切っ先を向けた。

「はっ！　やあっ！」

　風のように走り抜ぬけたリーゼベルが、まず一いつ閃せん。返す刀で足元へ一閃。

　それだけで、コットン・ラビットは感電したかのように飛び退すさり、プラント・シードのひげ根は断たち切られた。

「たあっ！　はああっ！」

　クーティアの無事を確かく認にんし、リーゼベルは再び剣を振るう。

　悠斗が見み惚とれた美しい剣の軌き跡せきが、実戦でもそのまま現れて、その金属質な輝かがやきは、コットン・ラビットを両断していった。

「あっ!?　く、ううっ！」

　前ばかりを向いて、足元に注意がいっていなかった。

　ひげ根を再生させたプラント・シードが、リーゼベルの足首にからみつき、渾こん身しんの力でこれを折ろうとする。

　剣で切ろうにも、ひげ根は根元から密着して押しつけられて、本体は背中の方へと回っていた。

「う、ううう～……ら、【ライトニング】!!」

　突とつ然ぜんの窮きゆう地ちに、リーゼベルは覚かく悟ごを決めて、自分の体に電でん撃げき魔ま法ほうを流した。

　視界が明めい滅めつし、体に痺しびれが走り抜けていったが、それはプラント・シードにも伝でん播ぱして、魔物は痙けい攣れんしながらボロボロと崩くずれていった。

「はあ、はあ、はあ、こ、これで全部……」

　恐きよう怖ふではなく、痛みで震える脚あしに力を込めて、辺りをぐるりと見回すリーゼベル。

　魔物の脅きよう威いは去った。そう、彼女が判断しかけた瞬しゆん間かん、

「うううっ！　ま、まだ！」

　上空から、目ばかりがぎょろぎょろと大きい、奇き妙みような黒鳥が急降下をしかけてきた。

　リーゼベルはこれをバックラーで防ぎながら、間近でその魔物を目にした。

　歪ゆがんだくちばしで、子どもや小動物の目玉を喰らうと言われるコボリー。

　悪名高き怪かい鳥ちように、ゾッと背筋を震わせたリーゼベルは、コボリーの目が自分の後ろへ向けられていることに気がついた。

（こいつ……あの子を、食べる気だっ!!）

　恐怖ではない。怒いかりではない。

　カッと湧わき上がる気持ちが、力の抜けかけていたリーゼベルの体を奮い立たせ、彼女はその勢いのままにコボリーを大きく突つき飛ばした。

『ケエエェェェ！』

　ゼロ距きよ離りからのシールドバッシュに、あわや墜つい落らくしかけるコボリー。

　怪鳥が体勢を立て直す前に、リーゼベルは右手の剣に意識を集中させる。

「【クレッセント・キャリバー】ァァァ!!」

　クーティアの目玉を狙ねらった鳥が、再び空を飛ぶことがないよう、リーゼベルは全身全ぜん霊れいで右手の剣を大きく振った。

　怪鳥を両断した三日月は、上空へと飛んでいき、やがて空にうすれて見えなくなった。




　──戦いは、静かに終わっていた。

　クーティアを襲ったすべての魔物は、本来の実力を発揮したリーゼベルに切り伏ふせられた。幼子の目玉を狙った怪鳥コボリーも、今は魔ま素その粒りゆう子しすら残さずに、大気に溶とけて消えてしまった。

「お姉ちゃん、だ、だいじょうぶ？」

「うん、平気……ちょっと疲つかれたかな」

「よかったぁ……」

　駆かけ寄ってきたクーティアの笑え顔がおを見て、リーゼベルは心の底から安あん堵どした。

　この幼子を、助けられてよかった。自分の体が、肝かん心じんな時に動いてよかった。

　もしかしたら自分は、いざという時になっても剣を振れないのではないか。そう思っていただけに、今回、リーゼベルは、ある意味ではクーティア以上に救われていた。

　何も無む駄だではなかった。

　一人で剣を振っていたことも、魔ま法ほう使つかいの助力を受けたことも。

　そして、父のような英雄を夢見たことも。

　何も無駄ではなかったのだと、リーゼベルは、一ひと粒つぶの涙なみだをぽろりとこぼして──。




　巨きよ大だいな気配に、凍こおりついた。




「あ、あああ……!?」

　足音だけで体がすくんだ。それが木々をなぎ倒す音だけで心が萎い縮しゆくした。山の木々の向こうに見え隠かくれするそれの体に、脳が理解することを拒きよ否ひし始めた。

　アース・ドラゴン。

　山海の支配者。

　魔ま物ものを喰らう魔物が、餌えさを台無しにされたことを怒おこっているかのように、真っ直すぐにリーゼベルの下もとへと向かってくる。

「だい、大だい丈じよう夫ぶ。私が、わ、私が、守ってあげるから……」

　震える手でかろうじて剣を構えているリーゼベルの背中で、かわいそうなほどにクーティアは怯おびえていた。

　二人とも、逃げるという選せん択たく肢しは思い浮うかばなかった。

　それほどまでに、彼女らの足は恐怖で機能を失っていた。

「あ、あ、あ……！」

　──来る。

　魔物が、来る。

　ほら、すぐそこに。山道の中央に。アース・ドラゴンの姿が見える。

「あ、あ、あああ……！」

　アース・ドラゴンは、凶きよう悪あくな見た目に反し、目だけはつぶらだった。

　黒曜石をはめ込んだかのように、つるりとした──無機質な目。

　その漆しつ黒こくの瞳ひとみに見つめられた時、リーゼベルは──。

　死を、覚悟した。




「【ヘブンズ・レイ】!!」




[image: ]

　空中に、白い線が引かれた。

　死を目前とし、どこまでも停てい滞たいしていくリーゼベルの視界の中で、それだけは鮮せん明めいなものとして映っていた。

　アース・ドラゴンの脳天に、吸い込まれるようにして下りてきた、真っ白な線。

　それは、雲のような白さ。

　ある魔法使いのローブの色を連想させる純白さで、溶よう岩がんが冷えて固まったかのようなアース・ドラゴンの体と比ひ較かくして、あまりにきれいな白だった。

　──ああ。

　リーゼベルが、感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした瞬間。

　アース・ドラゴンの脳天から喉のどにかけて、純白の光線が貫かん通つうした。

「大丈夫か!?　リーゼベル！」

　直後、リーゼベルの下へ、若き魔法使い──上こう月づき悠斗が駆けてきた。

　先ほどの魔ま法ほうは、彼が行使したのだろうか。

　考えられるだけの頭が、今のリーゼベルにはなかった。

「かみさまっ！」

「クーティア!?　お前、こんなところで何してるんだ!?」

「か、かみさ、かみさまぁぁあ！」

　現れた悠斗の胸に向かって、クーティアが泣きながら飛び込んでいく。

　悠斗は何かを聞きたそうにしていたが、すぐに諦あきらめ、震ふるえるクーティアの体を抱だきしめた。その温かな感かん触しよくに、クーティアはますます声を上げて泣きじゃくる。

「うわあぁぁああ～……！　かみさまぁぁ……！」

「ああ、よしよし、もう大丈夫だからな。ほら、そんなに泣くな」

「ぁぁぁ～～～……！」

　ごめんなさいの言葉も出ずに、クーティアは悠斗の体にしがみつき、細く高い声を上げた。ぼろぼろと涙をこぼすクーティアの背中を優やさしくなでながら、悠斗は大丈夫だ、もう安心だと声をかけた。

　彼の背後で、アース・ドラゴンがゆっくりと魔素へと変わっていく。

　角や鱗うろこを大地に残しながら、巨大な亀き竜りゆうは、紫むらさき色いろの煙けむりとなって蒸発していく。

（た、助かったんだ、私……）

　自分の体に吸い込まれていく紫色の煙に手で触ふれながら、リーゼベルはあのアース・ドラゴンが倒たおれたのだということを強く、強く、実感していた。

　空気を抜ぬいた風船のようにしぼんでいくアース・ドラゴンと、それを気にも留めず、ただ、泣きじゃくる幼子をあやす若き魔法使い。

　一枚の絵画のような、英えい雄ゆう劇の一場面のような。

　非現実的な光景を目にしながら、彼女が感じていたのは、温かな命の鼓こ動どうだった。

（ユートさん……）

　助けるはずが、助けられた。

　自分の至らなさを、痛感させられた。

（私も、いつかは……）

　膨ぼう大だいな魔素の粒子に包まれて、光り輝かがやく一人の大魔法使い。

　彼の姿に、いつかはこうなろうと憧あこがれを抱いだいて──。

　リーゼベルはへたりと腰こしを下ろした。
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「まさか、地ち竜りゆうを倒してしまうとは……！」

「鱗をはぐという課題ですら、怯え、すくむ者も多いというのに！」

「だが、結果が出ておる。やつは角を持ち帰った！　信じぬわけにはいくまい……」

　この日、冒ぼう険けん者ギルド本部の会議は紛ふん糾きゆうしていた。

　灸きゆうをすえる意味で用意した課題を、すべて易やす々やすと片付けられた幹部たちは、額に脂あぶら汗あせを浮かべて悠ゆう斗とのことを話し合っている。

「いつ音を上げるかと思っていたら、地竜を倒してのけおった……」

　できないことが前提として用意された課題。

　出すぎた杭くいを打ち、かつ、失敗を許すことでギルドの度量を見せつけるという小細工。

　それをたやすく乗り越こえた魔法使いは、一体、何者なのか。

「そういえば、ディルカ村では神と崇あがめられているそうですな」

「まさか、本物の神……？」

　疑ぎ惑わくが渦うず巻まく冒険者ギルド本部。

　──もしかして。いや、まさか。

　神という存在が、あのような姿であるわけがない。

　神をも畏おそれぬ冒険者とは言われているが、彼らに信しん仰こう心がないわけではない。

　むしろ、聖都を国内に抱かかえるサウスリア王国では、冒険者であっても敬けい虔けんな者は少なくはなかった。

「いや、よくて英雄だ。神などではあるまい」

「英雄か……リーゼベル様は、最初から見み抜ぬいておられたのだろうか」

「英雄は英雄を知るというものですか？」

「バカなっ！　貴様らどうかしているぞ！　あの無礼な凡ぼん夫ぷが英雄だと？　あの庶しよ民みんのような見た目の子どもが、英雄だと!?　冗じよう談だんはよしてくれ！」

「ああ、でも、私にはどうやって地竜を倒すのか、予想すらできない！」

　超ちよう常じよう的な悠斗の力に、冒険者ギルドの幹部らは、完全に恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。

　それだけ、彼らにとって地竜という魔物は絶対的な存在だったのだ。

　大地が決して失われないように、山が決して動かないように、地竜が人間に倒されることなどあり得ない。それをなし得るのは、勇者や聖女といった、竜と並んで超ちよう越えつ的な存在であり、グレイムヴァルクのような傑けつ出しゆつの英雄だけだった。

　──ならば、あの少年も、そういった存在なのか？

　それを考えるのが怖こわくて、会議は紛糾していると言えた。

　挑ちよう発はつ的な言動を送った。完全に見下した態度を見せた。上こう月づき悠斗という少年は、一体、自分たちをどう思っているのだろうか。

　良くは思っていないはずだ。もしかすると、敵対心を持っているかも。地竜を倒した大魔法で、自分たちに復ふく讐しゆうをするかもしれない。

　まだ見ぬ復讐鬼きの姿に、顔を青ざめさせる八人の幹部。彼らが、遂ついには言葉も失い、脂汗を滴したたり落とし始めた時。

　会議室に、一人の訪問客が現れた。

「おや、みなさんおそろいで」

　言葉から飄ひよう々ひようとした性格が感じられる壮そう年ねんの男。

　白しら髪が交まじりの灰色の髪かみを、後ろになでつけてまとめている上品な紳しん士し。

　ゆったりとしたローブを引きずって、片手に黒こく檀たんの杖つえを持ったその男は、

「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちよう……一体、何の用件だ」

　サウスリア王国で、宮廷魔術師の長おさを務める人物だった。

「いえ、みなさん、例の少年について悩なやんでおられるとお聞きしたので、少しばかり助言をと思いまして」

「いらんいらん！　帰れっ！」

　冒険者ギルドと宮廷魔術師隊は、同じ国内にありながら、利益を奪うばい合う犬けん猿えんの仲である。隙すきあらば相手のテリトリーで、何か成果を挙げることを画策している彼らは、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士でもあった。

　その敵対組織のトップが、こうして姿を見せたのだ。冒険者ギルドの幹部たちが、条件反射のように追い出そうとしたのは無理からぬ話であり、宮廷魔術師長がここにいるということは、否いや応おうなく悪い予感を覚えさせることだった。

「結論から言うと、彼は『本物』です。私、この目で確かめてきました」

「なっ……!?」

　抜け目ないキツネめ。という、憎にくまれ口さえ出なかった。

　一体、どうやって？

　いつ、例の少年と、宮廷魔術師長は接せつ触しよくした？

「いいですよ、彼は。彼もまた、魔術の深遠を知る者のようです。底が知れない……冒険者ギルドなど、彼が本気を出せば、建物ごと消しよう滅めつさせられるでしょう」

「……っ！」

　冒険者ギルドの幹部たちは、百面相のように表情を歪ゆがめては、顔を青くし、白くした。

　宮廷魔術師長は、時に軽口を叩いて人を翻ほん弄ろうするが、このようなウソはつかない男だ。

　こと魔法に関しては、彼は誰だれよりも誠実であり、彼が魔法でできると言ったら、それは現実となり得ることなのだ。

　破は滅めつ的な宣告に、とうとう頭を抱えてうなだれる幹部たち。彼らの前で、宮廷魔術師長は穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

　悠斗がこの場にいたのなら、果たして、彼が行商人と──フォレスト・バオブーに襲おそわれていた男性だと、気づくことができただろうか。それとも、あの場の『演技』が見抜けなかった悠斗には、難しいことなのか。

「次は私にお任せください。なに、きっといいようにします。国家のため、サウスリアのため、私は彼を有効活用しましょう」

　役目のためなら魔ま物ものに襲われ、みっともなくわめき散らし、滂ぼう沱だの涙なみださえ流してみせる変へん幻げん自じ在ざいのトリック・スター。

　国王をして得体が知れないと恐おそれられた壮年の男は、会議室の入り口へと振ふり返り、うやうやしく頭を下げる。

「万ばん事じ、私にお任せください」

「──ああ」

　凛りんとした声に、冒険者ギルド幹部がハッと顔を上げた。

　そこには、サウスリア国民なら……王都で暮らす者なら、知らないはずがない人物が立っていた。


〈了りよう〉









　あとがき







『神様チートライフ』一巻が出てから、早くも三か月が経ちました。

　この本が出るころには、夏も終わりに近づいていることでしょう。

　それでも残暑厳しい九月、みなさま、いかがお過ごしでしょうか？

　私こと気きがつけば毛け玉だまは、ファミレスに避ひ難なんして小説を書いていると思います。

　クーラーが効いていてコーヒー飲み放題だなんて、ファミレスは楽園か……。

　多くの先せん輩ぱい方がファミレスで執しつ筆ぴつしているわけを、今さらながらに実感している毛玉でした。




　さてさて、『神様ライフ』二巻、いかがでしたでしょうか？

　舞ぶ台たいを村から王都へ移し、悠ゆう斗との認にん知ち度どもそれに合わせて大きくなっていきます。序盤こそ「神様など笑しよう止し千万」と鼻で笑われていましたが、最後の場面では冒ぼう険けん者ギルドの幹部も「え？　もしかして本当に神様？」と疑り始めます。

　本人が違ちがうといったところで、もう目をつけられてしまったわけですから……これから先の悠斗の苦労が偲ばれますね。

　そんな彼の癒いやしとなり得るのが、見み目め麗うるわしいヒロインたちなのですが、

１、狂きよう信しん者。放ほうっておくと勝手に信者を増やしそうで怖こわい。

２、ドＳメイド。定期的にしかけられるイタズラが怖い。

３、ドジっ子。貧弱すぎて、見ているだけで不安になる。

　このラインナップですよ。

　心休まる時がないというか……オアシスと思ったら蜃しん気き楼ろうだったというか……。

　しかし、ご安心ください。『神様ライフ』には、癒しの権ごん化げとも呼ぶべきヒロインが存在します。それこそがクーティア。作中でも度たび々たび、主人公を癒しているこのケモっ子幼女こそが、殺さつ伐ばつとした『神様ライフ』には必要不可欠な存在であり……！

　と、衝しよう動どうの赴おもむくままに書いた初しよ稿こうでは、クーティアがメインヒロインばりに活かつ躍やくしておりました。

　……あれ？　やりすぎた……？

　案の定、担当編集さんからは×をもらい、泣く泣くクーティアの出番を減らし、代わりにアルマやリーゼベルの出番を増やしました。

　うーん、ヒロインの登場バランスも考えなければならないなんて、ラノベを書くのって難しい……ルナリエッタ？　なぜか一いつ切さい削けずられることも増やされることもなく、あっさりと初稿を通過しました。しれっとしたルナリエッタの顔が目に浮うかぶようです。




　そういえば、新ヒロイン、リーゼベルはいかがでしたでしょうか？

　大英えい雄ゆうの娘むすめとして生まれて、当然、英才教育を施ほどこされたであろう次代の英雄。

　ゆくゆくはサウスリアの守護神として、万ばん民みんの先頭に立つべき少女。

　だけど本当はへたれで貧ひん弱じやくな低レベル《ファイター》であり、作り上げられたイメージにあたふたしている箱入りのお嬢じよう様さま。

　現実とイメージの乖かい離りは現代でもよくあることですが、『国民的英雄！』ともなると中世ファンタジー世界ならではですね。見た目もいいですし、アースドラゴン討とう伐ばつの場にいたことで、更さらに英雄的人気は高まるでしょう。

　次巻ではもっと公おおやけの場を増やして、キリッとした姿と、その後のテンパった姿をもっともっと書いていきたいですね！（晴れやかな笑え顔がお）

　それに、今回は悠斗との絡からみがメインでしたが、次巻は他ほかのヒロインとの絡みも増やしていきたいです。ただ、混ぜたら危険というか、アルマやルナリエッタと絡ませるとろくなことになりそうにないというか……リーゼベルには、心身ともに強くなっていただきたいところです。




　行数も詰つまってきましたので、最後に謝辞を。

　担当編集Ｋさん。欲望と衝動のままに書き進めた原げん稿こうを、何とか形にできたのはＫさんのおかげです。軌道修正、本当にありがとうございます。いつも迷めい惑わくをかけてばかりですが、これからもよろしくお願いします。

　イラストレーターのみわべさん。今回も素す敵てきなイラスト、ありがとうございます。

　リーゼベルもイメージ通りに仕上がって、大満足の出来でした！　続く三巻でも、よろしくお願いします。

　そして、装丁を手がけてくださった木き村むらデザイン・ラボさんをはじめ、この本の制作に携たずさわって頂いたすべての方々へ。

　何より、『神様ライフ』を手に取ってくださったみなさんへ。

　本当にありがとうございました！　これからもよろしくお願いします。

　それではみなさん、また三巻でお会いしましょう。ではでは。


気がつけば毛玉　　



























電子書籍２巻購入大感謝特典「アイドル＆アイドル・コロッセオ！」







「アイドル闘技大会？」

　英雄の娘、リーゼベルが悠ゆう斗とに弟子入りしてしばらくのこと。

　いつもの草原で休憩していた悠斗たちは、お茶を飲みながら世間話に興じていた。

　その中で何やら気になる単語が出てきて、悠斗はオウムのように同じ言葉で聞き返した。

「ユートさま、ご存じではないのですか？」

「ああ、初耳だ」

「『クールなオレはそんなものに興味なんて持たないんだぜ』という振りではなく？」

「俺の声真似は止めろ。ほんとに知らないんだってば」

　茶化すルナリエッタにチョップを入れて、悠斗は隣のアルマに顔を向けた。

「なあ、それって普通の闘技大会とどう違うんだ？」

「アイドル闘技大会はですね。選手は『魅力』で戦うのです」

「は？　魅力ぅ？」

　アルマに先んじて説明を始めたルナリエッタに、悠斗は怪訝そうな顔を向けた。

　──魅力。魅力とは何ぞや。そんなステータス、あっただろうか。

　首をひねる悠斗を見て、アルマが続いて補足説明を入れる。

「みんなの声援を受けた女の子は、力がもりもり湧いてくるみたいです。そして、それは声援が多ければ多いほど強くなっていくそうです」

「観客というパワーソースを敵よりも多く手に入れる力。それが魅力なのです」

「なるほどなあ」

　所変われば品変わるというが、この異世界ではＶＲゲームとはまた違った取り組みがあるようだ。観客を飽きさせない手法に、悠斗は腕を組んで感心していた。

　そして、ふと思いついたように、悠斗は隣にいたリーゼベルに話しかけた。

「それなら、リーゼベルが出れば無敵だろうな。何しろ、国民的アイドルだ」

「え、えっと……どうでしょう？」

　予想に反して困惑気味に目を逸らすリーゼベルを見て、悠斗は訝しげな顔をした。

「ん？　出場したことはないのか？」

「はい。有利過ぎるという理由で、出場が止められていまして……」

「まあ、そうなるよな」

　声援が勝敗を左右するなら、英雄の娘であるリーゼベルに敵はいない。

　観客全員が彼女を応援することは容易に想像できる。一方的な試合を防ぐために、リーゼベルを出場禁止にしているのも無理からぬ話であった。

「しかし、面白そうだな。ちょっと見てみたい気もする」

「今季の大会でしたら、数日後に開かれますよ」

「おお、マジか！」

　一風変わった闘技大会に興味を引かれていた悠斗は、リーゼベルの言葉に喜びの声を上げた。それをどう解釈したのか、ルナリエッタは少し考え込んで──するりとアルマの隣に移動して、ひそひそと彼女に耳打ちをした。

「アルマさん。アイドル闘技大会に出てみてはいかがでしょうか？」

「ええっ？　ル、ルナちゃん、何を……？」

　突然の提案に驚くアルマ。しかし、ルナリエッタは構わず話を続ける。

「いい機会です。アルマさんの魅力をご主人様に再確認していただきましょう。そうすれば、ご主人様はアルマさんを見直すと思いますよ。それどころか、きっと誇りに思ってくださいます。もしかすると褒めてくださるかもしれません」

「そ、そんな、畏れ多いよ」

　口ではそう言いながらも、アルマは満更でもなさそうな態度を見せていた。

　それを確認したルナリエッタは、アルマの返事も聞かずに悠斗に声をかけた。

「ご主人様。アルマさんがアイドル闘技大会に出場するそうです」

「ええっ!?　ちょ、ちょっと、ルナちゃん……！」

　袖を引っぱるアルマをあえて無視して、ルナリエッタは悠斗をじっと見つめる。

　その視線を受けて、悠斗は少し不思議そうな顔をしていたが、

「ん？　いいんじゃないか？　頑張れよ」

　特に考えることもなく、片手を挙げてこれに応えた。

「ルナちゃん……！」

「まあまあ。これも一興ですよ」

　小声で抗議するアルマをなだめるルナリエッタ。このイタズラ者のメイドを何とはなしに見ながら、リーゼベルはアイドル闘技大会のことについて考えていた。

（アルマさん、出るんだ……いいな。私も一度、出てみたいな）

　ロマリアに生まれたからには、王都で行われるお祭り騒ぎには参加したい。

　しかし、自分には英雄の娘という枠があり、そこから出るのは難しい。

　有名人の子どもならではのジレンマに、リーゼベルは悠斗たちから視線を外し、こっそりとため息を吐いていた。

（ふう……うん？）

　そして、近くに置いている荷物の上に──『役に立ちそうなもの』を見つけた。




　八月の終わりに開かれる女ばかりの闘技大会は、出場者の装いが違えば客層も違う。

「おおおおおおおおおおおおっ！」

　着飾った美少女が、男たちに向かって手を振ったりポーズを決めたりする。その度にコロッセオには歓声が轟いて、大きなうねりとなって床や壁を震わせた。

「す、すさまじいな」

「くーん……」

　ルナリエッタとクーティアを連れ、アルマの応援に来た悠斗は、あまりの熱気にすっかり腰が引けていた。

「ああああああああっ！　ディータちゃあああああん！」

「わっ!?」

　総立ちになって声を張り上げる男たち。彼らの絶叫に圧され、悠斗は危うく階段を転がり落ちるところだった。

「大丈夫、かみさま？」

「あ、ああ。心配させてすまん」

　不安げに見上げるクーティアの頭を撫でて、悠斗は空いている席に腰を下ろした。

「ふー……すごいな、こりゃ。耳が変になりそうだ」

「ですね。音量だけなら真夏の大闘技大会にも勝ります」

　すり鉢状の円形闘技場、その外周部から全体を見下ろしながら、悠斗は改めてアイドル闘技大会の特異性を実感していた。




「うん、頑張ろう！」

　さて、一方のアルマは、コロッセオの中央で他の美少女たちとともに輪を描いていた。

「えっと、ちょっとずつ歩きながら手を振って……」

　見目麗しさでふるいにかけられた十八名。その全員で作り出す輪は、観客によく見えるようにゆっくりと回転している。

　ツンと澄まして歩く者、客席に向かってアピールする者、途中で何をするかは人それぞれだが、そこには個々人の工夫が見て取れた。

「ユートさまのためにも優勝しなくちゃ」

　当然、アルマも負けてはいない。彼女は精一杯の笑顔で大きく手を振って、観客たちに自分をアピールしている。

「「「おおお……！」」」

　手を振る度にゆさゆさと揺れる大きな胸に、男たちの視線が集中した。

　特殊なルールに支配された本大会においては注目度こそが力である。多くの視線が集中したアルマの体には、たちまち、かつてないほどの活力がみなぎってきた。

「あの子、やるわね」

　注目を一気に奪ったダークホースの登場に、ライバルたちが危機感を募らせた。

　試合前のアピールタイムはいわば前哨戦であり、ここでの勝敗は本戦にも影響を与える。声援が力となる本大会では、ファンの獲得は死活問題だ。このままでは敗北は免れないと考えた美少女たちは、より大胆にアピールを始めていた。

（アルマさん、すごいな）

　数万の観客に向かって美少女たちが色気を振りまく中、一人、控えめに自己主張をする子がいた。黒色の長い髪。琥珀のような瞳。チョコレート色の肌。この辺りでは見かけない人種の美少女は、ややぎこちない動作で観客に手を振る。

（バレてないよね？　バレてないはず……）

　謎の美少女の正体は、魔法の仮面『マスカレイド』で変身したリーゼベルだった。

　どうしてもお祭り騒ぎに参加したかった彼女は、仮面の力を借りてアイドル闘技大会に参加していた──のだが、正体が露見することを意識するあまり、肝心の大会に集中し切れていなかった。

（い、いけない。このままじゃ……）

　何やら本末転倒な気がしてきて、リーゼベルは意識を切り替えようとしたが──。

（わっ!?　は、始まっちゃった！）

　高らかに響く鐘の音は、試合開始の合図だった。

　リーゼベルが悩んでいる間にアピールタイムは終了していて、観客席の方を向いていた美少女たちは、とうの昔に輪の内側を──すなわち、対戦相手をにらんでいた。

「はあああっ！」

　先手必勝とばかりに、武人然とした美少女が手近な相手に斬りかかった。

「ふふん、甘いって！」

　すんでのところでこれを防いだドレス姿の剣士は、声援を受けて敵の攻撃をはねのけた。

「やああ！」

「とうっ！」

　試合中でも観客へのアピールを忘れてはならない。可憐に舞う美少女たちは、バトルロイヤル形式の乱戦下にあっても決して醜態はさらさなかった。

　その中にあって、リーゼベルの情けなさはいかがなものか。誰からの声援も受けていない彼女は、参加者たちから敵とすら認識されていない。

（ア、アピール！　今からでもファンを増やさなきゃ！）

　焦ったリーゼベルは、両手を振って、ぴょんぴょんと飛び跳ねて自分をアピールした。

　しかし、観客たちはそれに反応することはなく、リーゼベルの体にはお情けのような力しかもたらされなかった。

「やあっ！　はっ！　たああっ！」

　それに比べて、アルマは立派なものである。

　序盤から順調に注目を集め、固定ファンがついている美少女剣士さえも倒してみせた。そして、彼女に注がれていた視線をも吸収し、より強大な力を得て果敢に対戦相手に立ち向かっていった。

「ユートさまの偉大さを世に知らしめるため……ディルカの巫女アルマ！　参ります！」

　ルナリエッタに何を吹きこまれたのか、やる気を炎と燃やし、得物を振り上げるアルマ。露出の多い巫女服と、彼女の豊満な体。そして鉈というバイオレンスな武器が相まって、アルマの人気は雪だるまのように大きくなっていった。

「くっ……調子に乗らないでっ！」

「いくよ、みんな！」

　アルマに声援が集中することを恐れた美少女たちが、自然と徒党を組んで薄桃色の巫女へと立ち向かっていった。

「甘いですっ！」

「「「きゃああああっ!?」」」

　だが、燃えるアルマはこれを意にも介さず、鎧袖一触、鉈の一振りで美少女たちを返り討ちにした。

「す、すごい……！」

　アルマの力は圧倒的だった。

　試合開始から五分。コロッセオからはアルマとリーゼベル以外の姿が消え、残った一人も強大な巫女の手によって退場させられようとしていた。

「これもひとえにユートさまのご加護のおかげ……さあ、貴女も地に還りなさい」

「ひええっ!?」

　戦闘の高揚からトランス状態に入ったのか、アルマは表情さえなくして、威圧感を放ちながらゆっくりとリーゼベルに近づいていった。

　迫り来る巫女。追いつめられた英雄の娘。両者の距離がゆっくりと縮まっていき──そして、リーゼベルの肩にアルマが手をかけた時、異変は起きた。

「えっ!?　ち、力が！」

　アルマの体を強烈な虚脱感が襲っていた。

　まるで風船から空気が漏れるように、勢いよく声援の力が消えていく。

「え？　な、なに……？」

　代わりにリーゼベルの体には力がみなぎっていた。

　抑えられないほどの活力を感じ、リーゼベルは思わず細剣を天に掲げた。

「「「おおおおおおおおお!!」」」

　呼応するようにコロッセオに大音声が響き渡る。

　強すぎたアルマに代わって、観客たちは窮地に陥ったリーゼベルに声援を送り、彼女に力を与えていたのだ。

　この逆転劇こそがアイドル闘技大会の妙味である。観客がどう思うかという観点を忘れ、客席へのアピールを怠ったアルマに、もう勝利の女神は微笑まなかった。

「みなさん！　私、やります！」

　観客の声援を一身に集めたリーゼベルは、一度ぐるりとコロッセオを見回して──。

　そして、掲げた細剣を勢いよく振り下ろした。




「すみません、ユートさま……ユートさまの名前を汚してしまいました……」

　大会終了後、アルマは人気もまばらな観客席で悠斗に頭を下げていた。

「いや、そんなこと気にすんなって。お祭りなんだからさ」

　大げさなアルマに苦笑して、悠斗は大会を反芻するように辺りを見回した。

「でも、驚いたな。優勝者が消えるだなんて」

「だねー」

　何度目かになる悠斗の言葉。それにまたまた同意したクーティアは、彼に並んでコロッセオのあちこちに視線をやった。

「どこに行ったんだか。リーゼベル。お前、何か知らないか？」

「えっ!?　い、いえ……どこへ行ったのでしょうね？　あ、あはは」

　マスカレイドが入ったバッグを背中に隠し、リーゼベルは笑ってその場をごまかした。

（トロフィーを受け取れないのは残念だけど……でも、楽しかったな）

　出場禁止の網を魔法で潜り抜け、見事、念願果たしたリーゼベル。悠斗や少女たちが小首をかしげる中、彼女だけはこっそりと満足そうに微笑んでいた。
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